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せ
て
い
る
。
米
中
車
で
は
‘
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
将

来
優
れ
た
飛
行
士
に
な
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
」

T

V
ゲ
l
ム
に
対
す
る
風
当
り

の
強
い
非
難
を
も
の
と
も
せ

ず
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
演

説
を
続
け
た
。
「
し
か
し
決

し
て
誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
。

私
は
‘
こ
の
図
の
若
い
人
々

が
家
へ
帰
っ
て
、
合
衆
国
大

統
領
は
子
ど
も
ら
が
い
つ
で

も
T

V
ゲ
!
ム
で
遊
び
回
っ

て
い
い
と
笛
っ
た
と
両
親
に

告
げ
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い

な
い
の
で
あ
る
。
宿
題
や
ス

ポ
ー
ツ
や
友
だ
ち
を
ま
ず
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
山当
然
な
の
だ
」

。若
者
の
手
と
目
と
頭
脳
を
同
時
に
使
う
こ
と
を
発
達
さ
せ
る
。

米
留
め
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

が、

T
V
ゲ

i
ム
は
若
い
人

た
ち
の
た
め
に
な
る
と
の
T

V
ゲ
!
ム
支
持
論
を
明
ら
か

に
し
、
全
米
の

A
M
機
業
者

は
喜
び
の
声
を
袋
わ
す
と
と

も
に
、

T

V
ゲ
l
ム
機
メ
ー

カ
ー
は
大
い
に
H
A
を
強
く
し

て
い
る
。

米
国
の

A
M
ゲ
ー
ム
機
メ

ー
カ
ー
の
団
体
で
あ
る

A
G

M
A
(ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

ゲ
ー
ム

・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

A

ア
ラ

1
ズ

・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
本
部
パ

l
ジ
ニ
ア

州
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
、
ジ

ヨ

l
・
ロ
ビ
ン
ズ
会
長
}
が

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

一て
月
八
日
、
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
が
フ
ロ
リ
ダ
州
オ

l
ラ
ン

ド
で
、
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ

ー
た
ち
を
前
に
し
て
『
T
V

ゲ
1
ム
は
若
い
人
々
が
手
と

目
と
頭
脳
を
同
時
に
覚
え
る

の
に
索
精
し
い
効
果
を
あ
げ

世界最大の大観覧車が完成

ηs 
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て
い
る
」
と

か
T
V
ゲ
l
ム
に
含
ま
れ
る
高
度
な
技
術
は
た
め
の
一
部
と
し
て
こ
れ
ら

絶
耕
グ
の
演
説
を
行
な
っ
た
。
将
来
支
配
的
に
な
る
も
の
で
は
大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き

こ
の
こ
と
は
シ
カ
ゴ
・
サ
ン
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
発
だ
ろ
う
。
秘
た
ち
は
自
分
た

タ
イ
ム
ズ
や

U
S
A
ト
ゥ
デ
途
き
せ
ら
れ
る
若
い
人
た
ち
ち
の
製
品
が
広
〈
国
民
に
支

イ
な
ど
の
新
聞
に
よ
り
潔
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
は
決
し

・悼
付
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
誇
り

全
米
に
伝
、
え
ら
れ
た

(
う
ち
て
制
制
限
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
に
思
う
と
と
も
に
き
ら
に

シ
カ
ゴ

・
サ
ン
タ
イ
ム
ズ
の
は
な
い
。
し
か
し
ま
た
、

T

高
度
な
技
術
に
よ
り
恋
い
人

記
事
は
後
に
全
訳
)。

V
ゲ
l
ム
の
み
に
偏
る
の
で
た
ち
の
佼
能
発
途
に
尽
し
た

T

V
ゲ
|
ム
機
に
関
係
す
は
な
く
、
全
技
能
の
発
達
の
い
と
考
え
て
い
る
{
要
約
)
」

る
全
米
の
業
者
は
こ
の
ニ
ュ
・
;
・
:

-
ス
に
大
容
ぴ
で
、

A
G
M

一

T
V
ゲ

l
ム
は
君
た
ち
の
た
め
に
な
る

A
の
グ
レ

ン

・
ブ
ラ
ズ
ウ
£
…

と
レ
ー
ガ
ン
が
+
代
の
聴
衆
に
鰭
っ
た

ル
山
叩
務
は
早
速
レ
ー
ガ
ン
ト
〈
一

1
l
T
.
H
九
U
付

『
シ
カ
ゴ
サ
ン
タ
イ
ム
ズ
」
か
ら

一

統
鎖
へ

『
お
礼
の
手
紙
」
を

・

;

:

山
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
オ

i
ラ
ン
ド

(
フ
ロ
リ
ダ
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は

『
こ
の

中
で
同
氏
は
、
大
統
領
が
オ
州
〉
発

A
P-
-チ
ど
も
た
闘
は
い
ま
技
術
前
命
の
其
つ

|
ラ
ン
ド
で
の
抑
制
叫
に
よ
り
ち
に
索
敵
な
ニ
ュ
ー
ス
/
た
だ
中
に
あ
る
・
な
は
殿
近
、

T
V
ゲ
|
ム
の
積
極
的
な
効
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
T
V
ゲ

T
V
ゲ
l
ム
に
つ

い
て
実
に

川市
を
広
〈
認
識
さ
せ
て
く
れ
|
ム
は
君
た
ち
の
た
め
に
な
前
白
い
こ
と
を
知
っ
た
」
と

た
こ
と
に
感
滅
す
る
、
と
し
る
と
跨
っ
て
〈
れ
た
・

話
し
か
け
た
。

エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド

(大
阪

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

火
曜
日
(
三
月
八
日
)
ウ

「

こ

れ

ら

の

ゲ

l
ム

で

プ

府
吹

m市
、
山
悶
三
郎
社
長
)

「
T

V
ゲ
ー
ム
は
世
界
中
方
ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

・
エ
レ
イ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
で
‘
蒸
気
汽
関
阜
の
原
型
と

の
若
者
の
時
間
を
奪
う
と
と
プ
コ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
、
勢
の
草
相
い
人
々
が
手
と
目
と

世
間
わ
れ
る
英
国
の
「
ロ
ケ
y

も
に
、
娯
楽
の
社
会
革
命
を
数
学
や
科
学
の
得
意
な
十
代
頭
脳
を
同
時
に
使
う
こ
と
を
、
ト
号
」
(
復
元
も
の
)
が
走

起
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
こ

の
少
年
少
女
を
前
に
し
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
発
達
さ
行
す
る

一
方
、
神
戸
の

「中

三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
(
熊

本
県
荒
尾
市
、

三
井
鉱
山
土

地
建
物
納
経
営
)
で
は
こ
の

ほ
ど
世
界

一
の
大
観
覧
車
、
レ

イ
ン
ボ
ー
』
を
導
入
、

三
月

七
日
に
獄
来
会
を
行
な
い
、

附
卜

.
a

百
H

か
ら
営
業
運
転
を

開
始
し
た
。

こ
の
大
縦
覧
車
は
明
円
借
特

殊
勝
業
側
。(
本
社
大
阪
、
附
川

本
H
M
明
社
長
}
に
よ
勺
て
池

徹
さ
れ
た
も
の
.
従
っ
て
同

社
に
よ
る
委
総
肺
門
業
と
な
っ

て
い
る
・
こ
れ
ま
で
世
界

一

と
さ
れ
て
き
た
ポ
ー
ト
ピ
ア

ラ
ン
ド
の
大
観
覧
車

「
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ホ
イ
ー
ル
」

(内訳

防
興
業
仰
が
建
設
)
を
高
さ

約
三
νペ

直

径

一
μ
上
回
っ

て
、
世
界
一
の
も
の
と
な
っ

た
-問

機
は
官
向
き
(
避
雷
針
を

含
む
)
七
十

一
・
八
H

川
、
直

後
六
十
二
H
M

で
、
五
人
乗
り

の
ゴ
ン
ド
ラ
(
直
径

一
・
五

H

ペ

高

さ
二
H
M
)

が
三
ト
ムハ

側
つ
い
て
お
り
‘
約
4
五
分

で
.
凶
転
す
る
.
回
転
品
悼
の

駆
動
万
式
は
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
駆
動
.
ゴ
ン
ド
ラ
が
七
色

に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら

「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
と
私

付
け
ら
れ
た
・
最
照
明
岬
か
ら

の
眺
め
は
且
融
局
で
.
天
本
の

お
々
や
雲
仙
、
佐
賀
の
山
並

み
、
街
明
指
揮
の
広
が

q
が

一

望
で
き
る
.
な
お
同
僚
の
利

用
料
金
は

一
人

{大
人
、
子

ど
も
と
も
)
三
百
円
と
な
っ

て
い
る
。
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ま
で
と

a

・
ト
凶

H
か
ら
v
h
川

任
問
ら
と
な
っ
て
お
り
迫
力

八
日
ま
で
・

は
十
分
と
宵
え
そ
う
・

一
方
、
伸
一戸
の
淡
川
駅
跡
こ
の
縦
し
に
は
悶
鉄
が
後

地
で
‘
中
間
の
ジ
ャ
ン
ボ

S
級
し
て
お
り
、
潟
水
岡
鉄
総

L
を
中
心
と
し
た

「中
間
鉄
裁
の
依
鰍
に
よ
り
・
u
m
脱帽
興
業

逃
博
」
が
一一
-
川
十
九
H
か

ら

側

(本
社
大
阪
、
山
間
三
郎

岡
鉄
道
幡
町
」

(鮒
美
乃
美
主

五
月
・一
十
a

a

日
ま
で
閃
か
れ
社
長
)
が
会
場
内
に
遊
鴎
総

縫
)
で
中
肉
の
ジ
ャ
ン
ボ

S

て
い
る
。
こ
れ
は
昨
年
の
縦
殺
と
ゲ
|
ム
蝿
慨
を
設
営
し
て

L
が
出
品
、
走
行
す
る
な
ど
浜
で
の
催
し
に
統
く
も
の
で
、
い
る
。
主
他
者
側
で
は
こ
れ

話
題
の

S
Lが
関
西
に
集
ま
中
国
の
ジ
ャ
ン
ボ

S
L
を
出
を
「
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
」
と

り
、
春
の
遊
闘
地
シ
ー
ズ
ン
回
附
し
て
、
中
開
と
の
友
好
を
名
付
け
て
お
り
、
泉
陽
に
よ

閉
幕
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
。
深
め
る
と
い
う
も
の
。
今
回
る
サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
、

エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
で
は
こ
も
中
国
関
係
の
出
版
社
で
あ
ア
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
、
一
旦
汽

の
ほ
ど
国
鉄
大
阪
駅
の
新
ピ
る
美
乃
美
が
主
催
し
、
神
戸
車
、
ス
リ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
、
小

ル
完
成
を
機
会
と
し
て
、
「僚
と
天
津
友
好
都
市
十
周
年
記
型
乗
物
ゾ
|
ン
、
ゲ

i
ム
コ

大
な
る
鉄
透
博
覧
会
」
を
三

念
と
し
て
神
戸
で
聞
か
れ
た
。

|
ナ
ー
な
ど
が
会
場
各
所
に

月
十
九
日
か
ら
六
月
五
日
ま
も
と
貨
物
釈
の
波
川
駅
跡

設
け
ら
れ
て
い
る
。
ニ
れ
ら

で
催
し
‘

「
ロ
ケ

ッ
ト

uuJ

胞
を
利
用
し
た
会
場
に
は
、
の

A
M
機
を
併
設
し
た
の
は

の
運
転

(屋
外
)
と
鉄
道
の
中
凶
鮫
宵
の

S
L
O号

(中
昨
年
の
機
浜
で
の
催
し
で
子

歴
史
を
示
す
自
宅
内
展
示
を
行
国
凶
門
家
文
物
指
定
)
‘
現
在
ど
も
た
ち
が
多
〈
来
た
か
ら

な
っ
て
い
る
・
う
ち

「
ロ
ケ
も
使
用
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン
と
さ
れ
て
い
る
・

ヅ
ト
号
」
は
蒸
気
汽
関
車

(S

ポ
S
L
『前
進
型
」
と
「
人
な
お
屋
外
展
示
は
初
め
て

L
)
を
生
ん
だ
英
凪
で
、
S

川
氏
削
ご
が
持
込
ま
れ
て
お
り
、
中
凶
鉄
道
の
侠
型
館
、
映
像

L
の
父
と
呼
ば
れ
る
ス
チ

l

う
ち

「人
民
刷
♂
に
は
州
泌
総
‘
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
記
念

ブ
ン
ソ
ン
が
作
っ
た
も
の
の

で
.
回
八
人
来
れ
る
こ
と
に
円
刷
版

H

ハ
ル
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

銅
山
厄
機
・
英
向
科
学
博
物
館
な
勺
て
い
る
・
ち
な
み
に
『
附
れ
て
お
り
、
ニ
の
似
し
で
主

の
山
崎
力
に
よ
リ

『動
く
ロ
ケ
巡
噌
』
の
サ
イ
ズ
は
良
さ

a

・
似
者
側
は
問
十
万
人
の
入
湯

ッ
ト
号
』
と
こ
れ
を
動
か
す
九
・
じ
灯
、
向
き
川
・じ
ん
H
川
、串
引
を
酬
期
待
し
て
い
る
・

鉄
道
博
物
館
員
た
ち
が
エ
キ
償
制
:一
-
t
.
七
H

川
、
積
一
き

一

ス
ポ
ラ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た

も
の
・
「
ロ
ケ

ッ
ト
号
」
の

運
転
は
儀
し
期
間
中
の
ヲ
ち

三
月
十
九
日
か
ら
四
月
七
日
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( 2 ) 

で
五
十
八
年
度
事
業
計
画
と

収
支
予
算
案
が
提
唱
来
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
象
認

さ
れ
た
。

事
業
活
動
報
告
で
は
「
五

十
七
年
度
事
業
計
画
の
霊
点

テ
!
?
で
あ
る
。
G
マ
シ
ン

途
法
営
業
の
撲
滅
~
非
行
化

の
而
で
以
前
よ
り
も
悪
化
し
防
止
協
力
と

P
T
A
対
策
u

て
お
り
、
こ
の
時
期
に
総
会
を
肢
に
本
部
、
各
支
郎
と
も

を
開
く
の
は
意
義
、
深
い
こ
と
積
極
的
に
市
中
業
活
動
を
展
開

だ
。
こ
の
二
年
間
の
活
動
を
し
て
き
た
」
と
し
て
、
①

G

反
省
し
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
を
マ
シ
ン
途
法
営
業
の
僕
滅
、

踏
み
出
す
べ
く
さ
ら
に
意
思
①
券
行
化
防
止
協
力
と

P
T

の
疎
通
を
図
り
、
役
員
も
改

A
対
策
、
③
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

澄
し
よ
り
よ
い
組
織
に
し
て
獲
得
紛
争
問
題
の
仲
介

、

@

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
あ
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
利
益
を
考

内
閉
会
開
設
が
議
長
と
な
っ
て
感
し
た
コ
ピ

l問
題
へ
の
対

会
識
が
進
め
ら
れ
た
。

五
十

応

、
⑤

N
A
O
Y
ョ
ー
の
開

七
年
度
事
業
活
動
報
告
と
収
催
、
⑥
昨
年
の

A
M
シ
ョ
ー

支
決
算
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
承
の
共
催
、
⑦
各
支
部
で
の
会

認
さ
れ
、
定
款
の

一
部
改
正
。
合
開
催
と
貌
陸
、
情
報
交
換
、

役
員
改
選
を
行
な
っ
た
う
え
⑧
編
祉
施
設
へ
の
ゲ
|
ム
機

ー

寄
贈
、
③
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
の
売
上
金
を
福
祉
施
設

へ
谷
付
|
|
の
九
項
目
の
活

動
械
製
と
、
会
員
数
が
三
月

」1
4

ハ
日
現
在
で
四
百
十
八
社

に
な
っ
た
こ
と
が
副
報
告
さ
れ

た
。
こ
の
活
動
報
告
に
つ

い

て
内
閉
会
長
は

『本
部
は
少

人
数
な
が
ら
も
で
き
る
だ
け

の
こ
と
は
や

っ
て
き
た
し
そ

新
年
度
事
業
に
向
け

G
機
営
業
撲
滅
に
加
え

第三鍾輿便物認可

N
A
O
第

3
回
通
常
総
会
で
定
軟
も
改
正

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

{本
部

H
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

一
の

八
の
三
、
安
聞
生
命
ビ
ル
、

会
凶

O
七
|
八
七

一一

、
内

問
博
会
長
、

N
A
O
)
で
は

三
月
十
六
白
、
東
京

・
新
街

の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て

第
三
副
総
会
を
聞
き
、
地
域

社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
G
?
シ
ン
営
業
の
排

除
な
ど
を
重
点
と
し
た
五
十

八
年
度
計
聞
を
決
定
.
ま
た

役
員
改
選
を
行
な
い
内
閉
会

長
を
再
任
し
た
ほ
か
各
役
一員

を
選
任
し
た
。

厳
し
い
社
会
環
境
の
も
と
で

A

M
機
の
健
全
営
業
を
確
認

ゲームマシン

冒
頭
欽
拶
に
立
っ
た
内
田

会
長
は
「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

た
め
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
協
会
を
設
立
し
て
一
年
た

っ
た
。
社
会
環
境
は
G
マ
シ

ン
や

P
T
A
と
の
関
係
な
ど

一司ー
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右
の
写
真
は
N
A
O
総
会
に
出
席
し
た
寄
支
部
長

{左
か

ら
)
三
井

(
北
海
道
)
、
山
国
(
北
関
東
}
、
小
島

(東

京
第

二

、

伊
東

{
開
第
三
)
、
角
田

{東
北
)
、
原
因

(
九
州
}
、

川
上
{
大
医
}
、
両
国
{
京
穏
}
の
喜
氏

jf; • 

開
社
の
協
力
を
得
た
。
二
月

以
降
会
員
と
協
後
メ
ー
カ
ー

の
各
社
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

予
選
が
開
始
さ
れ
、
各
社
ご

と

一
・ない
し
ニ
名
の
選
手
が

子
月
七
日
ま
で
に
決
・挺
さ
れ

た
。
こ
の
削
除
し
は
中
部
O
P

会
が
健
全
娯
楽
と
同
会
自
体

を
討
会
的
に

P
R
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
た
め
、
大
会
予
選
を
笑
施

し
た
印
刷
で
交
通
遺
児
の
た
め

の
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ボ
ッ
ク
ス

が
設
け
ら
れ
、
募
金
活
動
が

併
行
し
て
行
な
わ
れ
た
。

募
金
活
動
は
大
会
当
日
ま

で
各
胞
で
行
な
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
募
金
織
は
会
場
に
持
ち

込
ま
れ
、
集
計
し
た
と
こ
ろ

合
計
約
ニ
イ
万
点
千
問
に
な

っ
た
。
こ
の
お
金
は
毎
日
新

.

中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
(
事
問

・
業
業
部
を
通
じ
て
交
通

、4

工
務
局
名
古
屋
、
彬
村
富
久
潔
遺
児
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
る

〆
一
事
長
、
会
員
数
約
五
十
社
}

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

3
一
で
は
三
月
士
ニ
日
の
臼
眼
目
、
贈
塁
手
U

大
会
当
百

行
な
わ

一可一
名
古
屋
駅
前
の
毎
日
ビ
ル
内
れ
た
。

}
A
一国
際
サ
ロ
ン
で
、
テ
ー
ブ

ル

こ

の

ゲ

ー
ム
大
会
で
は
背

」一
型
T
V
機
内
機
種
を
使
っ
た
少
年
問
題
を
考
え
る
立
場
か

一一

「第

-
団
交
通
遺
児
チ
ャ
リ
・
句
、

十
六
歳
未
満
の
者

(中

戸
一
テ
ィ
ー
ゲ
l
ム
大
会
』
を
関
学
生
以
下
)
は
参
加
で
き
な

ar
」
催
、
予
選
を
通
過
し
た
三
寸
い
方
針
で
進
め
ら
れ
た
。
そ

中ハ
名
の
位
相
い
選
手
が
参
加
し
の
た
め
年
少
者
の
多
い

S
C

た
。
そ
の
結
果
高
校
生
の
水
ロ
ケ
の
会
員
は
ほ
と
ん
ど
笑

谷
出
金
大
君
が
見
事
優
勝
す
る
施
し
な
か
っ
た
。
約
五

l
祉

な
ど
盛
上
っ

た

。

の

会

員

に
も
か
か
わ
ら
ず
約

こ
の
ゲ
|
ム
大
会
は
か
ね

半
数
の
み
の
笑
施
と
な
っ
た

て
よ
り
中
部
O
P
会
で
企
画
こ
と
は
、
問
題
点
と
し
て
後

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
日
同
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と

の
で
‘
セ
ガ
初
ら
メ
ー
カ
ー

に
な

っ
て
い
る
。

々
'「-

7
 

H
リ
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a綱
相

a
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温
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只
首島

(
2
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)

市中
H
藤
原
忠
氏

(朝
日
科
学

僕
慰
遊
閣
制
開
)
、
高
柳
学

一

コ

E

T
-

‘

舗

網
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引

咽
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i
ダ
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釦
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シ
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リ
d

uu
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列
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大
会
当
日
に
は
こ
寸
六
名

の
選
手
が
参
加
、
日
ご
ろ
の

腕
を
競
っ
た
。
競
技
の
要
領

は
タ
イ
ト
|
「
フ
ロ
ン
ト
ラ

イ
ン
」、
セ
ガ
社
『
ペ
ン
ブ
』
、

ナ
ム
コ

『
デ
ィ
グ
ダ
グ
」
、

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
「
パ

|
ニ

ン
ラ
パ

i
」
の
各
機

穏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
十

分
以
内

(
ゲ
l
ム
オ

ー
バ

ー
に
な
れ
ば
そ

れ
ま
で
)
ず
つ
プ
レ

イ
し
、
そ
の
合
計
得

点
に
よ
っ
て
順
位
を

決
め
て
い
く
方
式
。

競
技
用
の
機
械
各
社

三
台
ず
つ
は
メ
ー
カ

ー
が
大
会
期
に
特
別

提
供
し
た
。
予
選
段

階
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

参
加
料
は
宿
料
と
紙
一

/ 
........_ 畠園陸

中郵OP会のTVゲーふ大会のようす(3月13日)

の
結
果
が
お
て
い
る
と
聞
や
つ

の
で
、
窓
欲
的
に
活
動
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
附
明

い
た
い
」
と
語
っ
た
。
各
支

部
の
活
動
報
告
は
時
間
の
都

合
上
割
愛
さ
れ
、
代
表
し
て

段

・
近
畿
第
二
支
部
長
か
ら

「
行
少
年
と
賭
鱒
機
の
問
題

に
明
け
暮
れ
た

一
年
だ
っ
た
」

と
い
う
総
絡
が
あ
っ
た
。

G
機
営
業
、
対
社
会

P
R
や

メ

ー

カ

ー

と

の

協

調

を

討

議

事
業
汁
闘
で
は
①
地
域
社
当
競
争
の
改
善
、
コ
ピ
|
機

会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ

問
題
へ
の
自
主
的
対
応

(謝

ン
促
進
、
②
G
ア
ン
ン
営
業
技
と
秩
序
維
持
)
、
流
通
の

の
排
除
、
①
経
営
改
善
の
た
改
善
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ

め
の
活
動
の
三
つ
を
重
点
テ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
④
支
部

!
?
に
掲
げ
、
①
は
地
域
判
官

活
動
の
維
進
と
し
て
支
総
の

会
や
行
政
関
係
者
と
の
対
話
、
常
設
、
支
部
と
本
部
間
コ
ミ

懇
談
会
、
説
明
会
な
ど
へ
の
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
の
強
化
、

積
極
的
参
加
、
広
報
の
活
発
地
域
に
衛
策
し
た
支
部
活
動

化
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
に

の
活
発
化
、
非
会
員
の
勧
誘

関
す
る
研
究
と
業
界
主
阪
の

促
進
、
⑤
展
示
会

(N
A
O

理
論
づ
け
、
②
は
G
?
シ
ン
シ
ョ

l
)
の
閥
悩
、
⑤
そ
の

営
業
排
除
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
他
と
し
て
外
部
団
体
と
の
述

近
接
業
界
団
体
と
の
迷
附
柄
、
携
お
よ
び
海
外
結
団
体
と
の

協
力
、
情
報
提
供
に
よ
る
饗
交
流
、
統
計
資
料
の
作
成
と

祭
当
局
と
の
協
カ
、
③
は
過
務
倫
ー
ー
な
ど
の
計
画
を
総

• • 

。。

-'a一96

氏
(
紛
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
閥
会
)
、
ド
リ
ー
ム
産
業
側
〉。

山
町
茂
雄
氏
(千
億
遊
訟
側
)
、

ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
部
会

早
見
此
mmm氏

(嗣
仰
タ
イ
ガ
|
部
会
長
H
問
所
武
氏

(側
一束

娯
楽
)
、
桝
保
氏

(凶
日
本
京
マ
ル
サ
ン
)
、
潟
市
下
H
仰
は

ギ審

な

の

、、、
y
ν'キ
'
d
q・L
'
・

ス
-
7
3
e
y
ョ
ン

NAO!ll3園通常総会のようす (3月16日)
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幽
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ユ
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フ
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イ
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リ
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リ
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フ
ィ
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フ
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A 

解
決
し
な
く
な
る
。
ア
ウ
ト
選
任
さ
れ
た
真
鍋
勝
紀
氏
(側
針
は
な
い
が
、
と
も
か
く
互

サ
イ
ダ
ー
の
問
題
だ
か
ら
と
シ
グ
マ
)
、
機
村
・
恒
久
氏
(
仰
い
に
仲
よ
く
や
っ
て
い
け
る

い
っ
て
無
関
係
で
は
済
ま
さ

水
野
閥
会
)
、
高
堂
良
彦
氏
方
向
に
進
め
た
い
。
解
決
す

れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
(
ア
イ
レ
ム
側
)
、
山

聞

俊

べ

き
問
題
は
多
く
あ
る
が
、

い
る
の
で
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ

夫
氏
(
米
洋
娯
楽
機
紛
)
の
い
っ
ぺ
ん
に
や
れ
と
言
わ
れ

ー
め
問
題
で
も
当
協
会
が
仲
凶
副
会
長
が
ゑ
認
き
れ
た
。
て
も
無
理
と
い
う
の
が
今
の

介
役
と
な
っ
て
地
域
住
民
と
再
任
と
な
っ
た
内
回
会
長
心
情
で
あ
り
、

一
歩

一
歩
で

の
滋
合
い
を
行
な
っ
て
い
く
。
は
「

一
期
だ
け
の
つ
も
り
が
き
る
も
の
か
ら
笑
行
に
移
し

列
的
に
並
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
他
の
諸
団
体
へ
の
積
成
り
行
き
か
ら
百
円
ぴ
会
長
の
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

事
業
計
画
の
内
容
に
つ
い
臨
時
的
対
策
が
で
き
る
協
会
に
霊
碑同
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
べ
た
。
ま
た
副
会
長
四
人
か

て
「
む
し
ろ
支
部
レ
ベ
ル
で
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
は
能
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ

の
問
題
と
な
る
の
嵐
山
)
を
前
面
定
款
の
改
正
に
つ
い
て
は
カ
的
に
も
会
長
の
絡
で
は
な
た
。
そ
の
中
で
真
鍋
刷
会
長

に
抑
出
す
の
は
疑
問
だ
。
本
「
支
部
を
都
道
府
県
単
位
に
い
の
で
、
こ
の
問
題
の
多
い
は
各
会
員
が
ロ
ケ
を
守
る
努

部
と
し
て
は
③
の
メ
ー
カ
ー

組
織
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
時
世
に
四
百
以
止
の
会
員
を
カ
を
す
る
べ
き
だ
と
し
て
、

と
の
問
題
、
と
く
に
流
通
面
し
た
改
正
で
、
役
員
の
安
任
擁
す
る
組
織
を
運
営
す
る
に
オ
ー
ナ
ー
と
の
契
約
を
第
三

の
改
善
を
最
煎
点
に
す
べ
き
分
担
を
広
げ
能
力
を
発
嫁
し
は
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
者
が
入
り
込
め
な
い
よ
う
な

で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
て
も
ら
う
」
(
内
回
会
長
)

力
を
伝
じ
な
が
ら
最
中
習
を
尽

内
容
に
す
る
こ
と
、
ロ
ケ
を

出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
内

た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
く
す
以
外
に
な
い
。
ま
た
会
み
が
き
上
げ
て
良
好
な
施
設

閉
会
長
は

『の
②
は
最
終
的
役
員
の
定
数
織
と
入
会
お
よ
資
相
応
の
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
に
す
る
こ
と
の
こ
点
を
挙
げ
、

に
は
支
部
の
問
題
と
な
る
が
、
び
会
費
規
定
の

一
部
手
直
し
る
と
い
う
淡
い
期
待
を
押
し
そ
の
う
え
に
立
っ
て
こ
そ
初

慈
本
的
に
は
本
織
の
活
動
だ
。
を
中
心
と
し
た
改
正
が
な
さ
の
け
て
、

一
人

一
人
が
主
役
め
て
地
域
住
民
と
の
話
合
い

メ
ー
カ
ー
と

の

問

題

に

つ

い

れ

た

。

で

あ

る

と

の

泣

場

で

協

力

し

が

で

き

る

こ

と

を

強

調

し

、

て
は
あ
ま
り
立
入
る
と
独
祭
任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
合
っ
て
ほ
し
い
。
私
の
使
命
「
ゲ

l
ム
場
は
い
い
と
こ
ろ

法
な
ど
に
触
れ
る
し
、
各
メ

一民
放
送
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
そ
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
だ
と
い
う
世
論
を
作
っ
て
い

ー
ヵ
ー
に
よ
っ
て
も
立
場
が
各
支
部
で
選
出
さ
れ
た
支
部
に
あ
る
。
と
く
に
新
し
い
方
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

盟
問
な
る
。
ま
た
メ
ー
カ
ー
に
長
と
制
支
部
長
、
第
十
回
理

'

，

，

L

l

・-，

堕
蓄
す
る
だ
け
で
は
問
題
も
事
会
(
ご
月
八
日
)
で
候
補

》
岡
田
屯
官
園
.
‘

ι
u
A
阻
圏

残
る
の
で
、
支
部
の
戸
主
と
し
て
選
ば
れ
た
凶
部
会
の

4
.
Z
F
L
E
S
E

、

部
に
上
げ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
理
事
、
監
事
が
発
表
さ
れ
、

う
い
う
意
見
の
支
部
が
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
会
会
長
、
刷
会
長
以
外
の
新

か
ら
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
門
町
長
の
選
出
は
、
定
款
で
は
選
役
員
は
次
の
と
お
り
(
本
紙

体
的
に
メ
ー
カ
ー
に
要
望
も
挙
で
滋
山
山
す
る
こ
と
に
な
っ
既
報
の
支
都
役
員
な
ど
は
省

で
き
る
』
と
答
え
た
。
ま
た
て
い
る
と
こ
ろ
を
指
名
推
薦
略
し
た
が
、
そ
の
後
変
更
の

内
問
会
長
は
地
域
社
会
と
め
に
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
あ
っ
た
支
部
は
帽
明
滅
し
た
。

問
題
に
触
れ
「
今
ま
で
は
対
人
笠
間
只
こ
れ
を
了
承
し
た
う
え

兼
任
の
役
員
の
社
名
は
初
出

決
姿
勢
で
き
た
が
、
こ
れ
か
で
内
閉
会
授
が
指
名
を
受
け
、
の
み
掲
載
)。

ら
は
互
い
の
共
通
点
を
見
出
向
会
長
の
再
任
が
ゑ
認
さ
れ
広
域
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
務
会
・

し
て
協
調
し
な
い
と
問
題
が
た
。
刷
会
長
は
同
穆
本
会
で

総
会
長
H
山
関
俊
夫
氏
、
理

(iI • 
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料
が
泌
っ
た
が
、
・
大
会
で
は
ポ
|
ツ
時
一討
を
手
に
入
れ
た
。

無
料
。
選
手
の
多
く
は
「
賞

三
位
は
総
商
の
ロ
ケ
か
ら
さ

白
川
よ
り
も
無
料
プ
レ
イ
が
魅
た
伊
稼
政
明
君
で
ソ
ニ

l
・

カ
で
米
た
」
と
語
っ
て
い
た
。
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン

D
D
を
得
た
。

大
会
の
運
営
に
は
梅
村
理
以
上
士
一名
は
い
ず
れ
も
凶
十

事
長
の
ほ
か
、
大
村
敬
隆
氏
万
点
以
上
の
成
績
で
入
賞
し

(
グ
ロ
ー
バ
ル
)
と
真
鍋
巧
た

(第
三
十
六
伎
は
ご
O
、

氏

(岐
阜
特
機
)
を
は
じ
め

五
五
八
点
だ
っ
た
〉。

と
す
る
笑
行
委
員
の
メ
ン
バ
こ
れ
以
下
の
表
彰
者
は
七

ー
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
佼
石
原
友
平
君

(敗
阜
特

精

一
杯

努

力

し

た

。

機

の

ロ

ケ

H
以
下
関
じ
)
、

競
技
の
結
果
、
高
校
生
め
十
位

・
£
谷
卓
司
君

(カ
ト

水
谷
泰
夫
君
が
凶
七
凶
、
八
ウ
)
、
二
十
位

・
奥
羽

一
繁

九
凶
点
で
見
事
後
勝
、
賞
品
君

(神
出
興
産
)
、
三
十
佼
・

の
ホ
ン
ダ
モ
ト
コ
ン
ポ
を
後

一向
悶
治
司
君
(グ
ロ
ー
バ
ル
)、

姐付
し
た
。
水
谷
君
は
十
六
歳
、
プ
|
ビ
|
-
後
藤
賢
司
君
(
殿

水
野
閥
会
の
ロ
ケ
か
ら
選
手
阜
遊
関
)
と
な
っ
て
い
る
。

さ
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
滋
優
以
上
の
ほ
か
参
加
者
会
員
に

勝
は
同
じ
く
水
野
商
会
か
ら

中
部
O
P
会
特
製
の
オ
リ
ジ

の
選
手
で
会
社
員
の
小
林
功
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
が
配
ら
れ
て

君
、
十
八
歳
。
セ
イ
コ
ー
ス
い
る
。

為
務
氏

(山
側
ア
ポ
ロ
)
、
森

本
町内弘氏

(側
カ
ワ
ク
ス
)
、

佐
久
間
庄
則
氏

(臼
本
パ
イ

オ
ニ

ア
繍
)
、
大
村
敬
隆
氏

(繍
グ
ロ
ー
バ
ル
)
、
平
岩

勲
氏

(同
開
九
娯
貿
易
)。

レ
ン
タ
ル
部
会

・
部
会
長

H
g坂
芳
男
氏

〈州
側
太
陽
肉

動
機
)
、
醐
時
半
H
矢
作
仁
志

氏

(紛

A
B
C閥
会
)
、
情
体

末
武
久
氏

(大
剛
鵬
物
産
幽
開
)、

街
治
災
氏

(山
側
富
士
娯
楽
)、

← 

規約一部保留のままNAO近畿改編で、

大阪支部が発足
さ型哩.... 

N
A
O
の
大
阪
府
支
部
(事

務
局
大
阪
、
川
上
秀
雄
支
郷

長
)
で
は
三
月
十
四
日
、
大

宜同
主
良
彦
氏
。

北
海
道
支
部

・
支
部
長
H

三
井
良
治
氏

(ニ
弁
遊
闘
企

画
側
)
、
制
支
部
長
H
尾
形

廿
期
総
氏

(互
友
衛
本
側
)
、

問
中
亀
出
崎
氏

(鮒
ダ
イ
ワ
貿

易
)
、
清
水
硲

一
氏
(
附
ジ

エ
ニ
ン
グ
ス
〉。

東
北
支
部

・
支
帽
部
長

H
角

閉

一
郎

(側
ツ
ノ
ダ
)
、
副

支
部
長

H
須
臨
時
溺
総
氏

(山側

パ
ナ
ミ

み
|
ズ
)
、
中
村
幸

阪
駅
前
第
一一一
ビ
ル
で
「総
会
」

を
開
き
、
会
員
を
舷
認
の
う

え
役
員
を
決
め
、
事
実
上
発

内
国
会
長

は
留
任
に

本
H
中
山
隼
維
氏
(
叫
剛
セ
ガ
・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
)
、

中
西
昭
雄
氏
(
胸
タ
イ
ト
|
)、

中
村
稔
哉
氏
(
鮒
ナ
ム
コ
)
、

古
川
書
良
彦
氏
。

シ
ヨ

y
ピ
ン

7
セ
ン
タ
ー

部
会

・
部
会
長

H
加
茂
品
川
智

男
氏

(綱
策
検
娯
楽
)
、
理

(
3め
ん
上
段
に
続
〈
)

ー

2 3 

総
氏

(附
レ
ジ
ャ

ー
産
業
車
円

森
)。長

野
県
支
部
・
支
部
長

H

竹
村
武
氏

(側
伊
那
音
機
)
、

制
支
部
長
H
井
山
山
邦
明
氏

(ω

レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
)
、
林
幹

雄
氏
(
網
中
部
オ

1
ト
マ
シ

ン
}。東

京
第

一
支
部

・
支
部
長

H
小
島
幸
也
氏

(昭
和
遊
関

関
)
、
小
倉
忠
弘
氏

(鮒
ジ

l
エ
ム
商
事
)
、
亀
谷
光
田
刀

氏
(
側
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
)
、
宮
坂
芳
男
氏
。

東
京
第
二
支
部

・
支
部
長

H
真
鍋
勝
紀
氏
、
前
支
部
長

川
渡
辺
雄
=
郎
氏

(側
ジ
ャ

ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
)
、

林
光
線
氏

(
ジ
ョ
イ
パ
ッ
ク

レ
ジ
ャ

ー
側
)
、
問
所
武
氏

北
陵
支
部

・
支
部
長
H
高

知
士
悶
秀
氏
(
側
目
古
川
商
会
)
、

制
支
部
長
H
赤
尾
龍

一
氏
(
側

赤
尾
商
事
)
、
東
源
太
郎
氏

(北
総
レ
ジ
ャ
ー
機
器
側
)。

四
国
支
部

・
支
部
長

H
武

市
哲
夫
氏

(大
光
産
業
側
)
、

副
支
部
長
H
多
聞
三
日
生
氏

(ω電
精
隣
市
中
)
、
太
閤
和

夫
氏

(
パ
ー
ク
閥
会
)。

九
州
支
部

・
支
部
長

H
原

問一綿

一
氏
(
商
大
路
物
品
組
側
)
、

剣
士
文
部
長
H
長
友
際
典
氏
(大

長
尚
一
事
側
)
、
児
玉
線
男
氏

(
附
サ
ー
ビ
ス
ゲ

l
ム
ス
縞

附
}。

ょの写真はNAO大阪支留のE貫主総舎のようす (3月14日)

足
し
た
。

信

一
氏

(北
山
産
業
側
)
、

同
支
部
は
近
畿
第

一
、
第
過
当
競
争
防
止

・
官
邸
英
生

二
、
第
三
の
合
同
支
部
総
会
氏

(
ヨ
シ
ダ
)
。
賭
蛸
問
機
撲

(二
月
三
日
)
に
よ
っ
て
、
滅
担
当
理
事
H
議
久
氏
(
側

一
部
保
留
な
が
ら
支
部
規
約
率
興
業
)
。
な
お
以
上
の
ほ

と
正
副
支
部
長
が
決
・
注
さ
れ
か
カ
ワ
ク
ス
な
ど
理
事
十
六

て
い
る
の
を
受
け
て
、
大
阪
名
も
選
任
さ
れ
て
い
る
(
従

府
支
織
と
し
て
発
足
し
た
も
っ
て
理
事
は
正
会
員
五
十
八

の
。
事
実
上
の
血
液
立
総
会
と
社
の
う
ち
二
十

-
名
に
の
ぼ

な
る
こ
の
総
会
で
は
、
ま
ず
る
)。

組
織
改
編
に
基
づ
く
支
部
の
き
き
ほ
ど
の
背
少
年
育
成

正
会
員
数
が
五
十
八
社
と
結
国
民
会
談
と
の
怒
談
会
を
機

刊
附
さ
れ
た
。
支
部
規
約
は
入
に
、
そ
れ
に
出
席
し
て
い
た

会
規
定
を
今
後
四
也
事
会
で
検
大
阪
附
企
画
部
管
少
年
対
策

討
す
る
こ
と
で
ゑ
刊
附
さ
れ
て
線
で
は
、

N
A
O
大
阪
府
支

い
る
。

部
か
ら
背
少
年
対
策
委
員
の

新
役
員
に
つ
い
て
も
す
で

メ
ン
バ
ー
表
と
今
後
の
活
動

に
決
ま
っ
て
い
る
支
部
長
か
に
つ
い
て
一二
月
十
八
日
に
縮

ら
娠
に
次
め
よ
う
に
決
ま
つ
を
聞
き
た
い
と
申
し
入
れ
て

た
。
こ
の
中
で
、
同
支
部
で
き
て
お
り
、
と
り
あ
、え
ず
そ

は
そ
れ
ぞ
れ
副
支
部
長
は
凶
の
た
め
の
メ
ン
バ

ー
が
こ
の

つ
の
課
題
を
分
加
す
る
ニ
と
総
会
で
決
ま
っ
て
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

な
お
支
部
と
本
部
の
関
係

支
部
長
H
川
上
秀
蛾
氏
(
ア
の
あ
り
か
た
、
支
部
が
活
動

イ
レ
ム
側
)
、
制
支
総
長
H

し
て
い
く
た
め
の

N
A
O
会

青
少
年
健
全
脊
成
板
橋
務
費
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
引

弘
氏
(
鞠
ダ
イ
ソ
|
)
、
コ
続
き
破
事
会
で
検
討
を
し
て

ピ
l
メ
ー
カ
ー
対
策

・
北
山
い
く
こ
と
が
隊
翻
附
さ
れ
た
。



(4 ) 

セ
ガ
社
の

し
D
P
機

完
成
、

4
月
発
売

世
界
に
先
が
け
、

年
間

一
万
台
出
荷
見
通
し

開
園

紛
セ
庁
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
わ
た
る
質
問
に
答
え
た
。
そ

畑
一イ
ゼ
ス

(
本
社
東
・
爪
、
ロ
!

れ
に
よ
る
と
最
も
工
夫
を
こ

削
一
ゼ
ン
社
長
)
で
は
三
月
十
荒
ら
し
た
点
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

当

日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
側
の
操
作
と
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス

第
一ラ
に
て
記
者
発
表
会
を
聞
き
、
ク
に
よ
る
映
像
と
の
宏
被
な

一
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
使
用
の
対
応
で
、

C
P
U
の
働
き
で

一官
同
画
質
T
V
ゲ
|
ム
機

「
ア
瞬
時
に
別
の
銅
像
と
合
成
さ

一
ス
ト
ロ
ン

・
ベ
ル
ト
」
が
い
せ
る
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
機

一よ
い
よ
凹
月
上
旬
発
売
と
な
能
に
よ
り
、
操
縦
梓
の
操
作

一る
こ
と
を
発
表
し
た
。

に
対
応
し
て
次
々
と
変
化
に

一

こ
れ
は
パ
イ
オ
ニ
ア
鮒
(
本
省
ん
だ
場
前
を
展
開
し
て
い

一社
東
京
、
松
本
誠
也
社
長
)
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
プ

一
の
協
力
を
待
て
光
学
式
ビ
デ
レ
イ
ヤ
ー
が
発
射
し
た
レ

i

一
オ
デ
ィ
ス
ク
を
組
み
込
ん
だ
ザ

l
ピ
|
ム
が
い
つ
敵
に
命

一
T
V
ゲ
i
ム
機
で
、
昨
年
の
中
し
て
む
瞬
時
に
大
爆
発
の

'
一
第
卯
回
A
M
シ
ョ
ー
で
初
め
シ
|
ン
に
変
わ
リ
次
の
場
関

、〆一
て
試
作
機
を
出
品
し
、
以
後

(全
部
で
十
一工
場
耐
お
る
)

〆
一
改
良
が
加
、
え
ら
れ
て
完
成
、
へ
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
俄

今、一
発
売
す
る
に
至
っ
た
も
の
(
法
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

一ぜ一
本
的
な
仕
組
み
は
本
紙
第

m
り
ゲ

l
ム
内
容
が
飛
綴
的
に

!晶一
号
に
て
既
報
、
ゲ

l
ム
内
容
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

J
一は
本
号

「話
題
の
?
シ
ン
」

一一
に
て
紹
介
可

vF

一

こ
の
記
者
発
袋
会
で
は
セ

ar.
一ガ
祉
と
パ
イ
オ
ニ
ア
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
代
表
者
お
よ
び
技
術

関
係
者
が
出
席
し
、
開
発
の

経
緯
と
と
く
に
苦
心
し
た
占
…

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ

と
、
参
加
者
か
ら
の
多
岐
に
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山
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
羽
東
京
、
中
山

隼
雄
副
社
長
)
で
は
、
嗣
開
九

trn 

• • • 

i 
無断コピー品追放の方向で、 3月時日に和解を終えた{左

から右へ)セガ社・中山副社長、九鍛貿易・平岩社長、

セガ桂・駒井常務

「
ア
ス
ト
ロ
ン
・
ベ
ル
ト
」

に
使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ

デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
カ

ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
も
の
で
、

非
接
触
式
の
光、
ザ
式
デ
ィ
ス

ク
で
あ
る
た
め
故
隊
が
少
な

く
、
半
永
久
的
な
寿
命
を
祖
師

る
。
ま
た
水
平
解
像
度
一一
一百

五
十
本
、
通
治
の
テ
レ
ビ
の

五
倍
強
と

い
う
約
三
十
〔
万

の
絵
紫
数
の
た
め
、
官
同
商
府
民

の
画
像
を
作
り
出
す
。

c
p

U
は
八
ビ
ッ

ト
で
百
二
十
例

の
L
S
Iを
使
用
。

P
C
ボ

ー
ド
か
ら
凶
千
九
十
六
色
が

山山
せ
る
た
め
、
ビ
デ
オ
デ
ィ

ス
ク
に
よ
る
映
像
と
の
違
和

感
を
な
く
す
効
栄
が
あ
る
。

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
映

像
に
つ
い
て
は
米
映
側
提
供

の
フ
ィ
ル
ム
と
、

一
部
模
型

に
よ
る
特
搬
の
も
の
と
を
組

み
合
わ
せ
て
お
り
、
こ
の
映

像
が

T
V
画
前
上
の
九
五

%

を
占
め
、
あ
と
五
%
は
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
シ

ッ
プ
、

レ
ー
ザ
ー
由
旬
、
敵
の
攻
般
車
弾

と
い
う
P
C
ポ
l
ド
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
映
像
で
、
こ
の

二
つ
の
映
像
が
相
互
に
閥
迷

し
合
っ
て

一
つ
の
例
蘭
を
機

成
し
て
い
る
。
問
機
に
は
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
恕
と
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
惣
が
あ
り、

コ
ッ

ク
ピ

ッ
ト
型
の
座
席
に
は
燦
発
シ

ー
ン
な
ど
低
周
波
サ
ウ
ン
ド

が
図
像
の
中
で
起
こ
っ
た
時
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
体
全
体
に
微

妙
な
振
動
が
伝
わ
る
勿
パ
イ

プ
ラ
シ
ー
ト
e

が
装
備
さ
れ
、

ス
テ
レ
オ
サ
ウ
ン
ド
と
と
も

に
臨
場
感
を

}
府
感
り
上
げ

る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
さ

ら
に
テ
ィ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
部
の
交
換
に
よ
り
、
新

し
い
ゲ

l
ム
ソ
フ
ト
に
換
え

る
こ
と
カ
で
き
る
。

同
発
表
会
で
セ
ガ
社
の
中

山
隼
雄
前
判
官
長
は

「世
界
は

地
に
営
業
所
を
持
つ
大
手
オ
今
不
景
気
だ
が
、
T
V
ゲ
|

ペ
レ
|
タ
ー
で
あ
る
と
と
も
ム
業
界
も
停
滞
し
て
い
る
か

に
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
l
、

と
正耐
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で

輸
出
業
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
は
な
い
。
し
か
し
ヒ
ッ
ト
す

お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
事
る
ゲ
|
ム
機
が
少
な
く
な
っ

件
が
起
る
ま
で
は
セ
ガ
討

に

た

こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ

と
っ
て
も
大
口
取
引
先
の
ひ
は

P
C
ボ
ー
ド
に
よ
る
表
現

と
つ
だ
っ
た
。

内
容
に
限
界
が
来
て
い
る
た

三
月
十
五
・日
付
で
セ
ガ
社
め
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

と
九
娯
貿
易
は
正
式
に

(法
新
技
術
導
入
の
ひ
と
つ
の
試

廷
で
は
な
く
)
和
解
し
、
九
み
と
し
て
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

制
限
貿
易
は
セ
ガ
社
の

T
V
ゲ
を
線
用
し
た
。
開
発
に
当
た

|
ム
の
著
作
品
慨
を
侵
害
し
た
り
映
像
は
よ
く
な
っ
て
も
果

こ
と
を
認
め
、
セ
ガ
祉
に
対
た
し
て
ゲ
|
ム
伎
は
ど
う
か

し
剖
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
今
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
組
み

後
は
セ
ガ
社
と
協
力
し
て
コ
合
わ
せ
方
に
苦
労
し
た
が
、

ピ
|
回
聞
の
追
放
な
ど
の
努
力
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
使
用
の
T

を
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

V
ゲ
|
ム
機
を
世
界
で
初
め

た
。
こ
れ
以
上
の
事
実
に
関
て
術
品
化
で
き
た
こ
と
は
、

し
て
両
社
は

一
切
発
表
し
な

私
迷
の
大
き
な
誇
リ
だ
」
と

い
と
し
て
い
る
が
、
九
娯
貿
述
べ
た
。
ま
た
問
削
校
長
は

日制
が
セ
が
祉
の
大
U
取
引
先

「
こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
よ
う
と

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
こ
と
が
、
思
え
ば
技
術
的
に
は
可
能
だ

今
回
の
和
解
に
大
き
く
影
響
が
、
相
当
大
が
か
り
に
な
り

し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

(
5
め
ん
下
段
に
続
〈
)

l 
セガ祉の記者発表会 (3月15日)にτ悦朗に当たる(左から)バイ

オエア・中野部長、絵本副社長、 セガ社 ・中山副社長、シュレンゼ

ル副社長、駒井常務、高橋郡長

中
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
過

程
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
か
ら
コ
ピ

ー
基
板
を
九
娯
貿
易
が
仕
入

れ
て
販
売
、
使
用
し
て
い

る

こ
と
が
判
明
し
、
セ
ガ
社
の

申
請
に
よ
り
昨
年
七
月
に
東

京
地
方
裁
判
所
は
コ
ピ
|
基

板
の
販
売
等
の
鶴
市
止
と
執
行

官
に
よ
る
保
管
を
命
じ
る
仮

処
分
を
決
定
、
掛
執
行
し
た
。

ま
た
六
月
に
も
熊
本
地
方
裁

判
所
八
代
支
部
が
問
機
に
、

コ
ピ

l
白
川
の
議
波
等
の
繁
止

と
執
行
官
に
よ
る
保
管
を
命

じ
る
仮
処
分
を
決
定
、
執
行

し
て
お
り、

い
ず
れ
も
コ
ピ

i
口聞
が
執
行
官
に
保
管
さ
れ

る
総
田
市
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
法
的
手
続
き
を
川
ほ
め
る
に

当
た
り
、
セ
ガ
社
は
同
社
T

V
ゲ
|
ム
の
著
作
権
が
侵
害

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
不
正
競

争
防
止
法
途
反
で
あ
る
と
主

張
し
て
き
た
。

ま
た
九
娯
貿
易
は
九
州
各

G ' 

ル
で
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
研
究
所
に
は

T
V
ゲ
l
ム
ソ

荻

こ
の
こ
十

一
の
十
二
、
ピ

も
の
。
地
土
六
階
、
地
下
二

フ
ト
な
ど
の
開
発
部
門
が
集

l
ス
荻
窪
ピ
ル
、
宮
三
九
一一

階
の
総
商
積
約
千
五
百
平
方

約
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
凶

一
五

一。

幻
も
あ
る
。

|、

製
造
管
理
部
も
あ
る
。

研
究
所
H
杉
葉
区
南
荻
窪

本
社
に
は
社
長
室
、
総
務
い
ず
れ
も
こ
月
二
十
八
日
か
凶
の
悶
l
一
の
十
、
デ
ー
タ

部
、
経
理
部
、
営
業
部
、
資
ら
業
務
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
、

合
三
三
一

材
等
管
理
獄
門
が
あ
り
、
シ
所
在
地
な
ど
は
次
の
と
お
り
。
i
五
四
問

一
、
兼
安
時
紀
所

ョ
i
ル
|
ム
を
設
け
て
い
る
。

本
社
H
東
京
都
杉
並
区

上

長

(常
務
)。

一
材
料
割
問

日
本
パ

l
リ
l
、
ベ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
も

昨
年
暮
か
ら
今
年
二
月
に

か
け
て

T
V
ゲ
1
ム
機
関
係

業
者
の
倒
産
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
。

そ
の
理
由
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
い
わ
ゆ
る

G
7

シ
ン
の
違
法
営
業
に
対
す
る

大
阪
府
警
の
取
締
り
強
化
が

彩
響
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。

民
間
の
翻
盗
機
関
調
べ
に

よ
る
と
、

昨
十
二
月
か
ら
二

月
に
か
け
て
の
ま
な
ゲ
|
ム

出
開
業
者
の
倒
産
な
ど
の
状
況

は
次
の
と
お
り
。

鯛
太
陽
企
画

(大
阪
市
東

成
区
、
国
本
世
官
成
社
長
)
は

寸
二
月
十
五
日
、
二
回
自
の

画面

N
A
O
の
報
告

娯
貿
易

(本
社
佐
世
保
、
平

山石繭聞
社
長
)
を
相
手
ど
っ
て

無
断
コ
ピ
ー
に
閲
す
る

一
巡

の
法
的

T
続
き
を
進
め
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
同
社
で
和

解
し
、

九
娯
貿
易
は
セ
ガ
社

に
対
し
謝
罪
す
る
と
と
も
に

今
後
セ
ガ
社
と
と
む
に
コ
ピ

ーロ聞
の
追
放
に
努
力
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

九
娯
貿
易
に
対
す
る
法
的

手
続
き
は
、
同
社
T
V
ゲ
ー

ム
機

「
フ
ロ

ッ
ガ
|
」
「
ザ

ク
ソ
ン」

の
無
断
コ
ピ

l
基

板

「
フ
ロ

ツ
グ
」
「
ジ
ャ
ク

ソ
ン
」
を
製
造
販
売
し
て
い

た
鮒
ジ
ャ
ク
ソ
ン
(
本
社
東

京
、
菅
原
武
・
敬
社
長
)
に
対

す
る
仮
差
押
え
な
ど
の
法
的

手
続
き
を
セ
ガ
祉
が
進
め
る

椛
利
を
守
る
-
w

と
に
協
力
を

絡
し
ま
な
い
」
と
し
な
が
ら
、

む
し
ろ

「
コ
ピ
|悶聞
の
半
分

以
上
が
J
A
M
M
A傘
下
の

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
も
の
」
と

。
反
論
d

し
た
。
加
え
て
コ

ピ
i
口聞
を
買
わ
な
い
よ
う
求

め
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
N

年
数
立
の
ゲ
!
ム
機
販
売
業

者
。
負
債
約
五
千
万
円
。

鮒
イ
グ
レ

ツ
ク

(大
阪
府

池
関
市
、
山
口
芳
男
社
長
)

は
二
月
十
日
ご
ろ
二
回
自
の

不
渡
り
を
出
し
た
。
同
社
は

不
渡
り
を
出
し
た
。
昭
和
四
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
か

十
九
年
の
創
業
。
ポ
ー
カ
ー

ら
五
十
四
年
九
月
に
独
立
し

ゲ
l
ム
機
を
販
売
し
て
い
た
。
た
ゲ
|
ム
機
販
売
業
者
。
品
川

負
倹
約
五
億
向
と
の
こ
と
。

出制約

一
億
向
の
も
よ
う
。

太
栄
商
事
側

(大
阪
市
西

日
本
パ

l
リ
l
働

(大
阪

区
、
平
井
敬
志
夫
社
長
)
は
市
南
区
、
山
木
政
雄
社
長
)

十
二
月
二
十
八
日
、
二
回

目

は

二
月
二
十

一
日
、
二
回
目

の
不
渡
り
を
出
し
た
。
四
」
ー

の
不
波
り
を
出
し
た
。
同
社

年
の
創
業
、
風
営
遊
技
機
も
は
ボ
十
五
年
二
月
に
倒
産
し

扱
っ
て
い
た
。
負
俄
約
六
億
た
日
本
パ

i
リ
l
電
子
機
総

五
千
方
向
の
も
よ
う
。
関
連

側

(
同
校
長
)
の
第
二
会
社

会
社
に
鮒
大
阪
福
松
(
同
社

ヘ
.
日

HUH-川
川
川
J
シ

主

主

ど

が

あ

る

。

一

か一

t
u
!

一訟

一

樹
ニ
ツ
ピ
貿
易

(横
浜
市
一

二

局

R
制

一ト畑
一

雨
一降
、
石
川
崎
代
社
長
)
は

一
以
一

u
a
d
M
一開
制
一

一
月
二
十
日
ご
ろ
ご
回
自
の

一ダ
一

ト

ー白

羽

一柿
蜘
一

不
渡
り
を
出
し
た
。
五
十
四

一M

「
l

卜
圃
|

l
」
剣山
一

三三三=============一三=三一三
===一一三三==三===三三====================三======三================

一誇
・
司
凶
・
聞
2
・
誌
一

特
に
ニ
ュ

ー
ス
記
事
に
し
つ
い
て
「
申
し
入
れ
」
は

J
う
コ
ピ
|
品
排
除
に

N
A

O

A

O会
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
晶

一時
司

・

・

・

4
M
M
一

な
か
っ
た
が
、
さ
き
ほ
ど
の

A
M
M
A
が
N
A
O
に
で
も
協
調
し
て
ほ
し
い
、
と
申
を
早
〈
、
安
く
提
供
す
る
条

一

2
4
.‘
-

幻
一

1
2
3聞
き

(=
τ月
イ

て

行

な

っ
た
の
が
震
だ
か

し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
N

件
が
必

要

と

し

う

る

反

一日一

p

h

訟

一

六
日
)
の
殺
事
資
料
の
う
ち

ら
、
ま
る
で
逆
立
ち
し
た
記

A
O
は
五
月
二
十
五
日
付

で

論

u

は
H

質
問
。
の
形
だ
っ

一

M.，E
・E

・

-
東
畑
一

事
業
報
告
の

一
部
に
次
の
よ
述
と
し
か
雷
、
え
な
い
の
だ
。

J
A
M
M
A
に
対
し
、
N
A

た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

N
A

行
ハ

H
l
l
l
u
r
-HU

L
L
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
コ
ピ

本
紙
だ
け
が
な
に
も
か
記
憶

O
自
体
と
し
て
コ
ピ
|
回
聞
を

O
が
J
A
M
M
A
に
陶
・し
入
で
、

五
十
六
年
十
月
現
期
間
号

肝
一

!
?
シ
ン
問
題
を
、
ォ
ペ
レ
カ
が
よ
い
ω

わ
け
で
は
な
い
扱
わ
な
い
旨
の
言
明
を
避
け
れ
た
と
言
う
こ
と
に
は
な
ら
に
改
称
し
て
再
開
し
た
も
の
。

川
一

l
タ
ー
の
利
益
を
考
慮
し
つ
が
、
も
う

一
度
経
過
を
簡
単
た
う
え
で
、

「
メ
ー
カ
ー
の

な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
負
俄
総
綴
な
ど
は
不
明
。

配
一

つ
業
界
全
体
の
調
和
を
図
ろ

J
反
論
。
に
関
し
、

J
A
M

悌
東
洋
妓
研

(衆
良
県
平

ー
一
っ
と
す
る
観
点
か
ら

J

A

M

M

A

は
N
A
O
に
対
し
七
月

務
町
、
森
閑
回
収
十
一社
長
)
で

泊
一

M
A
に
申
し
入
れ
を
行
い
、

二
十
四
日
付
で
、
質
問
に
答
は
二
月
二
十
八
日
、

二
回
同

日
一

ま
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

一
括

え

る

形

で
、
コ

ピ
l
ロ
聞
の
大
の
不
渡
り
を
山
山
し
た
。
三
卜

明
一

許

諾

シ

ス

テ

ム

の

笑

施

等

の

半

が

J
A
M
M
A
側
メ
ー
カ
九
年
創
業
、

泊
十
三
年
に
例

和
一

白、
五
的
対
応
を
行
な
っ
た
」

ー
に
よ
る
と
す
る
明
ら
か
な
産
後
、
そ
の
後
-
待
避
し
て

g

s一
笑
際
の
談
事

で

こ

の

節

所

証

拠

を

出

す

よ

う

求

め

、
き

本
パ
|
リ
ー
な
ど
に
機
械
を

泊
一

は
な
ん
ら
問
題
に

な

ら

な

か

ら

に

コ

ピ

|

排

除

の

協

力

を

納

入

し
て
い
た
。
負
償
約
三

日
一

っ
た
よ
う
だ
が
、
考
え
て
み

求
め

た

。

億

二
T
万
円
と
の
こ
と
。

一
る
と
実
に
奇
妙
な

n
事
業
報

こ
れ
以
後
事
態
は
進
展
し

附
ベ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン

(大

ーナ一

管
e

だと一一
一一
一
問、え
る
。
T
V
ゲ

て

い

な

い

。
こ
れ
は
泉
し
て

阪
市
浪
速
区
、
的
場
昭

一
一役

付

l
ム
の
無
断
コ
ピ
|
問
題
に

放

置

す

べ

き

こ

と
だ
ろ
う
か
。庶
民
)
は
二
月
末
、
二
回
自
の

.. 

ゲームマシン
1・• 

研究所ビル竣工
データイーストが本社移転

開発部門は自社ビルへ

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
鮒
(
本

社
東
京
、
福
岡
留
夫
社
長
)

で
は
こ
の
ほ
ど
、
研
究
所
を

新
設
す
る
と
と
も
に
本
社
を

杉
並
区
荻
窪
に
移
転
し
た
。

こ
れ
は
業
務
拡
娠
に
と
も

な
う
も
の
で
、
開
発
部
を
集

中
し
た
「
研
究
所
」
が
、
同

社
所
有
の
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト

ピ
ル
に
入
り
、
そ
の
近
く
に

本
社
を
移
し
た
も
の
。
い
ず

れ
も
国
鉄
荻
穫
の
近
く
で
、

環
八
進
路
に
萌
し
て
お
り
交

通
の
使
も
よ
い
。
デ
ー
タ
イ

ー
ス
ト
ピ
ル
は
か
ね
て
よ
り

エ
事
を
進
め
て
き
た
自
社
ピ

電咽. ._w.___一‘¥、
に
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

J
A
M
M
A
は
昨
年
三
月

十
九
日
付
で
N
A
O
に
対
し

コ
ピ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
コ

ピ
i
ロ
聞
を
取
組
側
わ
な
い
こ
と

を
業
界
の
慣
行
と
す
べ
き
で

あ
り
、
J
A
M
M
A
が
行
な

• 

• 

(
4
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)

リ
ス
ク
が
非
箔
に
潟
く
な
る

の
で
現
笑
的
に
は
無
理
だ
。

そ
の
意
味
で
は
ビ
デ
オ
デ
ィ

ス
ク
使
用
の
ゲ
|
ム
機
を
世

に
出
す
こ
と
は
、

A
M
業
界

に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。

価
絡
に
つ
い
て
は
従
来
機
の

約
二
倍
と
高
側
に
な
る
が
、

デ
ィ
ス
ク
交
換
で
新
ゲ
|
ム

に
で
き
る
た
め
、
結
局
は
安

い
も
の
に
な
る
。
デ
ィ
ス
ク

の
新
ソ
フ
ト
は
半
年
に

一
国

税
度
発
表
し
て
い
く
の
が
よ

い
だ
ろ
う
。
次
め
新
ゲ

l
ム

の
内
容
は
ま
だ
考
え
て
い
な

い
が
、

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
の

持
つ
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
機

能
を
活
用
し
、
例
、
え
ば
ド
ラ

イ
ブ
ゲ
i
ム
で
ハ
ン
ド
ル
や

ブ
レ
ー
キ
操
作
に
対
応
し
た

映
像
を
瞬
時
に
出
す
も
の
な

ど
も
考
、
え
ら
れ
る
」
と
諮
っ

た
。
な
お
「
ア
ス
ト
ロ

ン
・

ベ
ル
ト
」
の
今
年
の
生
漆
目

標
に
つ
い
て

「
一
万
台
は
間

違
い
な
く
達
成
で
き
る
」
と

し
て
い
る
。

不
渡
り
を
山山
し
た
。
三
十
九

年
創
業
の
在
阪
有
力
販
売
業

者
だ
っ
た
。
北
海
辺
で
の
能
川

付
き
が
倒
厳
原
因
と
さ
れ
て

い
る
。
負
mm約
五
億
円
内
外

の
も
よ
う
。

事
務
所
移
転

早
坂
尚
会
H
北
海
道
公
民蘭

市
日
の
出
町
一
一の
七
の
十
六
、

宮

(O
一
四
一一

)
四
一一
一|
-
h

A

二

五

、
早
坂
微
細
長
。

側
日
本
リ
ー
ス

コ
ー
ポ
レ

l
シ
ヨ
ン

H
神
奈
川
県
相
模

原
市
上
鶴
附
三
二
八
九
の
三
、

合

(
O凶
二
七
)
問
八
|
五

一六
三
七
、
谷
山
哲
治
社
長
。

駒
大
協
尚
一争
H
岡
山
市
表

町
三
の
五
の
二
十
六
、
M
A

S
ピ
ル
、

合

(
O八
六
二
)

二
六
l
一』

点
九
、
干
際
世
牒

7
1
社
長
。

お
知
ら
せ

有
限
会
社
九
娯
貿
易
が
販
売
友
ぴ
使
用
し
た
プ
リ
ン
テ
ッ
ド

・

サ

ー
キ
ッ

ト
基
板
に
固
定
さ
れ
た
「

F
R
O
G」
及
ぴ
「

J
A
C

K
S
O
N」
と
悶
絶
す
る
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
及
ぴ
そ
れ
ら
に
添
付
さ
れ

た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
シ
ー
ト

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

及
ぴ

「
7
h
A
A
V
A
V
A
n
v
M
H
」

と
題
す
る
ビ
デ

オ
ゲ
|
ム

G
G
E
R」

及
ぴ
そ
れ
ら
に
添
付
さ
れ
た
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

つ
い
て
、

「

F
R
O

-
シ
l
ト
に

株
式
会
社
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
が
有
す
る
著

作
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
株
式
会
社
セ
ガ

-
L

ン

7
l
プ
ラ
イ
ゼ
ス
と
有
限
会
社
九
娯
貿
易
関
で
紛
争
が
生
じ
ま
し

た
が
、
此
度
両
社
間
に
お
い
て
協
議
が
登
い

、
円
満
に
和
解
が
成

立
致
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

有
限
会
社
九
娯
貿
易
は
、
株
式
会
社
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス
に
対
し
謹
ん
で
陳
謝
の
意
を
表
明
し
、
今
後
九
娯
貿
易
は
、

株
式
会
社
セ
ガ

・
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
と
協
カ
し
て
、

コ
ピ

l

製
品
の
追
放
を
は
じ
め
、
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
一
層
の

努
カ
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
関
係
各
位

に
が
ι知
ら

せ
申
し
ょ
げ
る
次

第
で
す
。

昭
和
五
十

八
年
三
月

〔 ホラ、子供達の笑顔が見えてくるゲ t

東
京
都
大
凶
区
羽
回

一
丁
目
二
番
一
二
号

株
式
会
社
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
取
締
役
中
山
隼
雄

ちゃん
ミユ

ワジちゃんステツバー
長
崎
県
佐
世
保
市
元
町

一
番

一
八

号

有
限
会
社
九
娯
貿
易

代
表
取
締
役

， 

ミスヲー宅ヲラ

セ
ガ
社
、
コ
ピ
ー
問
題
で
訴
え
た

九
娯
と
和

平
岩

仕織定員a名、寸法 2"'XO.8l1t、金高1.5_
"'91-16321 PAT. PEND 

イ士級 定員 4 名、 寸法 1 .8~
可~9 1- 1 9458 PAT. PEND 

仕 織 マ寸法0.85旬 X1.2理島、あき 1.8"'
コインシューター1001司
"'91-26038 PAT. PEND 

仕憾。寸法0.85m XI.1鶴、高さ 1.55・・
コ インシュ -~-' IOO円

-26038 PAT.PEND 
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一
春
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
つ
一

一
て
し
ま
っ
た
乗
物
機
一

ゲームマシン

朝
日
ヱ
ン
ジ
ヱ
ア
リ
ン
グ

で
は
今
回
、
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
:
一一機
純
に
絞
っ
て
出
炭
し

た
同
つ
の
ボ
タ
ン
操
作
で
運

転
す
る
新
タ
イ
プ
の
バ

ッ
テ

リ
ー
ヵ

l
『
ミ
ラ
イ

・
カ
l
』

{試
作
幽
開
)

を

出

品

川

機

に
つ
い
て
阿
祉
の
必
wm常
務

は

『本
体
下
部
の
怜
内
に
チ

ど
も
が
足
を
突
っ
込
め
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
の
改
良
を

第210 .. 号1983年4月15日

ス

1 

春、、

ー
泌
総
し
ま
し
た
・
ぬ
総
願
に
つ
い
て
は
乗
物
機
‘

T
V
ゲ
|
ム
機
、
ア

l
ケ
l

M

ぬ
W
K
M
ド
ゲ

l
ム
陣
内
パ

l
ッ
‘
そ
の
他
の
順
に
分
類
し
、
各
出
展
社
を
そ
の
中
心
と

与i
'
 

e
A
M
M

な
っ
た
出
品
物
に
よ
っ
て
分
け
て
、
各
分
類
ご
と
に
力

1
音
順
に
配
列
し
ま
し
司
(
~

こ
う
し
た
組
み
方
が
最
上
の
方
法
と
は
限
リ
ま
せ
ん
が
、
会
社
の
開
発
意

そ
の
新
製
品
の
向
を
知
る
う
え
で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ー
ド
ゲ
ー
ム
機
を
出
品
し
た
。

笑
物
展
示
は
ハ
ン
ド
ル
操

作
で
ペ
ダ
ル
を
踏
み
な
が
ら

水
上
を
進
む
ポ

1
ト

「
S
W

サ
イ
ク
ル
」
(
砂
川
H
造
船
所

製
}
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
ー

ド
に
乗
っ
て
路
上
を
走
る
「
パ

ワ
l
ポ
|
ド
ロ
」

〈高
木
制
副

作
所
製
)
・
ビ
デ
オ
紹
介
は

水
流
に
よ
る
治
リ
台
「
ス
パ

イ
ラ
ル

・
ウ
地

l
p
l
ス
ラ

イ
ダ
ー
』

{
米
間
W
フ

方

|

ム
ズ
枇
製
}
、
ゴ
ン
ド
ラ
に

来
リ
ペ
ダ
ル
跨
ん
で
.. 同哨の

品
川
泌
を
巡
む

「ス
カ
イ
コ
リ

ド
ー
ル
」

(R
&
R刷出
)・

ゲ
ー
ム
機
で
は
.. 卜
H
M
総

れ
た
的
を
懇
っ
と
コ
ン
ビ
ュ

加
薗
庸
級
金
工
擦
は
置軍
.
な
定
値
聖
象
物
侵
『
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
l
』
{
賓
色
と
縁
色
}
量
出
品

思
川
企
画
の
小
聞
で
は
米
国
製
大
型
滋
戯
機
の

一
旬
展
示
と
ビ
デ
オ
飽
介
な
ど
を
行
な
っ
た

煙
の
出
る
定
値
現
象
物
・
と
円
形
の
バ
ッ
テ
リ

ー
ヵ
l
a管
出
品
し
た
信
水
貿
易
の
小
聞
に

τ

• • 
第三横郵便物認可ゲームマシン第210号

同

ポ
・
メ
ガ
ロ

X
」、

ス
ち
ゃ
ん
」
を
展
示
.

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム
織
で

は
新
製
品

「
ス
テ
ッ
パ

l
』

を
出
品
・
こ
れ
は
昨
年
I

A

A
P
A
シ
ョ
ー
で
公
開
さ
れ

た
も
の
だ
が
.
両
側
に
千
す

り
を
つ
け
る
な
ど
の
改
良
を

加
え
て
い
る
・
予
す
リ
を
持

っ
て
足
で
モ
グ
ラ
叩
き
を
し

て
点
数
を
綬
う
が
、
験
出
周

は
そ
の
成
績
カ

l
ド
が
山
山
て

く
る
・
そ
の
他
『
わ
り
か
し
大

作
戦
」
『
ミ
ス
タ
ー
モ
グ
ラ
」

も
出
品
.

日
興
旭
柵
岨
慨
は
昨
秋
A
M
シ

ョ
ー
で
発
表
し
た
定
位
刑

H

点

物
像

「
ス
カ
イ
ホ
ー
ク
』
の

・
上
回
什
式
e

を
山
回
附
し
た
。

こ
れ
は
友
右
の
ロ
ー
リ
ン
グ

を
し
な
が
ら
上
昇
と
下
降
を

す
る
も
の
。

1983~手4月 15日

『
ア
イ

(7) 

定置型娘物債とアーケードゲーム機の新作が好評を博ιた東浮織縦割置の小間

?E144-~ー

甥
a 

パラZティーに富んだ築物慢の新貨品告発表し たホープの"、聞のよ うす

ーフFaeエV

司
_.-~ 

-.# 

自
邦
憲
幽
需
で
は
川
社
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
l
，
ミ
ニ
ポ

l
タ

l
e
の
新
製
品
.
機
Mmを
発

袋
以
示
し
た
。

制
組
小

m
，
ポ
ケ
ッ
ト
シ
リ

ー
ズ
H

の
新
製
品
と
し
て
「
ア

メ
リ
カ
ン

・
パ
ト
」
と

『ス

ク
ー
タ
ー
」
、

J
サ
イ
ド
カ

ー
シ
リ
ー
ズ
e

新
製
品
と
し

て
「
消
防
車
」
を
そ
れ
ぞ
れ

出
品
。
こ
の
ほ
か
バ
ッ
テ
リ

ー
タ
ー
が
そ
の
結
梁
を
モ
ニ
ペ
ー
ス
ス
テ

l
シ
ヲ
ン
」

、

タ
l
に
表
示
す
る
ガ
ン
ゲ

l

ナ
ム
コ
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

ム
機
「
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
ル
マ
イ
ポ

l
ト
」
「
ハ
ロ
ー
キ

(
ピ
ス
ト
ル
)
」
の
ほ
か
、
テ
ィ
の
?
イ
ス
ク
ー
ル
」
「
ハ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
レ
イ
ラ
ン
ロ

l
キ
テ
ィ
の
マ
イ
パ
ル

l

ド
の
製
品
-
一機
絡
を
展
示
。
ン
」

を
山
山
回
附
し
た
。

加
藤
信
組
金
工
業
で
は
新
製

関
東
娯
楽
工
業
は
定
山
首
刑
世

間
仰
と
し
て
、
カ
ス
タ
ム
メ
イ
乗
物
出
慨
を
七
機
内
決
示
し
た
。

ド
で
少
量
限
定
生
厳
の
定
置
一

νの
L
し
ド
ス
ト
ロ
ー
ク

型
荷
車
物
機
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
を
線
。
逃
す
イ
タ
リ
ア
の
カ

|
」

{
本
号

「話
題
の
?
シ
ム
社
製
「
ゴ
ー
ル
ド
レ
イ
ク
」

ン
』
で
紹
介
)
を
発
表
し
た
.
と
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ポ
リ
ス
」

同
慨
に
つ
い
て
加
雄
社
長
は
が
、
日
本
で
は
問
H

引
か
ら
発

「前
級
材
料
を
使
っ
て
予

m
u泊
さ
れ
る
ニ
と
に
な
っ
た
・

ひ
ま
を
か
け
た
製
品
だ
が
、
中
村
社
長
に
よ
る
と
『
日
本

価
絡
は
安
く
し
て
あ
る
の
で
で
は
珍
し
い
品
聞
き
の
点
物
機

お
れ
い
外
」
と
必
っ
て
い
る
で
あ
る
た
め
か
‘
か
な
り
の

そ
の
他
山
町
広
間
前
型
采
物
機
「
ス
好
評
を
得
て
い
る
』
と
い
う
・

J
1

ま
た
同
社

「
ガ
レ
オ
ン
」「モ

ー
タ
ー
ポ
ー
ト
』
、
ナ
ム
コ

・
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
e

シ
リ
ー

ズ
二
機
晶
子
υ
出
品
し
た
。

信
氷
貿
易
で
は
定
置
型
乗

物
機
と
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
!
の

新
製
品
を
発
表
。

定
置
型
で
は
僚
の
山
山
る
「
メ

ル
ヘ
ン
ポ
ッ
ポ
」
と
「
観
光

紛
」
。
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
で

は
円
形
で
小
幽
り
の
き
く
「

ハ

ン
パ
|
カ

i
」

(
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
化
)
と
「
ス

ペ
ー
ス
カ
|
」
。
同
社
で
は

、
パ
ヴ
テ
リ
ー
ヵ
ー
は
小
凶

リ
が
き
い
て
巡
転
の
縦
し
さ

を
酬
明
し
た
む
の
な
の
で
.
，
寸

、• • 

コミカル年デザインの鰻鋤..展示した真砂エー障の小間じτ
-、-園 開咽司園周-圃"

~ 
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・
樗aa 

朝日エンジZアリングの『ミライ・カ-J

ー
カ

l
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
、
定

置

m一
乗
物
時
開
「
木
登
リ
パ
ン

ダ
」
「
ピ
ポ
ロ
号
L

、
き
の

こ
と
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
周
の
イ
ス
な
ど

も
展
示
し
た
・

日
本
銀
楽
穫
で
は
座
っ
た

動
物
の
ス
タ
イ
ル
を
録

mし

た
新
作
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
を

参
考
出
品
し
た

こ
れ
に
は
ラ
イ
オ
ン
.
日
開

航
、
色
と
形
が
異
な
っ
た
ゾ

ゥ
.
一
州
開
酬
の
・
1

川・・・機
Mm
が
あ

り
.
そ
れ
ぞ
れ
動
物
の
瓜
の

上
に
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
て
い

る
も
の
で
、
一
人
前
端
リ
同

社
で
は
コ
』
の
ほ
か
パ
ン
ダ

と
サ
ル
を
含
め
中
川
五
M

抑
制
刷
あ

り
、
他
の
動
物

b
係
則
し
て

ニ
れ
を
，
動
物
シ
リ
ー
ズ
・

と
し
て
展
開
す
る
」
と
し
て

い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
と
と
む

に
ド
ッ
ジ
ェ
ム
カ

l
タ
イ
プ

勘

唾
イタリア製定置型桑物機を展示Lた関東娘楽工機

の
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
|
「
ラ
ン

ド
ス
キ
ッ
パ

l
」
も
展
示
。

ホ
ー
プ
で
は
乗
物
機
の
新

製
品
五
機
M

慨
を
発
表
展
示
し
、

そ
の
開
発
意
欲
の
ほ
ど
を
示

し
た
。定

車
血

mh乗
物
機
で
は
「
ふ

く
ろ
う
の
親
子
」
(
本
号
「
話

題
の
7

シ
ン
』
に
て
紹
介
}
、

イ
ン
デ
ア
ン
の
子
ど
も
と
イ

カ
ダ
に
来
る
「
リ
ト
ル
イ
ン

デ
ア
ン
」
(
緑
と
駒
山
の
ぺ
机

あ
る
}
で
、
州
出
同
日
開
と
も
叫
射

す
刊
が
咽
出
品
川
ボ
タ
ン
で
流
れ
る

メ
ロ
デ
ィ
(
令
部
で
h

ハ
山
)

を
選
ぶ
・
』
と
が
で
き
る
。

定
笹
川
転
式
乗
物
織
と
し

て
『
ラ
ウ
ン
ド
シ
ト

ロ
エ
ン
L

を
出
品
し
、
げ
川
タ
イ
プ
に
は

こ
の
ほ
か
『
ラ
ウ
ン
ド
新
斡

線
』
「
ラ
ウ
ン
ド
S
L
犯
」

「
ラ
ウ
ン
ド
特
急
ツ
パ
サ
」

の
三
機
稀
む
あ
る
こ
と
が
、

‘向

吋，'''.. 

む~Jt
、.，.. ， 

酔 M

、、。，

、‘'

、、v

、~(I，

、M
." 

'" 

ど
も
逮
に
必
ず
申
告
ば
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
レ

l
ル
走
行
式

乗
物
機
「
銀
河
鉄
道
」
も
出

品
。
ま
た
同
社
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
一
郎
を
パ
、
平
ル
写
真

に
て
紹
介
し
た
。

タ
ス
コ
で
は
来
物
機
「
ス

カ
イ
バ
ル
ー
ン
」
シ
リ
ー
ズ

一一.
出
問
掛
慨
を
出
品
。

川
シ
リ
ー
ズ
に
は
定
甲
山
間

松
竹
八
、
上
日
升
式
、
そ
し
て
新

製
品
の
走
行
パ
の

1
M
m
Mあ

る
。
心
行
パ
は
ダ
川
形
の
帆

泊
上
を
タ
イ
ヤ
必
行
す
る
染

物
機
で
.
ケ
ー
キ
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
乗
物
総
分
の
上
に
大

き
な
バ
ル
ー
ン
が
つ
い
て
い

る
が
、
シ
ョ
ー
で
は
小
削
の

関
係
ト
、
バ
ル
ー
ン
は
ふ
く

ら
ま
さ
ず
に
走
行
さ
せ
た
・

泌
経
団
転
式
と
上
口
升
式
の
.

機
種
は
昨
秋
の

A
M
シ
ョ
ー

で
発
表
さ
れ
た
も
の
。

東
洋
娯
楽
機
は
定
鐙
型
采

物
機
と
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム

機
の
新
製
品
を
そ
れ
ぞ
れ
出

品
し
た
。

4
m
物
機
で
は
級
犬
と
二
匹

の
子
犬
が
追
い
か
け
っ
こ
を

す
る
よ
う
に
自
転
す
る

「
フ

ァ
ミ
リ
ー
わ
ん
ち
ゃ
ん
」
が

川町符
を
得
た
ほ
か
‘
ボ
タ
ン

操
作
で
だ
戸
が
山
山
る
な
ど
の

改
良
を
加
え
た

『
ビ
ッ
グ
ロ

• • 

日邦憲撲ではミニバッテリーカーと定置型需物園障を出品

カ
タ
ロ
グ
に
て
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
カ
ー
ブ
も
滑
ら
か
に

走
り
安
定
性
の
よ
い
レ
|
ル

走
行
式
乗
物
機
「
L
特
急
ゅ
自

由
タ
」
を
小
聞
に
て
走
ら
せ
、

バ
ッ
テ
リ
ー
カ

|

『
チ
ビ
ッ

コ
タ
ー
ボ
L

(

緑
、
賞
、
赤

の
三
時
刊
)
を
展
示
。

ま
た
同
社
が
扱
う
こ
と
に

な
っ
た
昭
和
遊
間
製
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

l
ム
機
「
プ
リ
y
パ」

を
展
示
。
こ
れ
は
隠
さ
れ
た

ハ
ズ
レ
の
ボ
タ
ン
を
燈
け
て

政
リ
山
側
の
ボ
タ
ン
を
抑
す

と
景
品
が
払
山
川
さ
れ
る
も
の

で
‘
う
ま
く
ボ
タ
ン
を
柵
押
す

ご
と
に
ボ
ッ
ク
ス
山
門
の
か
わ

い
い
ゴ
リ
ラ
が
M

附
い
て
い
く
・

真
砂
工
業
は
定
鐙

m来
物

繊
と
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
の
新

製

品

を

待

機

Mm
党
点
し
た
・

け
が
大
き
く
コ
ミ
カ
ル
な

削酬
に
州
チ
を
か
ぶ
っ
た
デ
ザ

イ
ン
が
取
の
フ
ロ
ン
ト
部
分

に
あ
り
、
後
部
に
向
い
特
H
も

た
れ
の
つ
い
た
定
置
期
点
物

機
「
わ
ん
ぱ
く
パ
ギ

I
L
-
-

人
采
り
}
、
小
さ
な
車
体
に

大
き
な
ハ
ン
ド
ル
の
つ
い
た

人
乗
リ
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

l

「サ
イ
ド
カ
ー
」
の
¥
機
種

が
新
作
。

エ
ン
ジ
ン
で
走
る
ボ

l
ト

「ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
!
ト
」
を

出
品
。
こ
れ
は
ハ
ン
ド
ル
操

作
ぞ
前
後
友
有
に
進
み
開
較

も
可
能
と
い
う
水
上
ポ

l
ト

で
、
な
い
に
ぶ
つ
け
A
H
う
こ

と
も
縦
し
め
る
。
ま
た
「
モ

ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
も
展
示
し
た

ほ
か
、

L

〈
刷
官
取
物
機

『
ス
ー

パ
ー
ト
レ
イ
ン
」
、
太
郎
氾

池
で
走
る
「
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー

イ
』
な
ど
を
パ
ネ
ル
写
以
に

て
紛
介
。

ミ
ゼ
ツ
テ
ィ
ヱ
織
で
は
凶

社
仰
足
跡
み
パ
ω

シ
リ
ー
ズ

の
水
物
機
を
中
心
に
出
品
し

，。
''h 

同
シ
リ
ー
ズ
で
は

「
サ
イ

ク
ル
席
問
中
」

(州
間
約
束
と
般

的

の

機

磁

あ

る
〉
、
『
足

開
聞
み
式
ゴ

l
ヵ
l
卜
」
(
す

BONUS 
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川町一

べ
て
一
人
乗
り
で
M
泊、

M

(
一
鈴、

M
ω
、

M
m山、

M
m
の

一五
機
種
あ
る
)
、
そ
し
て
水

上
を
ペ

ダ
ル
を
踏
ん
で
走
る

「
ア
ク
ア
ス
ケ
ー
ト
」
な
ど

を
山
山
口
問
。

ま
た
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
|
『
三

輪
車

・
オ
ー
ト
バ

イ」

、
ゴ

ー
カ

i
ト
の
ほ
か
、

第三続郵便物詑可

メ

ゴ
ー
ラ
ン
ド
周
の
馬
、
水
上

で
ぶ
つ
け
合
っ
て
楽
し
む
ポ

ー
ト
な
ど
を
民
一示
。
同
社
小

閉
め
パ
ッ
ク
に
サ
ー
キ
ッ
ト

や
街
の
交
遊
点
、
山
聞
の
ハ

イ
ウ
エ
ー
な
ど
を
走
る
多
く

の
専
の
イ
ラ
ス
ト
を
指
示
し
、

同
社
小
削
の
雰
聞
%
を
盛
り

上
げ
た
。

一
「
ア
ス
ト
ロ
ン
ベ
ル
ト
」
一

7
な
ど
新
し
い

T

V
ゲ

l
ム
一

大
森
電
気
で
は
事
同
士
の

ぶ
つ
け
合
い
を
テ
!
?
と
し

た

「
カ
!
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
、

{
宇
宙
戦
争
ゲ
|
ム
機
「
パ

ト

一
ル
ク
ロ
ス
」
の
ニ
機
稔
の

T

一

vゲ
i
ム
機
を
そ
れ
ぞ
れ
テ

.
一

l
プ
ル
型
と
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

、〆一
型
と
で
山
山
口
問
。
ま
た
同
社
で

〆
一
も
製
造
し
て
い
る
日
本
物
棋
院

3
一開
発
の

T

V
ゲ
|
ム
機

「
後

守
一
豪

」

(
三
人
麻
彼
ゲ
|
ム
が

j
A
一
内
容
)
も
展
示
し
た
。

」
一
九
娯
貿
易
は
T

V
ゲ
l
ム

一一
機
「
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」

ι
一
(テ
ー
ブ
ル
型
と
ア
ッ
プ
ラ

メ
4

一
イ
ト
塑
)
を
出
品
。
こ
れ
は

一
恵
を
敵
の
市
中
の
後
方
か
ら
ぷ

一
つ
け
て
い
き
、
は
ね
飛
ば
し

一
て
爆
発
さ
せ
て
い
く
と
い
う

一
ゲ
l
ム
。
ま
た
T

V
ゲ
l
ム

一
機
「
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」

一
(
詳
細
は
不
明
)
の
カ
タ
ロ

一
グ
を
小
間
に
掲
示
し
た
。

-

コ

ナ

ミ
は
T

V
ゲ
ー
ム
機

明
白

を
中
心
に
新
作
ア
ー
ケ
ー
ド

1
-
ゲ
|
ム
機
も
出
品
し
た
。

昭
一

T

V
ゲ
l
ム
機
で
は

「
ロ

i
一
ッ
ク
ン
ロ

|
プ
」

(
本
紙
前

沼
一

号

『M
I

問
題
の

マ
シ
ン
」
に
て

い
一

紹
介
)
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

月
一

宇
街
戦
争
ゲ
ー
ム
で
郎
両
を

ド
一

パ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

⑤
圃

る

『
ジ
ュ
ノ
フ
ァ
ー
ス
ト
」

ゅ

の
二
機
磁
。

十

ア
ー
ケ
ー
ド
機
で
は
蛍
光

表
示
榔
闘
を
使
用
し
た
ゲ
|
ム

機
「
ス
ー
パ
ー
コ
ブ
ラ
」
(
同

社
同
名
の

T

V
ゲ
|
ム
の
内

， . • 

申
廿
を
採
用
)
を
発
表
。
こ
れ

は
蛍
光
表
示
管
使
用
ゲ
1
ム

の
第
二
弥
で
、第
一
弾
の
『
フ

ロ
ッ
グ
l
」
も
同
時
に
展
示

し
た
。

こ
の
ほ
か

の
子
ど
も
朋
メ

ダ
ル
ゲ
|
ム
機
e

と
し
て
ジ

ャ
ン
ケ
ン
#
内
容
と
し
た
「
ス

ー
パ
ー
ゴ
リ
タ
ン
」

、
同
社

問
名
T

V
ゲ

|
ム
機
の
ゲ
ー

ム
婆
阜
県
を
繰
り
入
れ
た

「プ

|
ヤ

ン
」
の
二
機
緩

(
い
ず

れ
も
新
製
品
)
、
そ
れ
に
従

来
機
の
改
良
版
「
ピ
カ
デ
リ

ー
サ
ー
カ
ス
」
を
出
品
し
た

が
、
=
一機
種
と
も
電
光
点
滅

式
に
よ
る
も
の
。

サ
ン
リ
ツ
電
気
で
は
T

V

ゲ
i
ム
機
三
機
種
を
山
山
口
問
。

「
パ
ン

・
パ
ン
カ
|
」
と

「ミ
ス
タ
ー

・
ジ

ャ
ン
」
の

ニ
機
利
は
本
号

「話
題
の
マ

シ
ン
」
に
て
紹
介
。
「
セ
ン

テ
ィ
ピ

l
ド
」
は
米
同
ア
タ

リ
社
に
よ
る
許
諾
製
品
で
、

制
捜
っ
て
く
る
ム
カ
デ
の
よ
う

な
虫
を
次
々
と
退
治
し
て
い

く
ゲ

l
ム
。
ま
た
次
期
新
製

品
と
し
て
悶
人
麻
符
が
内
容

の
「
ジ
ャ
ン
ト
ツ
」
を
カ
タ

ロ
グ
に
て
紹
介
し
た
。

シ
グ
マ
商
事
は
同
社
従
来

機
と
他
社
製
の

T

V
ゲ
|
ム

機
、
占
い
機
を
出
品
し
た
。

他
祉
制
棋
の
も
の
は
格
子
状

の
コ
ー
ス
に
現
わ
れ
る
敵
を

次
々
と
懲
破
し
て
い
く
と
い

う
オ
ル
カ
製
「
ネ
ッ
ト
ウ
方

ー
ン
で
景
品
を
吊
り
上
げ
る
し
た
旨
と
そ
の
感
謝
の
意
を

一
四
人
用
ク
レ
ー
ン
機
「
デ
ィ
荻
し
た
文
章
を
パ
ネ
ル
に
て

一
ガ

・
7
|
ト
」
が
注
目
さ
れ
掲
示
。
次
期
新
製
品
は
凶
月

一
た
ほ
か
、
参
考
出
品
と
し
て
初
旬
に
発
売
を
予
定
し
て
い

一
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
ゲ

l
ム

る

と
の
こ
と
。

一
・
内
谷
の
米
国

I
C
E社
製
「

チ

同

社

小
間
で
は
試
作
機
と

-
a
ツ
ク
ス
」
も
出
品
さ
れ
た
。
し
て
「
マ
ッ
チ
マ
ウ
ス
」
を

一

こ
の
ほ
か
両
替
機
「

D
P
展
示
。
こ
れ
は
迷
路
状
菌
加

一
-
U
A」
、
小
型
軽
震
の
同
の

-
部
を
図
む
と
、
そ
の
枠

一
「
D
P
l
M
W」
、
メ
ダ
ル
貸
内
に
犬
き
く
ネ
ズ
ミ
の
師
酬
が

一
機
「

D
P
l
m
』
「

D
P
l

出
現
し
、
全
区
画
を
聞
む
と

一
幻
」
を
展
示
し

た

。

一

パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
。
バ
タ

一

タ

イ

ト
ー
で
は
T

V
ゲ
l

l
ン
終
了
時
に
ス
ロ
ッ
ト
プ

一
ム
機
、
フ
リ
ッ
パ

l
、

そ

の

レ

イ
が
で
き
、
ボ
ー
ナ
ス
得

一
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機
な
点
が
追
加
と
な
る
。

一
ど
の
新
製
品
を
披
露
し
た
。

こ

の

ほ

か

T

V
ゲ
|
ム
機

一

T
V
ゲ
1
ム
機
で
は
オ
ー

の
関
連
部
品
や
キ
ャ
ビ
ネ
ツ

一
ト
パ
イ
の
走
行
を
楽
し
む
「
ス
ト
な
ど
も
吸
っ
て
い
る
こ
と

一
|
パ
l
ラ
イ
ダ

i
」

(
前
号
を
、
カ
タ
ロ
グ
に
て
紹
介
し

一
「
話
題
の
マ
シ
ン
」
に
て
紹

た。

一
介
)
を
中
心
に
、
プ
ル
フ
プ

テ
l
カ
ン
の
小
間
で
は
問

，
一

レ
イ
が
テ
!
?
の

「
パ
|
デ
社
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
各
種
目
棋

、〆一

ィ
キ
ン
グ

H
」

(
「
パ
l
デ
示
し
た
。

μ
一
ィ
キ
ン
グ
」
の
改
良
版
)
、
「
ラ
パ

・
カ
ラ
ー
タ
イ
プ
」

ぺ.一

裁
に
と
ら
わ
れ
た
美
女
を
助

(U
HJ

、
「
、
ze--
ラ
パ

守
一

け
お
す
た
め
ロ

i
プ
に
つ
か
タ
イ
プ
」

(U
H
J
、

「
カ

'
A
一
ま
っ
て
谷
を
飛
び
越
え
た
り
ラ

i
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
」
(U

J

一
す
る
「
ハ
ン
チ
パ
ッ
ク
」

(笑

勺
)
を
出
品
し
、

こ
れ
ら
の

一一
国
セ
ン
チ
ュ

リ

l
エ
レ
ク
ト
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
コ
ナ
、、¥

戸
一

ロ
ニ
ク
ス
社
開
発
で
参
考
出
サ
ン
リ
ツ
電
気
、
セ
ガ
社
、

，r
J
回開
)
、
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」
タ
イ
ト

i
、
デ
ー
タ
イ
l
ス

一
を
出
口
問
。

ト

、
ナ
ム
コ
、
ユ
ニ
パ
|
サ

一

フ
リ
ッ
パ

l
は
米
国
プ
ツ
ル
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
、
ロ

l
ラ

一
ト
リ

l
プ
祉
の
新
製
品

「
Q

l
ト
ロ
ン
な
ど
各
メ
ー
カ
ー

一
パ
ー
ト
・
ク
エ
ス
ト
」
と
『
ス

の

新

T
V
ゲ

l
ム
を
組
み
込

一
l
パ
l
オ
ー
ビ
ッ
ト
」
を
展
ん
で
披
露
。

一
示。

デ
l
タ
イ
ー
ス
ト
は
ピ
デ

一

ア
ー
ケ
ー
ド
機
で
は
自
転
オ
デ
ィ
ス
ク
採
用
の

T

V
占

-
-
専
に
乗
っ
て
平
地
コ
ー
ス
ゃ
い
機
を
中
心
に
、
同
社
D

C

肝
一

山
母
コ
l
ス
を
走
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

T

V
ゲ
|
ム
カ

1
一
体
力
を
使
う
ゲ

l
ム
機
「
サ
セ
ッ
ト
一
一種
を
発
表
し
た
。

抱
一

イ
ク
リ
ン
グ
レ
ー
ス
」
、

z一

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
採
用
の

1
一
つ
の
ボ
タ
ン
操
作
で
景
品
を
占
い
機
「
幻
施
タ
ロ
ッ
ト
」

唱
一
取
る
四
人
用
ク
レ
ー
ン
機
「
ダ
は
タ
ロ
ッ
ト
占
い
を
採
り
人

口
一

プ
ル
チ
ャ
ン
ス
」
、

ハ

ン

マ

れ
た
も
の
で
、
T

V
画
面
の

月
一
ー
で
的
を
次
々
と
叩
い
て
い
鮮
明
な
絵
柄
と
音
響
効
果
の

μ一
く
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
」
。
よ
さ
が
特
徴
。
な
お
同
機
の

~
0
.
こ
の
ほ
か
両
替
機
(
二
級
類
)

海
外
向
け
英
語
版
『
ハ
ル
マ

ゆ

も
展
示
し
た
。

ゲ
ド
ン
」
も
展
示
し
た
。

U
N

中
央
リ
l
ス
販
売
は
T

V

D

C

シ
ス
テ
ム
の
新
作
は

ゲ
ー
ム
機

「
フ
ァ
ニ
1
7
ウ
立
体
的
な
箇
商
で
ポ
ウ
り
ン

ス
」
に
つ
い
て
、
園
内
で
は
グ
を
楽
し
む
「
プ
ロ
ポ
ウ
リ

予
定
数
量
を
上
回
っ
て
完
売

ン
グ
」
(
本
号

『話
題
の
マ

第三鰻郵便物総可( 9 ) 

ム
内
容
。

こ
の
ほ
か
ナ
ム
コ
「
ポ
ー

ル
ポ
ジ
シ

ョ
ン
」
の
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内

の
原
席
を
改
・
民
し
、
カ
ー
ブ

で
シ

l
ト
が
傾
く
な
ど
ゲ
ー

ム
展
開
に
合
わ
せ
て
座
席
が

振
動
し
た
リ
ロ
ー
リ
ン
グ
を

し
た
り
す
る
よ
う
に
し
た
も

の
を
展
示
し
た
。

ま
た
悶
祉
が
四
月

一
円
付

で
旧
社
名

n
ジ
ャ
パ
ン
レ
ジ

ャ
ー
“
か
ら
ジ
ャ
レ
コ

に
相

名
変
更
す
る
こ
と
を
発
表
し

、.。
。人

新
日
本
企
画
の
小
聞
で
は

T

V
ゲ
|
ム
機
と
と
も
に
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
も
展
示
し
た
。

市
中
が
両
手
を
伸
ば
し
て
巣

物
な
ど
を
食
べ
て
い
く

T

V

ゲ
ー
ム
機

『
ジ
ョ
イ
フ
ル
ロ

、
二
人
麻
雀
の

T

V

「
雀
奈
」

(
日
本

を
そ
れ
ぞ
れ
テ

ー
ズ
」

、
タ
イ
ト
l

パ
ー
ラ
イ
ダ

l
」
。

同
社
従

来
機
は
タ
ヌ
キ
の
食
事
が
テ

!

?
の
「
ポ
ン
ポ
コ
」
、
ゲ

ー
ム
進
行
に
合
わ
せ
て
コ
ソ

ク
ビ
ッ
ト
型
キ
ャ
ピ
、
不
ッ
ト

が
揺
れ
る
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

タ
l
フ
ァ
イ
ヤ
|
」
。

占
い
機
は
パ
ソ

コ
ン
に
よ

る
星
占
い
機

「

S
A
c
s-

m」
(
二
台
)
を
出
品
し
、

来
場
者
の
希
望
に
よ
り
そ
の

運
勢
を
占
っ
た
。

ジ
ャ
レ
コ
は
T

V
ゲ
l
ム

機
の
新
作
二
機
滋
を
発
表

L

'
J、。

ー、
ス

「
カ
メ

レ
オ
ン
」

状
の
箇
箇
の
中
を
カ
メ
レ
オ

ン
が
歩
き
回
り、

舌
を
伸
ば

し
て
卵
を
取
っ
て
い
く
と
い

う
T

V
ゲ

i
ム
機
で
、
聞
方

向
レ
バ

ー
と
舌
を
伸
ば
す
ボ

タ
ン
を
操
作
す
る
。

「デ
ィ
ン
ゴ
」
は
英
国

A

C
G社
開
発
に
よ
る
T
V
ゲ

ー
ム
機
で
、

二
聞
が
花
畑
に

な
っ
て
い
る
断
面
の
中
を
く

ま
の
の
テ
ッ
ド
e

が
縦
横
に

歩
き
回
り
‘
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド

ウ
な
ど
の
果
物
を
探
し
出
し

て
食
べ
て
い
く
と
い
う
ゲ
|

は
迷
路

ゲ
ー
ム
機

物
産
開
発
)

必域反'

地:み'Il-~

ι タ圭ろコ貿易

~ 

右
の
写
真
は

畿
「
ア
ス
ト

セ
ガ
社
が
出
品
し
た
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
採
用
T
Vゲ
1
ム

ロ
ン
ベ
ル
ト
』
は
大
変
主
人
気
。
そ
の
右
は

『
大
富
豪
』

正'• 

新
日
本
企
簡
の
小
聞
の
よ
う
す

戸

でデ=亨s=¥一/禍
・-同・i ヨー・ーー・..・・・1

ー
ブ
ル
型
と
同
社
特
製
ミ

ニ

ア
ッ
プ
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

組
み
込
ん
で
出
品
。

。
原
信
夫
と
シ
ャ

ー
プ
ス

&
フ
ラ
ッ
ツ
作
の
・州
例
奏
に
よ

リ
歌
い
や
す
い
ア
レ
ン
ジ
が

な
さ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ

「
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド

・
カ
ラ
オ
ケ
」
(
イ

ー
ス
タ
ン
制
説
、
商
日
本
ド
リ

ー
ム
産
業
級
い

)
も
展
示
し

h

d

。
，，巴

セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス
と
エ
ス
コ
貿
易
は
共
同

の
小
間
展
開
を
行
な
い

、

T

V
ゲ

l
ム
機
新
作
、
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

l
ム
機
、
両
替
機
な

ど
を
出
品
し
た
。

T

V
ゲ
l
ム
機
で
は
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
採
用
の
「
ア

ス
ト
ロ
ン
ベ
ル
ト
」

(
本
号

『活
題
の
?
ン
ン
」
に
て
紹

介
)
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

の
人
気
を
博
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
遊
び
の
か
大
，
U
豪
大
食
氏
。

を
T

V
ゲ
l
ム
に
採
り
入
れ

た

「大
凸
扇
町
取
」

(
セ
タ
企
岡

開
発
)
、
野
球
ゲ

i
ム
で
攻

守
三
つ
の
プ
レ
イ
が
あ
り
、

攻
繋
で
は
パ
ン
ト
や
議
盤
、

守
備
で
は
変
化
球
の
投
球
や

ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
な
ど
が
で
き

る
と
い
う
T
V
ゲ

l
ム
機
「
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン

・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル」
(ア
ル
フ

ァ
電
子
開
発
)
、

海
戦
が
テ
!
?
の
「
ヤ
マ
ト
』、

「
テ
ィ
ッ
プ

・
タ
ッ
プ
」
な

ど
。
ま
た
参
考
出
品
と
し
て
、

木
の
併
を
敵
に
切
ら
れ
て
し

ま
う
ま
で
に
そ
の
木
の
般
に

あ
る
笑
を
務
と
し
て
い
く
と

い
う
『
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ト
ン」
、

宇
宙
戦
争
が
テ
!
?
の
「
ネ

ッ
ト
ウ
ォ

i
ズ
」
「
ゾ
デ
ィ

(
い
ず
れ
も
オ
ル

ア
y
ク
」

カ
開
発
)。

ア
ー
ケ
ー
ド
機
で
は
ク
レ

なむ
M 

す‘司，，a' ののスd

・
歩デは真写の下てH

』問のイ

犠

タ

ト

は

て
り

時
一
イ

M
-
F
 

商
品
官
機
な
ど
を
出
回
附
し
た
。

T

V
ゲ
|
ム
機
の
新
作
は

「
ス
ペ

ー
ス

・
ハ
ン
タ
ー
L

で
、
薗
前
が
右
か
ら
友
へ
と

展
開
し
て
い
く
宇
宙
戦
争
を

テ
!
?
と
し
た
も
の
。
ま
た

両
替
機
は
千
問
札
と
五
百
問

硬
貨
を
百
肉
硬
貨
に
商
品
甘
え

す
る
も
の
な
ど
、
一
-
様
相
酬
を

展
示
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
は
同
社
製
ゲ
|
ム
機
を

中
心
に
、
カ
ワ
ク
ス
は
テ
イ

ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
ー
と
し
て

シ
ン
」

に
て
紹
介
)
、
五
線

諮
が
迷
路
状
に
な
っ
た
画
面

で
ギ
タ
ー
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の

襲
撃
を
避
け
、
音
符
を
次
々

と
飛
ば
し
て
い
く
と
い
う
「
ラ

ッ
パ
ツ
パ

」
の
二
縁
類
を
新

作
と
し
て
出
品
。

占
い
機
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

と
向
機
の
海
外
向
け

「
デ
ィ

ス
テ
ィ
ニ
l
」
、
血
液
型
に

よ
る

『
コ
ン
ビ
ュ
ト
ロ
ン
」

な
ど
も
展
示
し
た
。

日
本
ゲ
l
ム
は
T

V
ゲ
ー

ム
機
の
新
作

一
機
種
の
ほ
か

• 

H
-、
い

右
は
ジ
ャ
レ
コ
の
小
間
内
に
て

同ショーで鰻大小聞のひとつとなったサンリγ電気の小間

シグマ空fL-
1-: 

同
社
扱
い
の
各
経
製
品
を
出

品
し
、
両
社
は
同

一
小
間
で

の
出
展
を
し
た。

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
製
品
と
し
て
、
オ
ス
ネ

コ
が
メ
ス
ネ
コ
を
動
け
に
行

く
T

V
ゲ
ー
ム
機
「
マ
ウ
サ

l
」

(
前
号

『話
題
の
マ
シ

ン
」
に
て
紹
介
)
、
電
動
パ

チ
ン
コ
式
の
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ

ン
新
製
品

「
パ
ニ
ツ
シ
ュ
ホ

ー
ル
』
、
ク
レ
ー
ン
機

「
ラ

ッ
キ
ー
ク
レ
ー
ン
」
。

カ
ワ
ク
ス
扱
い

の
も
の
と

。• 

1 

し
て
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

を
採
用
し
そ
の
音
響
振
動
を

チ
五
ア
に
伝
え
て
臨
場
感
を

楽
し
む
「
パ
ー
ソ
ナ
ル

・
シ

ア
タ
ー
」
(
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ツ

ク
製
)
、
T

V
ゲ
ー
ム
機
『
キ

ム

l
パ
l
ト
」
「
ロ
ッ
ク
ン

ロ
ー
プ
」

(
い
ず
れ
も
コ
ナ

ミ
製
)
、

「プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン

グ
」
(デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
製
)、

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機

「
ロ

y
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

(
明

畠
製
)
、
定
置
型
乗
物
機
「
ウ

ィ
ー
ン
の
馬
」

「ゾ
ウ
」
(
朝

日
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
製
)
、

勿
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
u

の
「
マ

イ
ボ
l
ト
」
『
マ
イ
ス
ク
ー

ル」

(ナ
ム
コ
製
)
な
ど
を

出
品
。レ

オ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
米
国
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の

日
本
に
お
け
る
代
相
批
宿
業
務
、
.

お
よ
び
各
滋
ソ
フ
ト
ウ
五
ア

の
開
発
を
業
務
内
容
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
小
間

で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
製
品

を
中
心
に
展
示
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
製
品
は

ダ
チ
ョ
ウ
が
飛
ぴ
走
り
な
が

ら
卵
を
取
り
合
う
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
ジ
ョ

l
ス
ト
」
.
フ

リ
ッ
パ

|
「
ワ
|
ロ

ッ
ク
」

コプ
ィ
フ

ゑ
ン
ダ

|
」
の
一一
一

機
腕
。

こ
の
ほ
か
迷
路
状
商
爾
で

ハ
ン
マ
ー
に
よ
り
卵
を
叩
き T V犠とアーケー ド機展示のコナミTVゲーム織とともに同社占い機も人気を集めたシゲマ商事

-ミy ドウヱ一社製品

-基板修理・パリ 一社会製品

の パー ツも取級い中です

。せυロoE旦ープ回タYiJ~@ll刻②世価値あるこユーマシンをディストリビュートするグ11
キューパートゼピウス ELEKTRA 

ヱレタトラ

Mr.&Mrs.PACMAN 

ミスターアンドミ1!ス
パックマン

GIANT JACKPOT 

ジャイアント
ジャックポット

3階建てのプレイ
フィールドlこ、フィ
ーチャーが一杯/

r{safiJt 

株式会社バリー・ジャパン販売代理唐募集中

三三二 n
@ • 

神秘感あふれる画商美/

多彩なキャラクタ-~霊場

マイ

音楽が流れると軽やかに

揺れる 「ハローキテイ」

-スクールアストロン・ベルト

壮大なスケールで扱いた

ビデオディスク ・ゲーム

ビデオゲーム「パックマンJ

ガピンボールになっ定。
i!l得のキャビット、パッ
クメイズの面白さが
戸ビーjしする

日本で初登場/

〈オーソドックス怠
スロットマシン)
電子回路線用

最高6校鰭け

最高1万校ベイフフウト

へ
ピ
な
ど
を
避
け
、
跳
ね
な

が
ら
キ
ュ
ー
ブ
の
色
を
変
え
る

Q *tert XEVIOUS SCHOOL MY BEじTASTRON 

メずルゲーム機的設置運営につきましては 「〆ダルゲーム場運営基準J ~守うてご使用下さい
東京都渋谷区道玄坂 1丁目 14-9 (ソシアル道玄坂ピル)

PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 1 〒15 0 
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左
U
ロ
ー
ラ
ー
ト
ロ
ン
の
小
削
に
て

ンシマム一

つ
ぶ
し
て
い
く

T
V
ゲ
l
ム

戸
一
機

「
ク
レ
!
ジ
|
エ
ッ
グ
」
、

a
r
J
「
将
棋
パ

l
卜

H
」

(
い
ず

れ
も
ア
ル
フ
ァ
電
子
開
発
の

も
の
)
。
こ
の
ほ
か
ゲ
|
ム

場
の
効
率
的
な
管
理
シ
ス
テ

ム
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
紹
介
し
た
.

ロ
ー
ラ
ー
ト
ロ
ン
は
T
V

ゲ
l
ム
織
の
新
作
と
拭
作
機

を
各
一
一
概
Mm
披
露
し
た
。

第210号1983~手4月 1 5日第三種榔便物認可ザームマシン第210号19 83~手4月 15日、，，1
 

1
 

，，E
、

T
V
ゲ
l
ム
機
の
新
作
は

-

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
指
示
ど
一

お
り
に
巣
物
を
移
動
さ
せ
る

「
ミ
ン
キ

l
・
モ
ン
キ
ー
」

{本
号

、
話
題
の
マ
シ
ン
L

に
て
紹
介
)
。
試
作
機
と
し

て
「
ペ
ン
ギ
ン
ゲ

l
ム
&
ゲ

ー
ム
」
{
仮
称
)
を
出
品
。

こ
れ
は
閉
つ
の
穴
か
ら
ペ
ン

ギ
ン
が
ラ
ン
ダ
ム
に
顔
を
出

し
た
後
、
そ
の
頗
を
出
し
た

順
に
ボ
タ
ン
を
佃
押
し
て
い
く

も
の
で
、
同
社
で
は
「
単
独

の
ゲ

l
ム
に
は
な
リ
に
く
い

よ
う
な
の
で
‘
他
の
ゲ

l
ム

の
パ
タ
ー
ン
終
了
時
に
付
加

的
に
入
れ
る
・
』
と
を
考
え
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た

T
V
機
「
プ
ラ
イ
ズ

X
ラ
イ

ン
」
な
ど
も
出
品
。

こ
の
ほ
か
エ
ン
ジ
ン
で
走

る
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
「
ジ

ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
』
を
ビ
デ

オ
に
て
紹
介
.
「
シ
ェ
リ
フ

パ
ッ
ヂ
』
が
英
文
カ
タ
ロ
グ

に
て

P
Rさ
れ
た
.

E 
iλζ!.w 
機外 E
もの E
開ア E発.
多ケ E様.

カ
ト
ウ
製
作
所
で
は
新
製

円間

一
一
機
係
と
同
社
従
米
織
を

出
品
し
た
.

「
ロ
ボ
ッ
ト
ル
ー
レ
ッ
ト
』

が
新
製
品
で
、
こ
れ
は
ロ
ボ

ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
.
バ
ナ
ナ
、

リ
ン

ゴ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の

• • 
， ビデオゲーム!こワンツーパンチ" ，、

果
物
の
絵
柄
合
わ
せ
で
当
た

れ
ば
景
品
が
払
い
山
則
さ
れ
る

と
い
う
ル
ー
レ
ッ
ト
式
遊
醐
刷

機
。
ニ
の
ほ
か

、ま
は
・
つ
っ

か
い
エ
ミ
ち
ゃ
ん
」
「
ス
ペ

ー
ス
ト
ラ
ベ
ル
日
」

『
ゆ
か

い
な
ど
う
ぶ
つ
ラ
ン
ド
」
な

ど
も
展
示
し
た
・

関
西
精
機
製
作
所
は
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ

1
ム
凶
闘
の
新
制
点
品

を
数
機
秘
披
露
し
た
。

ポ
ー
ル

(
落
と
し
て
ち
バ

ウ
ン
ド
し
な
い
こ
と
が
特
徴
)

を
転
が
し
て
大
小
の
輸
の
中

に
入
札
、
そ
の
得
点
を
媛
う

と
い
う
ゲ

l
ム
「
ラ
ッ
キ
ー

ス
ト
ラ
イ
ク
』
‘
ク
レ
イ
帥
別

融
市
を
楽
し
む
.
人
用
ガ
ン
ゲ

ー
ム
機

『
ク
レ
イ
シ

a
lテ

4

ン
グ
」
‘
ピ
ル
火
災
を
消

火
す
る
消
防
犬
た
ち
を
テ
!

?
と
し
た
「
フ
ァ
イ
ヤ
!
?

ン
」
を
披
銭
。

参
考
出
品
と
し
て
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
テ
!
?
で
音

響
効
栄
抜
鮮
の
米
劉

I
C
E

H

刊
製

「
チ
五
ツ
ク
ス
」
を
出

品
。
こ
れ
は
昨
秋

A
M
O
A

-
y
g
lで
初
判
と
な
っ
た
ら

の
で
、
川
社
の
-K
間
営
業

a

M
K
は
『
日
本
で
は
吋
社
が
扱

う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
訟
っ

て
い
る
。
ま
た
転
が
る
小
さ

な
玉
を
パ

l
で
操
作
し
て
穴

に
入
れ
る
ゲ

l
ム
機
「
ロ
ー

ラ
ー
ポ
|
ル
』
、

『
ビ
ュ
ー

ボ
ッ
ク
ス
」
な
ど
も
展
示
し

'
J』

こ
ま
や
傑
作
所
は
プ
ラ
イ

ズ
マ
シ
ン
の
新
作
を
披
露
し

e
J

』。こ
れ
は
川
る
観
覧
単
の
ゴ

ン
ド
ラ

(動
物
の
削
酬
が
協
か

れ
て
い
る
)
の
中

へ
.
パ
ー

を
操
作
し
て
ポ
ー
ル
を
う
ま

〈
孫
と
し
込
む
と
い
う
木
モ
ッ
ク
』
{
仮
称
)
は
、
織
の
ゴ
リ
ラ
の
下
が
奥
に
隠
れ
、

ゲ
|
ム
「
ワ
ン
ダ
ー
ホ
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
と
そ
れ
に
A
N

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
グ

l
、
チ

i
、

イ
l
ル
」。

こ
の
ほ
か
わ
せ
て
向
。
ぃ
品
聞
き
を
す
る
パ

ー
の
い
ず
れ
か
の
ボ
タ
ン

『
お
山
の
ク
レ
ー
ン
」
舟
モ
ッ
ク
・
の
仕
掛
け
が
柏
村
を
抑
し
た
後
、
再
度
奥
か
ら

「
ロ
ッ
ク
ン
ロ

l
ル
」
徴
・
ま
た
動
物
を
デ
ザ
イ
ン
じ
ゃ
ん
け
ん
の
予
が
出
て
く

「
山
の
ぽ
リ
ゲ

l
ム
』

し
た
ベ
ン
チ
、
ト
-
テ
ン
ポ
る
。
勝
数
に
よ
り
三
ラ
ン
ク

な
ど
の
ゲ

l
ム
機
と
、
-
ル
、
置
き
物
な
ど
も
山
山
口
問
。
の
於
n
聞
が
払
出
さ
れ
る
。

向
社

e
お

も

し

ろ

シ

リ

ゲ

l
ム
出
慨
は
「
キ
ス
ミ
l
」
こ
の
ほ
か
全
自
動
綿
菓
子

i
ズ
"
の
「
お
お
き
く
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
「
お
機
『
わ
た
が
し
』
、
ヘ
リ
ウ

な
っ
た
ね
」
「
お
も
し
あ
ず
け
ワ
ン
チ
ャ
ン
」
、
ま
ム
風
船
の
自
動
販
売
機

J
Z

ろ
ベ
ン
チ
』
を
出
品
.

た

『
ロ
ボ

ッ
ト
型
キ
ャ
ビ
ネ
と
ぷ
風
船

・
フ
ァ
ン
キ

1
7

室
化
学
の
小
川
で
は
ッ
ト
ご
ニ
-
ア
ヴ
プ
ロ
ポ
'
ル
|
ン
」
を
出
品
川
社
て

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
川
の
製
も
日
開
示
さ
れ
た
、

は

「近
々
も
う

・
機
将
、
ア

円
附
を
小
心
に
、
ア

l
ケ

半
図
後
械
録
具
は
ア

l
ケ

l
ケ
l
ド
ゲ

l
ム
慢
の
新
作

|
ド
ゲ
|
ム
織
を
民
・
f
小

l
ド
ゲ

l
ム
織
の
紙
製
品
を

し

た

。

発

れ

寂

し

た

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
川
と
し
て
‘
こ
れ
は
し
ゃ
ん
け
ん
ゲ

l

大
き
な
木
の
枝
か
ら
吊
り
下
ム

『
ヒ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
プ
」

げ
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
に

ρ

モ
で
、
ゴ
リ
ラ
と
じ
ゃ
ん
け
ん

ツ
ク
e

が
乗
っ
た
「
カ
シ
の

を
す
る
も
の
。
ボ
ッ
ク
ス
内

、

米国ウィ リアムズ枇蟹品告出品Lたレオエレクトロニクス

F 

S44--f」 4 ーー ・川 崎

4』f'F4ニー="..-
緑町b 姐

田橋卸愉

• • 

佐織

テーブル・18インチ アップライト・2官イ)8ン50チx 

寸地
.(幅}飴OX(奥行)560X.(幅)600X(奥行

置量 (鳴さ)580-7却柵。 61句滋 {高 約 1700酬 ; 1001vj 
': I:f.. . ftu~幡Jfラス自由吋

定柑
'1195-2412 可P95-1744
ACI∞v 91W鈎160HZAClooV 10lW 50/60Hz 

• ー03 (254) 1647 TEL 〒101東京r.5千代田区神図書自田町ト22

株式命社信実 '‘ .. 、ー可、、、
06 (245)叫 55TEL 字542大阪市南区長括主係筋 IT自32

右
の
写
真
は
ニ
ま
や
製
作
所
の
新
製
品

『
ワ
ン
ダ
ー

ホ
イ
ー
ル
』

、
左
は
聞
社
の
小
聞
の
よ
う
す

噛• 

*椙密実'仕属施中11レジット嘗楊** 

， 
; 
， 

ー..:-. ・. • ":-.~f 
~_.~. 

〆.e--
• 

【m型・レギユレーター】

一一一
一タ一

一ニ一
一モ一

一υv
一

一
T
・
一

一一一
二
フ
一

一カ一
一映一

一東一

信頼度は

世界1

M .I.P仕機

・+5V=7 A . + 1 2 V = 1 A • -5 V = 1 A 

・ 6 ヶ月保障付{期間内不良時、 aD~検}

14・18・20裂

【スナイパーDl~

CIしド11mTI

- イタズラ対簸I~完11/
電子ライ夕日 ・針金で

は動作Lません.

・イタズラ Ht・@ブザ

ー音で道官H.草す.

・1-3敏の硬貨 ・lプレ

イの切換えができ草す.

.1牧町硬貨 1-6・10・20

クレジットoK / (最大

120日)

・硬貨を逮続投入時もメモ

リー回路によ司・ノンミ見

・電子ライ9ー対策滴f

8特徴

①電干ライター防止後能/

扇面をクー'17L、クレジット.0-と

町司、ブザー@断続音で知ら智正す.

③魚釣・針金防止梅園~/
冨薗&クリア L、クレジッド 0・と

な札ブザー@断続音で知ちゼます.

①スピーカー音でガンガン警報J

-A端手・ をスビーカーに嬢続する

と、ブザー膏の代 ηにスビーカーよ

円 ・ファンフ?ン音"を出せます.

⑥電源 ON"時的クレジッ ト上旬等

伺トラブル(~皆無です.

⑤コイン紘鐙の切換え可能

1-3枚の硬貨・1プレイの俳換えが、

ディップスイッチで簡単にで事ます.

クリアf
トアウト

イタズラされると
電子ライター・ハリガネ完全シャツ

ミニアッフライトA

‘デラックスミこ
アッフライト

大阪市東淀川区上新庄3・1・・ 11

M.I.P 繰式会社民ーパースナイバーヨ曹

MAX~ 

26インチテーブルタイプ砂

"'18インチテーブルタイプ

まず、お電自信して下さい

06(326)6700 
• 

-ピー・216232ピー・21

女カードエッジ ・取付金具付大阪市東区内本町 lT自岨暑地〒臼0
TELW6l946・0181-3也臼割削納釧，，;，

守主車
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• • 
一
ー

DECO CASSETTE SYSTEM T.M. 

ヲヅバヅバ申，
コンビユトロンfPatlた@庖漉量から.
ライフガイタンス毒鶴置に.置しま曹、

ユニー夕立ディスプレイ周の舗晶を出品した宝化学の中間

上の写真健「じの
んけんポンゴJ(半
闘機械器具)

自販被告出品した
1、勾『司

-・下の写真はアー

唱噌

挙".i<<轟_.・

リーガルの小聞のようす。
ケー ドゲーム機3機種を出品し

巴，

キ困機械器具はアーケー

リ
l
ガ
ル
で
は
パ
チ
ン
コ

式
ゲ
|
ム
機
を
中
心
に
乗
物

機
、
T
V
ゲ
l
ム
機
を
出
品

し
た
。

テ
ー
ブ
ル
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
動
く
パ
チ
ン
コ
の
鍛
簡

を
組
み
込
み
、
セ
ー
フ
穴
に

入
る
主
の
数
を
当
て
る
と
い

う
電
動
パ
チ
ン
コ
式
ゲ
l
ム

機
「
テ
ー
ブ
ル
電
動
フ
ィ
ー

パ

l
』
、
問
機
を
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
裂
に
し
た
「
モ
ン
キ
・
l

フ
ィ
i
パ
l
」
、
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
ス
ロ
ッ
ト
を
採
用
し

た

『
7
7
7
7
ィ
i
パ
!」
、

日
本
物
産
開
発
の
T
V
ゲ
ー

ム
機
「
後
豪
」
の
ほ
か
、
同

社
も
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
レ

ー
ル
走
行
式
来
物
機
「
銀
河

鉄
道
』
(
信
水
貿
易
制
点
)
を

展
示
し
、
あ
わ
せ
て
同
乗
物

蝿
慨
が
稼
働
し
て
い
る
「
フ
ッ

コ
シ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
」

の
パ
ネ
ル
も
指
示
し
た
。

一
あ
ら
ゆ
る
ゲ

i
ム
機
用

一パ

l
ツ
が
専
業
各
社
か
ら
↑

旭
幽柵エ
の
小
間
で
は
同
社
イ
プ
セ
レ
ク
タ
|
「
N
A
D

製
品
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

l
F

T
」
「
C
A
D
I

F
T
」

ゲ
l
ム
機
、
ジ
ュ
|
ク
ポ
ツ

「
A

D
l
幻

P
」
「
A

D
|

ク
ス
な
ど
の
部
品
を
級
う
こ
ω
B
」
、
フ
ロ
ン
ト
タ
イ
プ

と
で
世
界
最
大
の
ウ
イ
コ
社
セ
レ
ク
タ
i
「
7
2
0
|
A
」

製
品
を
展
示
。
近
く
旭
精
工
「
7
2
0
|
A
/
F
幻
」「
7

か
ら
ウ
ィ
コ
社
製
品
が
供
給

2

0
|
A
/
B
』

「
9
0
0

守さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
よ
う
。
/
F
hU
」
「
K
W
M
|
7

4

展
示
製
品
は
ド
ロ
ッ
プ
タ

O
」
、
電
子
セ
レ
ク
タ
1
「
8

ー• 

~ 管

1 
0 

ホ E
-、 'jIL 

C パ 『

H 1 8 
I -， 1 
5 C 0 
o H I 
o I E 

新
制
点
U

附
と
し
て
ス
イ
ッ
チ
と

ス
ピ
ー
カ
ー
と
電
池
を
付
け

る
だ
け
で
・
背
声
、
叫
慨
芯
な
ど

の
A
n
成
山
山
カ
が
可
能
な
音
声

合
成
出
力
用
法
一
似
を
披
露
し

-。
，，ト

K
ア
ン
ド
U
商
会
は
ミ
ニ

ア
y
プ
ラ
イ
ト
型
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト

(
カ
ラ
ー
タ
イ
プ
を
実

物
と
パ
ネ
ル
に
て
紹
介
)
、

ハ
|
フ
テ
ー
ブ
ル
キ
ャ
ビ
、
不

ッ
ト
、
イ
タ
ズ
ラ
防
止
法
板

「コ
イ
ン
ボ
ー
ド
」

、
そ
し

て

T
V
ゲ
|
ム
機
用
パ
!
ツ

類
な
ど
も
展
示
し
た
。

セ
イ
ミ
ツ
で
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
用
の
あ
ら
ゆ
る
部
品
を

出
品
自
に
出
回
附
し
た
。

索
材
に
ジ
ユ
ザ
フ
コ
ン
を
使

則
し
た
ジ
ョ

イ
ス
テ
イ
ン
ク

レ
パ
|
「
L

S
l
7
」
、
古川

迷
述
川
別
に
耐
え
る
発
射
ボ
タ

ン
を
メ
イ
ン
に
、
様
作
然
「
C

T
1
1
8
1
1
N
」
J
U
T
-
-
8

1
5

H
」
「C
T
a
l
l
8
|
J」

『，
r
nn
k
u
-
-
R
υ
E
d
」
「
V
A
ν
A
2
1

5

M
」
、
セ
パ
レ
ー
ト
ト
ラ

ン
ス
「
S
T
i
m
」
、
レ
パ

ー
ジ

ョ
イ
ン
ト
「
E

L
l
u
L
、

ガ
イ
ド
チ
ッ
プ
、
レ
バ
ー
ポ

ー
ル
、
特
殊
パ
ネ
ル
「
P
S

1
5
」
、

コ
イ
ン
カ
ウ
ン

ト
ボ

l
ド
「

C
I
N
-
-
o

O
」
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
レ
ギ

ュ
レ
|
夕
|
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、

フ
ァ
ン
、
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ

|ズ電イ 1 h モ lま 出抑をは ポド 悶 6「理問明図師 ・ E重量 1 1リてあ l各タ ィンパカ ど王手 5 S 
、 フ淑ツズ K411132 パ中モ カ日 しラ Ialí4U~訟判7 J R哩曙 パカア電らイツ級ズ エ ツホン l ウ。用 o L.. 

31 ノ、 31 住民たげな九九円ザn~いし l lL F1!45緊32?J12.ηγl¥、J23 
ンタイグスリの純平年 。を各 |子 | ス 2;っ 切 イ ラ 展 ゲ 止 ア ど l 、ラ製 カ

なプ|レ l業|パンのフ品 2 -， ナメナ:!たらタ|坊示|事長 イ を 、プツ品 レ
どレ 、ギモ製 L.. I Yコリ 。Oパイイィ報うれズ止しム板 ・展ジ Y クと | 
箆イパユニ ) (カ | イ | 、 Oルパンパカ唱え画ラ基た機を ピ 示ヲシボ L タ
宮 、ワレ夕、来ウ 「ンサ る」サ |に 1 I~島、耐に板。用中 l しイユ|て | 

に充 1I Iカ業ンスカイはを I31 -， L.. 杢スが対は の心はたスポルキ
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モ
ー
タ
ー
な

ど
の
ほ
か
、
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幻

『
キ
ヤ

y
チ
ヤ

|
フ
ロ
ッ
グ
』

U-
を
発
表
す
る
予
定
μ

と
し
て
、

一
問
機
を
カ
タ
ロ
グ
に
て
紹
介

一
し
た
。

一

明
昌
特
殊
注
業
で
は
ア
!

一
ケ
l
ド
ゲ
ー
ム
機
に
絞
っ
て

何
一
の
出
展
と
な
っ
た
。

相
一

ク
ラ
イ
マ
|

(
ポ
|
ル
)

劇
.
を
水
鉄
狗
の
水
圧
で
移
動
さ

卦
せ
な
が
ら
山
を
笠
ら
せ
て
い

第
〈
ゲ
|
ム
機

『
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
」
を
中
心
と
し
て
、

光
線
銃
で
射
撃
し
て
的
に
当

た
れ
ば
リ
ア
ル
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
見
ら

れ
る
こ
人
用
ガ
ン
ゲ
|
ム
機

「
ガ
ン
ア
ラ
モ
」
、
占
い
機

『
お
み
く
じ
」
を
展
示
。
ま

た
同
社
の
、
ま
な
輸
出
入
先
の

図
と
、
工
場
や
支
庖
・
営
業

所
の
分
布
図
を
パ
ネ
ル
に
て

掲
示
し
た
。

友
栄
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
と
粂
物
機
を
出
品
し
た
。

野
球
を
テ
!
?
と
し
た
パ

チ
ン
コ
タ
イ
プ
の
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
|
ム
機
「
野
球
ゲ
|
ム
」

(
試
作
機
)
を
披
露
し
た
。

こ
れ
は
日
米
対
抗
野
球
で
、

パ
チ
ン
コ
を
抑
い
て
玉
を
悠

簡
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
二
皐
打
、

三
塁
打
な
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て

下
部
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
動

い
て
、
ラ
ン
ナ
ー
(
ポ
ー
ル
)

が
走
る
。
日
本
(
プ
レ
イ
ヤ

ー
)
が
米
国
に
勝
て
ば
リ
プ

レ
イ
と
な
る
も
の
。
問
社
で

は
「
今
は
ま
だ
試
作
の
段
階

だ
が
、
も
う
少
し
改
良
を
加

え
て
近
々
発
売
す
る
予
定
」

と
し
て
い
る
。

巡
動
会
の
ひ
と
つ
の
競
技

種
目
を
採
用
し
た
「
柊
た
お

し
」
、
郵
便
配
迷
を
テ
!
?

と
し
た
「
森
の
ゅ
う
ぴ
ん
や

さ
ん
」

、

「
ロ
ポ
ち
柄
、
ん
綿

菓
子
機
」
の
ほ
か
、
バ
ッ
テ

リ
ー
に
よ
り
動
物
が
ゆ
っ
く

り
歩
く
釆
物
機
「
サ
フ
ァ
リ

ベ
ッ
ト
・
ミ
ニ
」
(
ア
イ
セ

ル
製
)
の

パ
ン
ダ
と
犬
を
展

示
し
た
。

司 出品ZIU)

.; 
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( 1自社名 三和エレクトロ ニクス株式会社)

埼圭県戸田市大学美女木3481・1ft(0484)21・5200
テレックス 2723073 振込銀行 三和銀行高島平支唐普通口座130547
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色オレンジ
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ピアノタッチ操作盤
スビーカー上部取付

l~~Iil陥

米国の総合パーツメーカー ・ウィコ祉との鑓携を発表した旭精エ

喝所もとりません。マルチパン ・

小型パンでもOK!

定価 98，000円

発売記念価格 69，800内

.11 

中毒.~;tj事

腰を痛めてからでは遅いのです

1人で積み降ろし

ギッタリ

1人で持ち上げ、古の人でもラク
ラク

只今

ゲーム景品、自動販売機中味、問屋釦
(ライ?-、アクセサリー、ミニカ目、テビッ子、PL)

1人で遭び、タテ積み・ヨコ績み

OK!旗、、喫茶鹿でも OK!
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A
-
-
-
9」
、
カ
ラ
ー
キ
ソ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ほ
か
、
L

ヤ
ラ
ク
タ

l
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

E
D数
字
表
示
総
も
出
品
し

抵
抗
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
I
C

た。
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ゲームマシン第 210号1983年4月15目

一円
・
白
い
機
、

T

V
ク
イ
ズ
機
一

一
カ
ラ
オ
ケ
、
そ
の
他
機
苧

ア
イ
レ
ム
は
占
い
機
「
ア

ス
ト
ロ
ク
ラ
フ
ト
」
(
ナ
ナ

オ
製
〉
を
小
関
の
周
聞
に
ず

ら
り
と
展
示
し
た
。
問
機
は

糸
川
英
失
博
士
と
そ
の
グ
ル

ー
プ
が
開
発
し
た
も
の
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
指
示
に

従
っ
て
ボ
タ
ン
様
作
に
よ
り

五
柄
引
自
の
運
勢
が
占
え
る
占

い
機
。
同
社
と
ソ
ニ
ー
企
業

か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
附
祉
が
こ
れ
ま
で
開

発
し
た
T

V
ゲ

l
ム
の
各
ソ

K7シドuiII会

-• ・.. • • • . . 
• • • 

• ー

品1ft隙郵便物認可ゲームマシン第210号1983年4月15日( 15) 

K
ア
ン
ド
U
商
会
の
小
聞
の
よ
う
す

イタズ予防止基板、

10 1‘ ・ ~・e
⑥E蹴 S刷・三

フ
ト
を
、
T
V
モ
ニ
タ
ー
に

て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

紹
介
を
し
た
。

部
品
販
売
を
、
正
業
務
と
す

る
イ
ン
フ
ォ
l
テ
ッ
ク
は
、

カ
ラ
オ
ケ
採
点
機
な
ど
を
出

東
京
日
光
堂
で
は
カ
ラ
オ

ケ
機
器
お
よ
び
そ
の
関
連
部

品
を
展
示
し
た
。

向
性
能
の
電
子
エ
コ
ー
を

採
用
し
た
新
型
カ
ラ
オ
ケ
デ

ッ
キ
「
ニ
ュ

ー
・

サ
ン
ラ
イ

ズ

K

J
|
5

7
7
型
」
、

深
夜
に
自
動

的
に
音
量
を

ダ
ウ
ン
す
る

カ
ラ
オ
ケ
「
ハ

イ
キ
ャ
ッ
ス

ル
・
K

ー

3

6
0
0
最
高

級
型
」
の
ほ

か
、

「
サ
ン

ラ
イ
ズ

K

J

同社製品ブラン ド「タクサンJ をアピールした加賀電子

5
7
6
1
R
 

型
」

(
フ
ル

セ
ッ
ト
企
議
捌
)
、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る

回

FZニー主主主〉二ヲー._晶 .ー』司 1 機

，._ _ .，.ll嗣鍾;
出
品

た
ア

の

問

カ
ラ
オ
ケ
採

点
装
滋
「
ワ

ン
ダ
ー
ス
コ

ア
M
型
」
(
ワ

ン
ダ
ー
製
)
、

カ
ラ
オ
ケ
テ

ー
プ

「
ペ
ア

カ
ラ
オ
ケ
」
、

家
経
期
カ
ラ

オ
ケ
「
エ
コ

'
E
J
F
Jq
s
r
p巴

M
1
1
0
0」

マ
イ
ク
、
テ

ー
ブ
ラ
ッ
ク
、

掛
川而
台
、

?

ラ
カ
ス
、
タ

ン
バ
リ
ン
、

ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
を
山
山
回附

し
た
。マ

イ
コ
ン

ア
ン
ド
サ
イ

エ
ン
ス
は
「
レ

ン
タ
ル
機
縁

結
聞
迎
シ
ス
テ

ム
」
を
紹
介

し
た
。こ

れ
は
三
菱
パ

ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
「
M
U
L

T
I
M印
」
を
使
用
し
、

仕
入

れ
、
売
上
げ
、
在
庫
、
販
売

ま
で

A
M
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業

と
し
て
の

一
巡
の
業
務
を
シ

ス
テ
ム
化
し
、
レ
ン
タ
ル
販

売
効
態
の
向
上
を
目
指
し
売

上
げ
の
拡
大
、
利
益
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

du
の。ユ

ニ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

--r-__も4
長崎弘--l 可

b _ 

.- 町 民 岨F

ー・‘-
唱

J
 

電
子
部
品
・
機
器
を
出
ロ聞
の
フ
ォ
ル
テ
電
干

セガ・チャンピオン ・ベースポ

アンパイアの声がひび〈

本格的な野球ビデオゲーム

新登場11

• • 

レーザー・ビデオディスクがゲームを変えた!

ビデオゲームは未知の領域へいま

ライブな臨場感とあくまでもリアルな映像がプレイヤーを興奮のるつぽへ

UFOの襲来・アステロイドの大群・巨大なブラック・ホール…一

さまざまな危機を脱して宇宙船はミステリアスな惑星に遭遇した一一一一

壮大なスケールてー措いたレーザー・ビデオテ'ィスク・ゲーム いま衝撃のデビュー

'
ー

・

1
・
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B
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アップライトタイプもあります。

寄
穫
の
ロ

y
ク
を
展
示
し
た
丸
窃
の
小
間

百百』圃圃圃圃圃
-闘園田.... 

4 ・T
竃冊岬回醐 P;A'"・・

働

/ 旬、__ 1， 
難務用と家庭用のカラオケを出&した東京日光金

T Vゲーム織用部品などを血書に展示したセイミツ

は
占
い
機
の
新
製
品

を
中
心
に
山
山
田
問
。

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
使
用
で
T

V
モ

ニ
タ
ー
に
出
さ
れ
る

心
理
テ
ス
ト
の
結
果
、

そ
の
人
の
令
遂
や
仕

事
巡
な
ど
四
つ
の
運

勢
を
占
ぃ
、

占
い
結

果
が
漢
字
プ
リ
ン
タ

ー
に
て
出
て
く
る
新

製
品

「
ピ
タ
ゴ

ラ
ス

の
大
占
術
」
(
八
千
代
包
務

厳
業
製
)
は
、
ス
テ
レ
オ
音

響
効
果
付
き、

占
い
師
協
会

会
佼
の
浅
野
八
郎
監
修
に
よ

る
も
の
。

T

V
画
面
に串
訓
示

さ
れ
た
問
題
を
解
い
て
い
き、

実
力
ラ
ン
ク
表
ホ
が
な
さ
れ

る
T
V
ク
イ
ズ
機
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ク
イ
ズ
・

頭
の
体

操
」

(
問
)
は
好
評
だ
っ
た

よ
う
だ
。

こ
の
ほ
か
「
バ
イ
オ
リ
ズ

ム
マ
シ
ン
」
「
ア
ス
ト
ロ
ク

ラ
フ
ト
」

、
T

V
ゲ

l
ム
機

の
テ
ー
ブ
ル
型
キ
ャ
ビ
、ネ
ッ

占い機の新作を発表したユニエンタープライズの小間

ト
な
ど
も
展
示
し
た
。

丸
幸
は
美
和
ロ
ッ
ク
製
の

鍵
を
各
磁
展
示
し
た
。

展
示
さ
れ
た
の
は
電
子
ロ

ッ
ク

「
P
A
L南
京
錠

¥
V

M
7
8
1
S
」
、
カ
ム
ロ
ッ

ク

「
V
M
m
l
M
L
、
デ
ツ

ド
ポ
ル
ト
錠
「
S
H
|
7
4」
、

ダ
イ
ヤ
ル
錠
「

O
D
M型」

な
ど
。以

上
の
ほ
か

J
O
U
で
は

多
級
景
品
類
を
展
示
し
、
中

都
遊
園
事
業
制
酬
は
テ
ー
ブ
ル

型
T
V
ゲ

l
ム
機
用
「
偏
光

フ
l
ド
」
を
紹
介
し
た
。

ー' ..JOKER. 2. A. K. Q . 

..J.l0-4.3. 
台札より強いとき始めます。。4.GT4 .2枚以上揃っていれば

一度に切れる。

PASSも出来ます。

後続がなければ流し、

新たに始めます。

足踏みゲーム

。".・×・2・
1.8 .. 

剖 妙'30点以』包で-t'208 

のボーナスゲ同ム》

.00阿

，AC 10・V，120w 

ISOA， 

腕ホシー争

《怯・3

..，治〈・・×実待》

会 a‘
プ ‘"，<(~-tJ..

ヨイン~>ーター

溺 ，隆司慮カ・.
， プ シ . ~ 

"‘γ。PENO.

ζ 

佳織

メッセージ内容…...rいらっしゅいませfありカマとうございましたs

音声出力 …υ MAX2W(音声は可変できます)

機知対象 …… 人間の動き(通常の歩行速度において)
検知器の有効距厳…直線距般にで4構

使用掲所 ……本体・検知緯共に皇内(水や直射日光が当らない場所)
使用可能温度範図・ 一IO'C-40'C 
使用電源 …..........AC IOOV 50/60Hz 
消費電力…............7W 

大事事(機×縦xlliさ)ぃ本体240x155X55圃検知器100x44x37-

可"1'26038

.5つの穴よりランダムに出て来るステ‘ノパ A 

一君を踏んで得点をします。 戸 弓 -nr cコ
・30点以上でボーナスゲーん 可〉ξラコゆ川、
・得点褒示およびハイスコア表示付。 /t0ιノ V 

・ゲーム幾度調g可能。

・チケットディスベンサー取り付け可能。

--....... 最新の半導体技術VOICE ICを採用した

無人お底番システム

!・.-
ケルコネクター

司ー' 

エスコ貿易は新しいレジャ ーシステム奇全世界に供給し続けています。

Still the leader in the World wide 
防stributi∞ofthe Ne悦 stin leisure System 

夜〉

袋}

総 〒 '.8東京.. 港区三国3・5・同 YεLεX J Z1181 
τεL 03(455)6511{夫代表〉

〒140.:安定都品川区恵AIII・-13'4R 鳥倉庫6F

TEL 03(・72)制 国 〈 代 表 }

〒日6大限珊$.;1思也 免町2・12・H・..6
τεl. 06(647)4時刻代

名古a..所 〒・6・名古屋市千織区 今漣4.，φ11 QIDピル

τει 同町73z)1$'川代

4為 川 禽 8・
フ問題民.，健所

司区

Z:Z3.. 
Ot}}@bfsiP口@白血す§

sc，・ ".'DDlGCO.，IIiC. 
樟式会柑

蜘

x哨

伝記同信局飽服

雰囲気一新 F売上倍増

お子さまに人気のあるロポット

奇形どった全〈新しいt'!体です。

モニターが内蔵です。

既存の4降板交換自由、目が光ります

〈佳織) H 1&3~'" Wl$)". 0580" 

..72勾、ナナオ毛エタ-14イy チ

'f'U-2348 

一石二鳥
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ゲームE京地の

ホットなカラーコンビオ、ーションが

フレーヤーを熱くする。

テーカン・オリジ‘ナルキセビオ、ット

〈ラパ・カラー〉の魅力./

.""¥・カラータイ7
附劇叫0・t刷。 H'11)0 -. PSO"¥. (・-耐

tl18i1ST 4.%t ;;;~1 :T -1J;;; 
鰻発本語/東軍部千代田区神闘車睦下町制 亨1刷 TEI...(03)2崎 -0311(代}

TEHKAN LTD.TEL(03)25&0378 TELEX:.J27174 TEHKAN 

⑧⑧⑧⑧⑨ 

麻雀とゲームが合体 fゲームしながら麻雀が楽

しめます。麻雀遇の令アナタJまもちろん、麻雀

を少ししか知らない‘あなた令も存分に楽しめる

ゲーム fそれがこの令ミスター・ジャン令です。

製造発売元株式会社 キ ワ
縛奈川県繍織原市湖If辺1092・3〒229
・I!0427-59-2131 (代表)

やミスター・ジャン舎を録作し六ノーテン君令

を退治しながら手線に麻雀役を完成させて

下さい。麻雀の初心者の方も、存分に楽し

めます。
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み
た
場
合
.
ア
ー
ケ
ー
ド
の
い
利
潤
抑
制
を
受
け
た
が
、

ほ
う
が
ス
ト
リ
ー
ト
よ
り
は
そ
れ
は
コ
ス
ト
の
L
h
宛
と
収

る
か
に
高
収
鋒
な
こ
と
が
明
人
の
減
少
が
(
減
価
似
却
年

ら
か
で
あ
る
園
内
自
は
@
機
数
が
:
一
年
か
ら
瓦
年
に
な
っ

憾
の
鴛
度
が
高
い
、
@
ア

l
た
こ
と
や
、
中
占
機
市
場
の

ケ
l
ド
の
場
合
売
上
げ
が
即
消
滅
な
ど
に
よ
っ
て
)
急
激

収
入
と
な
る
が
‘
ス
ト
リ

l
に
起
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ト
の
場
合
オ
ー
ナ
ー
と
折
半
(
以
上
は
「
T

V
ゲ
ー
ム

す
る
の
が
一
般
的
な
こ
と
。
産
業
」
か
ら
の
抄
訳
で
あ
る

③
ス
ト
リ
ー
ト
の
オ
ペ
が
、
雨
宮
望
が
多
け
れ
ば
詳
訳

レ
l
タ
ー
は
八
一
年
に
滋
し
す
る
予
定
|
|
編
集
部
)

バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に

T
V
ゲ
ー
ム
の
決

定
戦
が
行
な
わ
れ
た
・
そ
の

結
果
、
ト
ム
・
ス
ペ
ア

l
君

が
「
ス
ー
パ
ー
パ
y

ク
マ
ン
』

で
二
五
六
、
五
五
O
点
と
い

う
ス
ー
パ
ー
ス
コ
ア
を
出
し

て
優
勝
し
、
賞
品
と
し
て
こ

の
T
V
ゲ
l
ム
機
一
台
を
獲

得
し
た
。

な
お
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
は
「
ス

ー
パ
ー
バ

y
ク
?
ン
」
を
ナ

ム
コ
か
ら
許
諾
を
受
け
て
製

造
し
て
い
る
パ
リ

l
・
ミ
ッ

ド
ウ
ェ

l
社

(
本
社
イ
リ
ノ

イ
州
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
パ

l
夕
、

マ
ロ
フ
ス
キ

l
社
げ
と
が
三

月
ト
ギ
A
H
付
で
明
ら
か
に
し

月
九
討
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
た
も
の
。
従
っ
て
こ
の
餓

デ
ン
バ
ー
対
シ
ア
ト
ル
酬明め

し
は
川
祉
に
よ
る
も
の
と
陣

チ
ケ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
ψ
l
H

考

え

ら

れ

る

・

↓

キv' 
マシ、動7
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ー
ム
場
は
J

・千
府

あ

リ

十

九

山

さ

れ

、

太

子

オ

ペ

レ

ー

タ

万
・
九
千
台
、
平
均
二
卜
五
ム
ロ
ゲ
|
ム
出
慌
の
ロ
ケ
ー

ー
が
そ
の
ロ
ケ
を
引
継
ぐ
だ

の
小
さ
な
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
こ
と
が
ろ
う
。

は
七
千
軒
あ
り
十
七
万
五
千
と
く
に
予
測
さ
れ
て
い
な
い
。
@
.
ゲ
|
ム
湯
当
た
り

台
、
こ
れ
ら
以
外
に
テ
!
?
ア
ー
ケ
ー
ド
場
か
ら
は
か
へ
の
平
均
設
白
台
数
も
減
少
し

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
ジ
ノ
ホ
テ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
舷
大
し
て
そ
う
だ
。
と
い
う
の
は
過
密

ル
な
ど
は
千
四
軒
あ
リ
八
万
い
く
だ
ろ
う
が
、
長
い
臼
で

し

た

設

貨
は
一
台
当
た
り
の

四
年
後
の
八
六
年
に
は
ア

l

台
あ
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
ロ
ケ

見
れ
ば
総
台
数
は
憎
え
な
い
。
収
益
を
下
げ
る
か
ら
で
あ
る
。

ケ
|
ド
で
四
十
二
万
五
千
台

l
シ
ヨ
ン
と
は
集
客
カ
あ
る

1
1主
に
ア
l
ヶ
l
下
場

|

|
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム

(
五
%
減
}
、
ス
ト
リ
ー
ト
抽
出
の
施
設
に
付
随
す
る
も
の
か
ら
な
る
新
規
の
ゲ

l
ム
場
場
で
の
祭
気
後
退
は
、
八
二

で
七

l
三
万
五
千
台
(
四
・
で
、
平
均
-一

・
七
台
設
置
さ
は
八
二
年
に
ピ
ー
ク
に
述
し
、
年
に
は
百
ト
万
軒
以
上
あ
る

五
%
減
)
の
合
計
百
十
六
万
れ
て
い
る
(
日
本
で
言
う
)
全
米
一
万
軒
と
な
っ
た
。
今
と
さ
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ロ
ケ

ム
口
に
な
る
と
予
測
し
‘
こ
れ
シ
ン
グ
ル
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
後
は
次
の
型
自
で
減
少
し
、
で
の
は
る
か
に
大
き
な
ベ
ー

ら
に
と
も
な
っ
て
ア

l
ヶ
i

あ
る
。
こ
の
内
わ
け
は
食
科
八

λ
年
に
は
ヒ

Fe九
百
桁
は
ス
の
佼
透
酬
明
加
に
よ
っ
て
.

ド
ゲ

l
ム
場
は
ニ
，
h
%
が
山
口
聞
広
関
係
阿
十
三
万
府
、
映
ど
に
な
る
だ
ろ
‘
7
.

お
そ
ら
く
近
い
将
米
回
復
さ

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
同
館
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
な
ど
①
過
去
二
年
聞
の
ア
|
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

う
、
と
厳
し
い
予
測
を
伝
て
ス
ポ
ー
ツ
総
設
関
係
-
一十

万

ケ

l
ド
、
ス
ト
リ
ー
ト
の
九
ワ
ア

|
ス
ト
フ
ー
ド
チ
エ
|

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
瓦
千
軒
、
空
港
、
ホ
テ
ル
な
ロ
ケ
の
急
激
な
仰
ぴ
は
.
h
ン
へ
の
桜
透
に
よ
っ
て
実
証

ト
〈
ざ
っ
ぱ
な
も
の
と
は
汁
え
‘
ど
サ
ー
ピ
ス
施
政
関
係
五
卜
当
た
リ
の
売
卜
げ
を
減
少
き
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
‘
こ
れ
と

現
実
に
近
い
も
の
と
さ
れ
て
万
江
千
餌
刊
の

d
有
ト
四
万
併
せ
‘
八
a
年
に
は
ヂ
均

h

て
も
八
O
|
八
.
年
に
見
・
勺

い

る

・

の

う

ち

・

1
h
%
の
-
ト
八

-
a
f
%減
少
し
て
い
る
・

れ
た
燃
発
的
な
仰
ぴ
を
河
川
悦

こ
の
う
ち
ア
ー
ケ
ー
ド
と
万
五
千
桁
に
ゲ

l
ム

機

が

沼

②

新

し
い

S
Cな
ど
ボ
さ
せ
る
と
は
思
え
な
い
.

は
ま
と
ま
っ
た
ゲ
|
ム
コ
ー
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
開
発
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
①
令
米
に
あ
る
主
に
ピ

ナ
ー
を
析
し
て
お
り
、
さ
ら
る
・
こ
う
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
ー
な
く
‘
あ
っ
て
も
コ
ス
ト
が
ザ
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン

・
レ
ス

に
区
分
し
て
八
二
年
末
の
合
ゲ
|
ム
湯
と
ス
ト
リ
ー
ト
ロ
ど
ん
ど
ん
向
く
な
っ
て
き
て
ト
ラ
ン
は
じ
・
h
u
刺
あ
る
が
、

数
を
示
す
と
、
千
均
六
十
五
ケ

i
シ
ヨ
ン
で
の
台
敬
が
は
わ
ね
リ
可
能
性
が
少
な
い
。

、

っ
ち
虻
千
か
ら

↑
M
M判
に
ゲ

台
の
大
き
な
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
じ
さ
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
・

③

各

地

で

ア

ー

ケ

ー

ド

!

ム

が
沼
か
れ
て
い
る
。
残

ゲ
ー
ム
岨
帽
を
抑
制
し
よ
う
と
る
六
万
|
六
万
五

F
軒
へ
の

す
る
動
さ
が
あ
リ
、
そ
の
結
浸
透
を

一
応
当
た
り
こ
れ
と

岡
市
才
ペ
レ
ー
ト
税
の
m
加
や
し
て
楽
観
的
に
H
O
%
と
見

ゲ
i
ム
の
制
限
/
祭
止
令
が
絞
っ
て
み
て
ら
、
八
=
一
年
に

実
怯
相
さ
れ
て
い
る
。
お
け
る
台
数
は
わ
ず
か
一
三

@

ピ

ー

ク

時

に

参

入

し

%

併
に
し
か
な
ら
な
い
。
き

て
き
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
た
ち
ら
に
こ
の
方
面
へ
の
浸
透
は

は
、
資
本
が
乏
し
く
長
期
的

現
在
限
界
に
き
て
い
る
ス
ト

景
気
後
滋
で
財
務
上
ひ
っ
迫
リ

l
ト
ロ
ケ
に
か
な
り
の
任

し
て
い
る
.

ζ

れ
ら
の
う
ち
迫
を
加
え
る
だ
ろ
う
。

の
あ
る
者
は
い
巾
州
怖
か
ら
迫
い
②
全
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
る
.

全
米
の
業
務
用

T
V
ゲ

i
ム
機

1
2
2
万
台

今
後
は
減
少

向

「

T
V
ゲ
l
ム
産
業
」
調
査
発
表

A
M
O
A
が

第三種郵便物詑可

ま
と
め
ら
れ
た
。

、T
V
ゲ
l
ム
産
業
」
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
サ

ン
フ
ォ
ー
ド

C
パ
i
ン
ス
タ

イ
ン
祉
の
市
場
分
析
家
、
ク

リ
ス
ト
フ
ァ

i
・
カ
l
ナ
ピ

i
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
・
ニ
の
結
果
は
非
常
に
現

実
的
で
あ
り
、
米
間
の

T

V

ゲ
l
ム
縄
問
業
界
を
生
唱
し
く

と
ら
え
る
と
と
も
に
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
も
か
な

り
正
硲
に
予
冒
し
て
い
る
点

で
A
M
O
A
は
附
く
評
価
し

て
い
る
.
た
と
え
ば
‘
カ
ー

ナ
ピ
|
氏
は

a
九
八
一
・
年
末

に
T

V
ゲ
ー
ム
燃
は
令
米
の

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
叫
切
に
凶

卜
五
万
台
、
ス
ト
リ
ー
ト
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
七
十
七
万
台

で
、
合
計
百
二
十
二
万
台
設

置
運
営
さ
れ
て
い
る
と
し
、

こ
こ
二
、
三
年
間
、
米
国

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
た
ち
は

T

V
ゲ
|
ム
機
と
い
う
賞
金
の

卵
を
生
む
烏
か
ら
高
収
益
を

得
て
き
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ

収
入
が
減
少
す
る
や
ら
コ
ス

ト
が
上
が
る
や
ら
で
次
第
に

苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
.

こ
う
し
た
事
情
を
答
鋭
的
に

調
査
分
析
す
る
た
め
に
‘
米

閣
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
帥
刷
会
で

あ
る
A
M
O
A
(ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
&
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ズ

・
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
)
は
例
年
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
学
の
ギ
ア

l
ト

ナ
|
博
士
の
指
導
の
も
と
で

調
査
分
析
結
果
を
発
表
し
て

き
で
い
る
が
、
今
回
は
状
況

変
化
が
大
き
い
こ
と
に
よ
リ

特
別
に
「

T
V
ゲ
l
ム
産
業
L

と
題
す
る
調
査
結
来
と
し
て

「
ス
ー
パ
ー
パ
ッ
ク
マ

ン
」

米
国
で

σ〉

T

V
ゲ

i
ム
大
会

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
試
合
と
連
け
い
し

こ
の
ほ
ど
米
同
コ
ロ
ラ
ド

州
デ
ン
バ
ー
で
附
か
れ
た

T

V
ゲ

l
ム
「
ス
ー
パ
ー
パ
ヅ

ク
マ
ン
』
綬
役
大
会
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

{
N
B
A
)の
プ
ロ
チ

l
ム、

デ
ン
バ
ー

-
ナ
ゲ
ッ
ト
の
ガ

ー
ド
を
し
て
い
る
ピ
リ
|
.

7
y

キ
ニ

l
選
手
に
対
し
て

ど
ん
ど
ん
銚
戦
し
て
い
く
と

い
う
も
の
・
十
四
ヵ
所
の
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
場
が
こ
の

俄
し
に
参
加
し
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
た
ち
は
7

7

考
ニ

l
選
手

め
出
し
た
得
市
二
九
七
、
四

六
O
点
を
超
え
る
べ
く
協
叫
ん

だ
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
五

百
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
ニ

ゲームマシン

3
年
後
ア
ー
ケ
ー
ド
は
お
%
減

今
年
乗
切
れ
ば
将
来
に
明
る
さ

カ
|
ナ
ビ

l
氏
の
分
析
の
打
家
を
受
け
る
。
需
要
の
伸

主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
、
ぴ
協
み
が
利
益
一
戦
を
ど
ん
ど

三
年
先
の
T

V
ゲ
l
ム
業
界
ん
圧
迫
す
る
}
。

の
予
測
が
特
に
注
目
さ
れ
る
・
|
|
し
か
し
八
三
年
と
い

|
|
業
務
用

T

V
ゲ
|
ム
う
過
渡
的
な

一
年
を
過
ぎ
れ

機
市
場
は
過
去
て
年
に
わ
た
ば
、
か
な
リ
合
理
化
さ
れ
た

り
約
加
成
長
を
遂
げ
て
き
た
市
場
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
期

が
、
八
て
年
に
メ
ー
カ
ー
光
地
付
さ
れ
る
.
そ
れ
は
新
し
い

上
げ
が
わ
ず
か
二

%
婚
の

l

ゲ

i
ム
機
技
術
と
と
も
に
併

億
ド
ル
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
ぴ
需
要
地
を
も
た
ら
し
.
利

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
‘
成

益
似
陥
明
加
の
チ
ャ
ン
ス
を
与

泌
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
.
え
て
く
札
る
は
ず
だ
.

市
場
の
飽
和
状
態
と

メ

ー

カ

ー

ー

ゲ

l
ム
機
の
需
要
は

|
側
の
沈
滞
と
い
う
附
い
見
法
本
的
に
.
そ
の
ゲ

l
ム
機

通
し
か
ら
、
今
後
の
メ
ー
カ

の
悶
転
中
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

i
先
よ
げ
は
七
1
九

%
m
と
の
殺
濯
台
数
で
表
わ
さ
れ
る
・

な
り
、
八
六
年
に
は
十
凶
億
こ
れ
ら
の
変
放
の
う
ち
新
し

ド
ル
に
な
る
。
こ
の
短
期

的

い

ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
m
加
が

目
見
通
し
は
非
常
に
厄
介
で
あ
よ
り
策
要
と
恩
わ
れ
る
・
な

る

(
八
三
年
の
市
場
は
弱
い
。
ぜ
な
ら
そ
れ
は
市
織
の
短
期

中
小
メ
ー
カ
ー
は
危
う
く
な
変
動
よ
り
も
長
期
的
な
市
湯

る
。
悶
際
市
場
は

コ
ピ
ー
で
の
規
綴
を
決
定
す
る
か
ら
で

第210号

変
一見
し
て
い
る
。
プ
ラ
ウ
氏

は
H
本
の
セ
ガ
仕
(
陶
僚
に

米
同
セ
ガ
祉
の
子
会
社
)
で

削
社
長
と
し
て
勤
め
、
そ
の

後
米
側
グ
レ
ム
リ
ン
μ
刊
の
社

民
へ
と
糾
任
し
た
・
今
回
の

ブ
ラ
ウ
社
長
締
任
に
と
も
な

い
、
同
社
で
は
フ
ラ
ン
ク

・

フ
ォ
グ
ル
マ
ン
副
会
長
が
そ

の
総
務
を
引
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
フ

ォ
グ
ル
マ

ン

氏
は
同
社
に
十
三
年
間
も
在

籍
し
、
プ
ラ
ウ
氏
が
来
る
ま

で
は
社
長
だ
っ
た
。

っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
て
き
で

わね
り
、
よ
さ
後
継
省
と
な
る

も
よ
う
で
あ
る
。

タ
イ
ト

l
・
ア
メ
リ
カ
社
の

ッ
テ
ル
社
長
辞
任

こ
と
に
な
る
.
モ
リ
ア
リ
テ

4
氏
は
同
社
に
米
る
前
か
ら

ミ
ッ
テ
ル
氏
と
十
年
間
む
い

、、、

¥

如
W

セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
の

ブ
ラ
ウ
社
長
も
辞
任

1983年4月15日

モ
リ
ア
リ
テ
ィ
氏
が
新
し
く
社
長
に

し
、
州

Hm.州
AV1m川
H
札

M
N
の
ポ

ー
ル

・
モ
リ
ア
リ
テ
ィ
氏
が

そ
の
あ
と
を
引
縫
い
ど
こ
と

が
判
明
し
た
.

同
H

引
は
タ
イ
ト
ー
の
チ
会

針
。
ミ
ッ
テ
ル
氏
は
約
一
九
年

間
同
社
の
社
長
を
勤
め
、
惜

し
ま
れ
て
同
社
を
退
任
し
た

タ
イ
ト
|
・
ア
メ
リ
カ
社

(本
社
イ
リ
ノ
イ
州

エ
ル
ク

グ
ロ
ー
ブ

・
ピ
レ
ッ
ジ
)
の

社
H

目
だ
っ
た
ジ
ャ
ッ

7
・
ミ

了
ア
ル
氏
が
こ
の
ほ
ど
併
任

聴
晶
表
と
な
っ
た
・

M
U札
は
山
本
川
の
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
社

(本

社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

・
ロ
ー
ゼ

ン
社
長
)
の
子
会
社
で
、
昨

年
グ
レ

ム
リ
ン
役
か
ら
社
名

米
側
の
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
社
{
本
社
カ
リ
フ

方
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
)

の
校
長
だ
っ
た
ド
ウ
エ
ン

・

プ
ラ
ウ
氏
は
こ
の
は
ど
終
任

し
た
こ
と
が
、
で
一
月
十
一
日

ト
ッ
プ
の
異
動

、‘，，司，，1
 

，，‘、

• 
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れ
た
の
で
す
。

し
か
し
弊
答
は
す
で
に
起

っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
ど
い
オ

ベ
レ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
た

め
、
自
動
機
械
の
評
判
は
大

変
泌
く
な
旬
、
そ
の
結
果
こ

れ
か
ら
脊
く
よ
う
に
こ
の
産

業
は
ほ
と
ん
ど
撲
滅
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

十
年
前
に
出
来
た
こ
の
新

し
い
瓜
限
れ
た
法
律
は
、
大
変

大
き
な
mt
-一肢
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
と

販
売
を
行
幸
7
大
会
社
「
チ

ェ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
凶
肖
人
以
上

の
人
び
と
が
フ
ル
タ
イ
ム
で

服
わ
れ
、
さ
ら
に
百
五
十
人

ほ
ど
が
パ

l
ト
で
一
服
わ
れ
ま

し
た
。
約
丘
千
五
百
台
の
機

械
が
オ
ベ
レ
l
卜
さ
れ
(
欧

州
で
こ
れ
は
大
変
大
き
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
)
、

J

ハ

十
以
上
の
営
業
所
が
国
中
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
リ
ー
社
は
、
非
常
に

控
え
め
に
こ
の
業
界
で
事
業

を
開
始
し
.
順
調
に
業
綴
を
伸

ば
し
て
き
た
ピ
ル

・
リ
ン
ド

ウ
ォ
l
ル
氏
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
い
つ

も
優
れ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
も
強
調
し
て
お

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

設
立
者
リ
ン
ド
ウ
ォ
l
ル
氏

と
も
会
い
ま
し
た
。
同
氏
は

現
在
同
社
と
関
係
が
あ
り
ま

せ
ん
。

同
氏
は
よ
り
由
民
い
法

律
を
と
懸
命
に
努
力
し
た
あ

と
、
や
め
た
の
で
す
。
で
も

か
れ
は
今
も
、
ご
く
小
さ
な

オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
9

ざ
し
て
こ

の
業
持
に
と
ど
ま
り
、
そ
し

て
け
つ
こ
う
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
寺
お
、
同
氏
は
硬
貨
作

動
式
機
械
の
世
出汁
で
最
も
布

名
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
ひ
と
り

で
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

ぼ
う
大
で
と
て
も
価
値
が
あ

ワ
ま
す
。

左
の
写
真
は
現
在
の
チ
ェ
リ
ー
社
会
長
で
あリ
S
A

R
会
長
で
あ
る
イ
ン
ゲ
・
ア
ス
ク
氏
。
下
の
写
真
は

ピ
ル
・
リ
ン
ド
ウ
ォ
l
ル
民
と
が
れ
の
い
く
つ
か
の

ア
ン
チ
ッ
ク
・
ゲ
l
ム
織
(
ス
ロ
ッ
ト
マ
、γ
ン
)

イキャプ祉の共同代表、ロルフ・ダ=エルソン民とラルス・へダラン

ド氏。かれらの聞にあるのはピザ用のオープン装置

ji認:支局説;鼠i弘通信I

残す

デン固
メアリー・オープンシ ョー

第三種郵便物飽可

の弊
.圃スウェ

ー
タ
ー
が
い
た
こ
と
を
強
調
の
は
、
長
年
の
経
験
を
待
つ
会
福
祉
局
に
申
請
せ
ね
ば
な

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
|
|
立
派
な
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で

あ

ら

ず
、
そ
し
て
社
会
綴
祉
局

反
対
巡
動
が
起
っ
た
の
で
す
。
り
著
名
な
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ
は
設
置
に
絶
対
必
裂
な
許
可

最
終
的
な
結
末
は
、
ギ
ャ
ン

1
タ
ー
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ

・

を
与
え
た
り
、
与
え
な
か
っ

プ
ル
機
の
オ
ベ
レ
ー
ン
ヨ

ン

デ
ノ
ネ
マ
ン
氏
で
す
。
同
氏
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
の
許

を
不
可
能
に
す
る
新
し
い
訟
は
こ
れ
ら
の
機
械
を
い
く
つ
可
は
、
新
し
い
許
可
制
の
法

律
の
制
定
で
し
た
。
ギ
ヤ

ン

か
オ
ベ
レ
l
卜
し
て
い
ま
す
。
徐
が
施
行
さ
れ
る
け
別
に
設
置

ブ
ル
機
の
設
霞
運
営
が
然
止

問
氏
と
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
さ
れ
て
い
た
機
械
に
つ
い
て

さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
す
自
動
織
械
産
業
協
会
S
A
R

も
要
求
さ
れ
ま
す
。
ひ
ど
く

が
、
こ
の
新
法
の
下
で
は
ま
の
会
長
で
あ
る
イ
ン
ゲ

・
ア

非

協

力
的
な
政
府
か
ら
S
A

ず
援
の
や
り
か
え
で
は
不
可
ス
ク
氏
は
私
に
、
現
在
同
国

R
が
獲
得
し
た
ひ
と
つ
の
議

能
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
に
お
け
る
A
M
機
の
よ
う
す
歩
は
、
こ
の
許
可
が
泌
め
ら

の
法
律
は
七
九
年
に
施
行
さ
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
ま
れ
な
か

っ
た
場
合
、
所
有
者

れ
ま
し
た
。

し
た
。
と
い
う
の
は
A
M
機
が
少
な
く
と
も
そ
の
機
械
に

で
も
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
人
も
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
か
か
け
た
お
よ
そ
の
コ
ス
ト
を

び
と
は
大
変
に
怠
思
監
悶
で
ら
な
の
で
す
。
回
復
で
き
る
よ
う
機
械
を
一

す
。
将
通
の
や
り
か
た
で
オ

フ
リ
ッ
パ

l
や
T
V
ゲ
|

年
間
そ
こ
に
置
く
こ
と
が
で

ベ
レ
ー
ト
で
き
な
い
な
ら
、

ム
機
を
設
哩
血
し
ょ
う
と
す
る
き
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

岳
ん
と
か
他
の
や
り
か
た
を
人
は
、
ま
、
ず
そ
の
地
方
の
社
チ
ェ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
社
の

見
つ
け
よ
う
，f

そ
し
て
実

際
か
れ
ら
は
見
つ
け
た
の
で

す
。
か
れ
ら
は
祭
日
間
と
し
て

品
物
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

祭
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
を
見

出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
な
か
に
は
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
機
と
自
動
販
売
機

と
結
び
、
勝
ち
点
が
山山
る
と

そ
の
白
紙
機
か
ら
糸
口
聞
が
出

る
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
始
め
る

者
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
が

こ
の
間
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
行

っ
た
と
き
、
こ
の
よ
う
に
結

合
さ
れ
た
機
械
が
約
五
、
六

十
台
も
作
動
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
ま
ず
初
め
に
会
っ
た

S
A
R
協
会

ヨーロッパ通信員

リ
ン
ド
ウ
ォ
l
ル
氏
は
、

え
て
い
る
人
た
ち
の
例
で
す
。
の
熱
意
あ
る
青
年
、
ロ
ル

7
・

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
自
動
機
械
ま
だ
楽
観
的
な
人
は
い
く
ら
ダ
ニ
エ
ル
ソ
/
と
ラ
ル
ス

・

産
業
は
紘
一局
国
家
の
独
占
事
も
い
る
の
で
す
。

ヘ
グ
ラ
ン
ド
の
両
氏
に
よ
っ

業
と
な
っ
て
利
緩
は
慈
答
事
チ

且
リ
i
グ
ル
ー
プ
社
は
て
経
営
さ
れ
る
同
社
は
、
か

業
へ
と
繰
り
入
れ
ら
れ
る
だ
ヨ
l
ロ
Y
パ
般
大
で
ぷ
宙
『
攻
な
り
専
門
化
さ
れ
た
デ
ィ
ス

ろ
う
、
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
な
会
社
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の

ト
リ
ビ
ュ

l
タ
ー
で
、
国
際

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ン
ラ
で
す
が
、
今
で
は
従
業
員
わ
的
な
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
シ

ン
ド
で
実
際
に
行
な
わ
れ
て
ず
か
十
人
の
比
較
的
小
さ
な
ヨ
ン
を
引
き
受
け
た
り
組
織

い
る
ケ
l
ス
で
、
こ
れ
に
つ
会
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。
営
し
た
り
す
る
用
意
が
あ
り
ま

い
て
は
ま
も
な
く
「
ゲ
l
ム
業
所
の
う
ち
二
十
四
ヵ
所
は
ず
。
両
氏
と
も
、
自
動
機
械

マ
シ
ン
」
に
盛
田
く
つ
も
り
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
で
迩
協
会
S
A
R
は
い
い
仕
事
を

す。

ノ
ル
ウ
ェ

ー
で
も
あ
る
営
さ
れ
て
お
り
、
フ
リ
ッ
パ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す

磁
の
機
械
が
慈
善
本
業
へ
の
!
と
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
オ
ベ
が
、
S
A
R
が
カ
を
持
と
う

財
源
と
す
る
た
め
オ
ベ
レ
l

レ
l
ト
で
岨
板
倉
を
続
け
て
い
と
す
る
な
ら
も
っ
と
強
い
も

卜
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ン
ネ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
従
業
員
は
の
に
な
る
べ
き
だ
ろ
う
、
と

マ
ン
氏
と
ア
ス
ク
氏
は
、
.
そ
約
六
十
五
人
で
す
。
で
も
チ
思
つ
で
い
ま
す
。
両
氏
と
も

う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考

エ
リ
i
社
は
と
て
も
活
気
に
自
分
た
ち
の
図
で
の
事
業
の

抑制
ち
業
務
を
行
な
つ
で
お
り
、
将
来
に
つ
い
て
不
安
を
抽
出
い

小
人
数
で
す
が
粉
鋭
の
ス
タ
て
い
ま
す
が
、
さ
も
あ
り
な

ツ
フ
が
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
を
、
ん
と
思
い
ま
す
。
私
が
訪
れ

最
も
切
迫
し
た
カ
ジ
ノ
の
需
た
と
き
、
か
れ
ら
は
さ
ま
さ

婆
に
応
じ
て
保
安
袋
置
を
付
ま
な
事
態
に
対
応
で
き
る
用

け
た
、
今
で
は
有
名
な
チ
ェ
意
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

リ
l
シ
ス
テ
ム
へ
と
改
造
す
で
ス
ナ
ッ
ク

・
パ
ー
や
舷
飲

る
作
業
に
つ
い
て
い
ま
す
。

食
を
山
山
す
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
i

こ
れ
ら
の
機
械
は
カ
ジ
ノ
に

ム

判明
に
潔
細
心
的
な
、
ピ
ザ
を

だ
け
供
給
さ
れ
ま
す
。
チ
エ
す
早
く
温
め
る
オ
ー
プ
ン
に

リ
l
社
は
ス
ペ

イ
ン
や

ユ
|

非
常
な
興
味
を
示
し
て

い
ま

ブ
ス
ラ
ピ
ア
の
カ
ジ
ノ
も
ほ
躍
し
た
。

引出
し
て
い
ま
す
、
が
、
そ
れ
は
先
に
品
川
円
い
た
よ
う
に
、
ス

別
会
社
を
通
じ
て
で
す
。

ウ
ェ
l
デ
ン
は
今
も
比
較
的

イ
キ
ャ
プ
社
は
私
が
ス
ト
泣
か
な
闘
で
す
が
、
失
業
者

y

ク
ホ
ル
ム
で
訪
れ
た
も
う
が
だ
ん
だ
ん
多
く
寄
っ
て
き

ひ
と
つ
の
会
社
で
す
。
二
人

(内
め
ん
上
段
に
続
く
)

ゲームマシン

G 

制
批
縦
断
産
業
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
へ
と
進
行
し
妨

私
の
書
く
記
事
は
必
ら
ず
し
め
た
か
ら
で
す
。

も
す
べ
て
楽
し
い
も
の
と
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ペ
レ

l
ト

限
り
ま
せ
ん
。
現
実
中工
殺
で
が
合
法
的
で
、
適
切
に
管
思

統
み
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ギ
ヤ
ン
プ

に
兄
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ル
機
に
な
ん
の
問
題
も
あ
り

が
、
こ
の
産
業
な
の
で
す
。

ま

せ
ん
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で

そ
し
て
時
に
は
不
速
な
認
か

は
非
常
に
ま
ず
い
オ
ベ
レ
ー

ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
あ
り
ま

ト
が

い
く
つ
か
あ
っ
た
の
で

す
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
自
動

す
が
、
そ
れ
も
越
正
さ
れ
ま

機
械
の
話
が
そ
う
な
の
で
す
。
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
に
大
変

約
二
十
年
前、

ス
カ
ン
ジ
良
い
新
法
が
施
行
さ
れ
、
ギ

ナ
ピ
ア
諸
国
の
う
ち
で
最
大
ャ
ン
プ
ル
機
は
適
切
に
オ
ベ

の
人
口
を
待
つ
ス
ウ

ェ
i
デ

レ
l
卜
さ
れ
る
限
り
絶
対
に

ン
で
、
自
動
織
械
は
大
変
嗣
畑
違
法
な
も
の
で
な
い
、
と
さ

調
に
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

何
世
紀
に
わ
た
っ
て
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
の
な
い

同
国
は
、
繁
栄
と
高
給
の
国

?
、
現
在
世
界
的
な
景
気
後

退
の
中
で
も
こ
こ
で
は
い
ろ

ん
な
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
て

い
ま
す
。
で
も
自
動
機
械
産

業
は
別
で
す
。
お
よ
そ
十
八

年
前
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
の
オ

ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
始
ま
り
、

G
機
と
自
販
機

し
か
し
こ
の
産
業
が
受
け

た
悪
評
と
と
も
に
|
|
こ
こ

で
も
私
は
他
の
人
々
の
過
ち

の
た
め
に
苦
し
ん
だ
大
変
多

く
の
善
良
で
誠
実
な
オ
ペ
レ

第210号
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ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
'
A

の
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、

スロ
y
ト
マ
シ
ン
と
自
動
販
売
機
を
結
ぴ
合
わ
せ

て
営
察
し
τ
い
る
例

(上の
写
真
)
。
右
の
写
真

は
チ
ャ
ー
ルズ

・
デ
ン
ネ
マ
ン
民

by 

• 

• 

ー

• ' 

2・

• 

• 

(
同
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)

さ
そ
う
な
の
で
す
。
読
者
の

て
お
り
、
イ
ン
フ
レ
が
進
行
み
な
さ
ん
が
私
と
と
も
に
、

中
で
す
。
こ
の
図
の
通
貨
単
私
た
ち
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の

位
の
ク
ロ
ー
ネ
は
昨
秋
切
り
友
だ
ち
の
た
め
に
よ
り
よ
い

下
げ
ら
れ
、
数
週
間
で
そ
の
米
来
を
怨
ん
で
下
さ
る
こ
と

彩
揮
官
は
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
と
般
信
し
て

い
ま
す
が
、
ス

私
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

の
自
ウ
且

l
デ
ン
の
人
び
と
も
綱
引

動
機
械
産
業
の
将
来
を
予

言

実
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ね
は

ん
。

生
来
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
で
す
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
現
筏
の

が
、
現
在
の
状
況
は
楽
観
主

状
況
か
ら
げ
'子
び
と
る
教
訓
を

殺
を
許
し
て
く
れ
そ
う
も
な

指
摘
す
る
必
要
は
な
い
で
し

ー
タ
l
の
本
社
以
上
に
大
き

っ
て
ご
く
さ
さ
や
か
に
開
始
考
え
が
間
違

っ
て
な
い
こ
と

な
建
物
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
ハ

l
ダ
l
ズ
が
す
ぐ
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

で
し
た
。
建
物
が
あ

っ
て
も

氏
は
こ
れ
を
持
続
さ
せ
る
と
先
日
も
私
が
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ

快
適
さ
と
便
利
さ
が
欠
け

で

と
も
に
、
パ
リ
!

・
オ
1
ト

ン

に

滞
在
し
た
時
、
彼
女
の

い
ま
し
た
。
仕
方
な
く
そ
こ
マ
l
タ
l
社
の
シ
ョ
ー
ル
|
経
営
す
る
映
闘
館
の
ひ
と
つ

を
使
う
契
約
を
す
る
ま
さ
に

ム

を
一
訪
れ
る
ど
の
顧
客
に
対
で
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
大

前
日
、
劇
的
な
こ
と
が
起

っ
し
で
も
、
こ
の
や
り
か
た
が

成
功
し
て
い
る
の
を
こ
の
眼

た
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
必
ら
ず
成
功
す
る
と
パ
日
い
い
杭
で
見
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
純
然
に
パ
リ
l
・

け
ま
し
た
。
同
氏
の
こ
の
主

D
G
A
社
は
こ
う
し
て
現

オ
i
ト
マ

l
タ
l
社
の
隣
の
張
を
信
じ
た
人
は
ほ
と
ん
ど

従
コ
ペ

ン
ハ
|
ゲ
ン
の
多
く

建
物
が
空
く
予
定
だ

っ
た
こ

い
ま
せ
ん
が
、
今
H
か
れ
ら
の
映
画
館
で
オ
ベ

レ
l
シ
ヨ

と
が
ハ
|
ダ
|
ズ
氏
の
耳
に
は
そ
の
こ
と
を
侮
ん
で
い
る
ン
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

入
っ
た
の
で
す
。
氏
は
す
ぐ
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
な

に

は

、
た
だ
ひ
と
つ
の
プ
ロ

手
を
打
ち
こ
の
建
物
を
確
保
ぜ
な
ら
問
視
夜
で
は
、

D
G
A

グ
ラ
ム
だ
け
の
映
一
幽
館
か
ら

し
ま
し
た
。
今
H
ま
で
パ
リ
社
を
通
じ
て
入

っ
て
く
る
娘

二
十
八
も
の
撲
な
る
プ
ロ
グ

l
・
ォ
l
ト
マ
l
タ
l
社
と
幽
館
で
の
オ
ベ
レ
ー
ト
収
入
ラ
ム
を
上
映
す
る
映
衛
館
ま

D
G
A
社
は
隣
り
合
わ
せ
で
、
が
パ
リ
l

-
オ
l
ト
マ

l
タ
で
あ
り
ま
す
。

ハ
|
ダ
|
ズ

連
絡
し
た
建
物
に
入
っ
て
い

l
社
に
と
っ
で
大
変
意
裂
な
氏
に
よ
れ
ば
、
三
つ
ぐ
ら
い

る

わ

け

で

す

/

も

の

に

な

っ
で
き
て
お
り
、

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
比
較

パ
リ
l
・
ォ
l
ト
マ

l
タ
し
か
も
大
成
功
を
収
め
て
い
的
小
規
模
な
映
画
館
が
一
番

l
社
が
D
G
A社
を
貿
い
と
る
か
ら
で
す
。

い
い
と
の
こ
と
で
す
、
が
、
そ

る
前
、
す
で
に
ハ

l
ダ
l
ズ

こ
れ
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
に
の
理
由
は
悶
氏
に
も
わ
か
ら

氏
は
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
深
興
味
を
持
っ
た
唯

一
の
映
画
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
ア
イ

い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
館
主
の
協
力
を
得
て
開
始
さ
デ
ア
が
こ
れ
ほ
ど
発
展
し
た

て
お
り
、
な
か
で
も
、
そ
れ
れ
ま
し
た
。
ヵ
l
-
7
・
7

ド

の
は
、
ほ
ん
の
こ
こ
凶
年
間

ま
で
に
な
い
形
の
オ
ベ
レ

1

セ
ン
ト
六
人
は
当
初
か
ら
、
こ
ほ
ど
の
こ
と
で
、
そ
れ
も
大

シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
っ
て
い
の
ト
刀
法
は

}
般
に
受
け
る
だ
変
な
努
力
の
結
果
や
っ
と
成

ま
し
た
。
同
氏
は
ず

っ
と
、

ろ

う
と
考
え
、
こ
の
ア
イ
デ
功
し
た
の
だ

l
!と
い
う
こ

映
画
館
の

ロ
ビ
ー
で
述
営
す

ア
の
災
行
を
似
し
た
の
で
す
。
と
は
ぜ
ひ
記
し
て
お
か
ね
ば

る
可
能
性
を
考
え
て
い
た
の
彼
，
交
は
今
で
も
と
て
も
活
動
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
。
こ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
的
で
、
数
多
く
の
映
画
館
を
映
一向
館
で
の
オ
ベ
レ
|
シ

で
は
決
み
ら
れ
た
こ
と
の
な
絞
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ヨ
ン
は
大
変
重
姿
に
な
っ
て

い
も
の
で
す
が
、
映
闘
は
こ
ア
イ
デ
ア
に
附
す
る
夫
人
の
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
務
的

何
年
間
か
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
こ
で
人
気
の
あ
る
娯
楽
な
の

ュ
l
タ
ー
と
し
て
成
功
し
た
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
は

の
ち
、
パ
リ
l
・
ォ
l
ト
マ
悶
じ
建
物
の
中
に
、
そ
れ
ぞ

l
タ
l
社
は
オ
ベ
レ
i
シ
ョ
れ
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

ン
に
関
心
を
持
ち
始
め
、
結
だ
映
画
館
が
あ
る
も
の
も
あ

局
デ
ン
マ
ー
ク
で
最
大
か
つ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
映
画
館

最
重
嬰
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
の
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
に
は
必
ら

社
だ

っ
た
D
G
A
社
を
買
い
ず
人
が
い

っ
ぱ
い
い
る
に
ち

と
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

が
い
な
い
、
か
れ
ら
は
待
ち

会
社
の
場
所
が
問
泌
に
な
っ
時
間
を
な
に
か
楽
し
め
る
も

で
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
の
で
過
ご
そ
う
と
す
る
だ
ろ

こ
の
先
パ
リ
l
・
ォ
l
ト
マ
う
、
と
ハ

i
ダ
l
ズ
氏
は
考

l
タ
l
社
に
属
す
る
こ
と
に

え
た
の
で
す。

氏
は
こ
の
7

な
る
D
G
A
社
の
た
め
の
、

イ
デ
ア
を
い
ろ
ん
な
オ
ペ
レ

事
務
所
と
営
業
本
部
を
訟
く

l
タ
l
に
吋汁
附
し
て
み
た
の
で

必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

す

が
、
だ
れ
も
興
味
を
示
し

コ
ペ
ン
ハ
l
ゲ
ン
で
建
物
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
問
見
つ
け
る
の
は
と
て
も
難
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
の
映
画

し
く
、
長
い
こ
と
探
し
ま
し
紛
に
お
け
る
オ
ペ
レ
l
シ
ョ

た
が
、
パ
リ
l

・
オ
ー
ト

マ
ン
は
、
結
局
D
G
A
社
に
よ

は
最
後
先
と
な

っ
て
い
ま
す
。
の
開
始
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で

前
に
書
い
た
よ
う
に
、
デ

マ
ド
セ
ン
夫
人
の
持
つ
大
映
す
か
ら
、
ロ
ピ
ー
に
は
い
つ
ン
マ

1
7
で
は
他
の
オ
ペ

レ

副
総
に
は
、
い
つ
も
担
当

の

も
人
々
が
た
む
ろ
し
て
い
ま

l
タ
ー
た
ち
は
苦
し
い
時
期

サ
ー
ビ
ス
絞
師
が
-
番
目
に
す
。
私
は
ハ

l
ダ
l
ズ
氏
と
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
優

訪
れ
、
そ
れ
か
ら
他
の
映
画
共
に
そ
の
い
く
つ
か
を
一
訪
れ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
成
功
す
る

館
に
向
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
例
も
あ
る
わ
け
で
す
。
同
国

ま
す
。
設
置
さ
れ
て
い
る
機
岡
市
の
中
心
に
あ
り
、
二
十
で
の
普
通
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

械
は
毎
日
映
函
館
の
開
場
前

一
台
の
ゲ
l
ム
機
を
談
鐙
し
(
カ
フ

ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
}
て
い
ま
し
た
が
、
プ
レ
イ
し
パ
ー
な
ど
)
で
は
ギ
ャ
ン
プ

台
故
隠
し
て
い
て
も
い
け
な
に
入
っ
て
来
る
客
は
必
ら
、
ず
ル
雌
械
が
最
も
人
気
が
あ
り
、

い
ほ
ど
、
こ
の
オ
ベ
レ
i
シ
し
も
映
画
を
見
に
来
た
客
と
人
々
は
あ
ま
り
フ
リ
ッ
パ

i

ョ
ン
は
大
事
な
の
で
す
。
も
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
も
ち

ゃ

T
V
ゲ
ー
ム
機
に
熱
心
で

ち
ろ
ん
こ
の
方
針
の
お
か
げ

ろ

ん
大
半
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
オ
ペ

で
、
映
函
館
か
ら
の
援
備
を
こ
れ
か
ら
映
画
を
児
ょ
う
と
レ
l
タ
ー
た
ち
は
、
そ
の
利

求
め
る
電
話
は
少
な
く
な
っ

し
て
い
る
人
か
、
兄
終
っ
た
援
を
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
に

て
い
ま
す
。
巡
山
話
さ
れ
る
ゲ
人
た
ち
で
す
が
、
と
く
に
リ決

し
て
し
ま
う
高
い
オ
ベ
レ
l

l
ム
機
は
フ
リ
ッ
パ
!
と

T

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ト
税
に
も
め
げ
ず
、

一
所
懸

V
ゲ
ー
ム
機
で
、
ギ
ャ
ン
プ
ま
せ
ん
。
最
良
で
且
刷新
の
ゲ

命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ル
機
は
あ
り
ま
せ
ん
。

l
ム
機
が
真
っ
先
に
映
画
館
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
D
A
B

に
設
桜
さ
れ
る
の
で
す
。

と

呼
ば
れ
る
、
業
者
の
協
会

こ
の
オ
ベ
レ

i
y
ヨ
ン
に
が
あ
り
ま
す
。
D
A
B
の
会

は
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
あ
長
、
卜
ム

・
ハ
ン
セ
ン
氏
は

り
ま
す
。
映
薗
館
主
た
ち
は
、
凶
鱗
寺
状
態
の
中
で
大
変
緩

ゲ
l
ム
機
の
設
置
で
自
分
た
れ
た
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ち
の
収
入
が
か
な
り
刷
唱
え
る
数
年
前
D
A
B
は
と
て
も
弱

こ
と
を
知
る
の
で
、
た
え
ず
体
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

新
製
品
を
訟
く
よ
う
し
き
り

れ
を
ハ
ン
セ
ン
氏
が
二
十
八

に
求
め
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
綾
の
若
き
で
引
き
受
け
、
息

ロ
ケ
オ
ー
ナ
ー
た
ち
の
不
満
を
欧
き
返
さ
せ
た
の
で
す
。

を
引
き
起
す
こ
と
に
な
る
の
同
氏
は
こ
の
二
年
間
で
四
十

で
す
が
、
ハ
ー
ダ
l
ズ
氏
は

こ
の
新
入
会
員
が
あ
っ
た
、

何
が
あ
ろ
う
と
映
画
総
で
の
と
綴
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
最
優
先

D
A
B
を
通
じ
て
ハ
ン
セ

だ
と
怠
っ

て
き
ま
し
た
。
D

ン
氏
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ

G
A
社
は
現
在
コ
ペ
ン
ハ

l

ベ
レ
l
タ
ー
た
ち
の
た
め
に

ゲ
ン
で
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
し
も
っ
と
い
い
条
件
を
獲
得
し

て
最
高
の
映
画
館
を
す
べ
で
よ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て
き

隊
保
し
て
い
ま
す
。

て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

D
G
A
社
は
、
映
一
剛
館
で
と
こ
ろ
成
果
は
あ
が
っ
て
い

の
ゲ
|
ム
機
オ
ペ
に
い杭
き
、

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ギ
ャ
ン

自
動
販
売
機
の
オ
ベ
に
向
い
プ
ル
機
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン

ま
し
た
。
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
税
の
引
き
下
げ
が
、
だ
れ
も

賃
金
が
お
く
渚
負
飽
金
も
尚
が

}
番
惣
ん
で
い
る
こ
と
で

い
た
め
、
帥
附
箇
館
主
は
軽
い
す
。
フ
リ
ッ
パ
ー
や
T
V
ゲ

飲
食
物
を
売
る
完
結
の
先
り

l
ム
出
慨
に
オ
ベ
レ
ー
ト
税
は

子
を
や
と
う
の
を
嫌
が
る
の
全
然
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
映

で
す
。
そ
こ
で
D
G
A
社
は
函
館
以
外
の
普
通
の
ロ
ケ
で

ゲ
i
ム
機
以
外
に
、
ホ
y
ト
は
あ
ま
り
人
気
が
あ
り
ま
せ

ド
リ
ン
ク
、
コ
ー
ル
ド
ド
リ
ん
。
そ
れ
に
遊
閑
地
を
除
け

ン
ク
、
軽
食
、
チ
ョ
コ
レ
l

ぱ
、
デ
ン
マ

ー
ク
に
は
ア
ー

ト
な
ど
を
売
る
自
販
機
を

従

ケ
l
ド
ゲ
l
ム
場
は
全
然
な

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
大
い
の
で
す
。

い
に
利
用

さ

れ

て

い

ま

す

。

玄

2
・〕、

。
唱。
コω
r
m宅

ょ
う
。
と
て
も
容
易
に
理
解

で
き
る
も
の
で
す
か
ら
。
そ

れ
か
ら
、
こ
の
状
況
は
私
の

知
る
限
り
最
も
深
刻
な
も
の

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
抽
出
の
悶
々
で
も
ほ
ん

の
わ
ず
か
の
品
掛
か
な
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
ひ
ど
い
事
態
を
引

き
起
す
の
を
闘
に
し
て
き
た

ー
ー
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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映
画
館

ロ
ケ
も
つ

!
ク
の
バ ロ

D
A
B
協
会

ゲームマシン

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
の
映
函

館
は
、
パ
リ
l

・
オ
l
ト
マ

l
タ
l
社
に
と

っ
て
大
変
重

婆
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同

社
は
シ
カ
ゴ
か
ら
入
つ
で
き

た
新
製
品
の
ロ
ケ
テ
ス
ト
を

よ
く
映
踊
館
で
行
な
う
ほ
ど

で
す
。
そ
れ
ほ
ど
映
画
館
の

ロ
ケ
は
完
成
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
川
駅
幽
館
は
一
般
に
正

午
開
場
で
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
B
S
o
マ
4
7
1
'
タ
ス

自
動
機
械
産
業
に
お
い
て

パ
リ
l
社
の
名
は
最
も
名
高

い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
世

界
中
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

図
で
、
パ
リ
l
社
の
機
械
は

知
ら
れ
か
つ
好
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
が
デ
ン
マ
ー
ク

で
の
パ
リ
l
社
の
沿
革
を
知

っ
て
い
る
人
が
い
る
で
し
ょ

-
う
か
。
実
際
ほ
と
ん
ど
の
人

一
は
知
り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
こ

一
の
会
社
の
沿
革
は
そ
こ
ら
に

一
は
見
当
ら
な
い
ほ
ど
と
て
も

-
興
味
深
い
、
そ
し
て
進
歩
的

一
な
の
で
す
。

時
一

コ
ペ
ン

ハ
l
ゲ
ン
の
効
外

1
-
に
あ
る
パ
リ
l
・
オ
ー
ト
マ

抱
一

i
タ
l
社
は
、
長
年
の
価
値

1
一
あ
る
経
験
を
積
ん
だ
カ
ジ

-

a-ハ
l
ダ
i
ズ
氏
に
よ
っ
て

一

日
一
九
七

一
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

月
一
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
図
絡
を
持

斗
一

つ
ハ

l
ダ
i
ズ
氏
は
長
年
ス

出
一

ウ
ェ
l
デ
ン
に
住
ん
で
い
ま

8
-
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ

同
一

ェ
l
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

-
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
カ
ン
ジ

的
一
ナ
ピ
ア
四
ヵ
図
の
内
情
に
大

引
一
変
詳
し
く
、
ま
た
自
動
機
械

ろ
が
大
き
い
の
で
す
。
ま
た

デ
ン
マ
ー
ク
で
オ
ベ
レ
l
ト

が
順
調
な
A

M
機
の
中
に
は

必
ら
ず
パ
リ
l
社
と
ミ

γ
ド

ウ
ェ

l
社
の
製
品
が
あ
り
ま

す
。

業
に
お
け
る
多
大
の
ほ
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
。

パ
リ
l
・
オ
l
ト
マ
|
タ

|
社
は
当
初
、
パ
リ
l
社
と

ミ
γ
ド
ウ
ェ

i
社
の
ゲ
l
ム

機
を
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

す
る
ご
く
小
さ
な
会
社
で
し

た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
は
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
浪
曲
は
、
各
地

方
当
局
が
け
決
め
る
オ
ベ
レ
ー

ト
悦
に
あ
り
ま
す
。
ギ
ャ

ン

ブ
ル
機
が
は
や
り
そ
う
な
地

方
で
は
オ
ベ
レ
ー
ト
税
が
と

て
も
高
く
、
し
か
も
そ
の
遊

技
料
は
厳
し
く
ー
ー
た
い
て

い
の
場
合
と
て
も
低
額
に
|

|
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
用
の
フ
リ
l
ゲ
l
ム
・

ト
ー
ク
ン
だ
け
が
自
由
に
入

手
で
き
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
制
約
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
デ
ン
マ

ー
ク
で
パ

リ
l
社
製
機
械
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
人
気
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ハ

l
ダ
l
ズ
氏

の
多
大
の
努
力
に
よ
る
と
こ

D
G
A
社
買
収

• X 

X 
上
の
写
真
は
、
コ
ベ
ン
ハ
l
ゲ
ン
の
峡
函
館
ロ
ビ
ー

じて
、
パ
リ
l
・
オ
ー
ト
マ
l
タ
l
社
の
子
会
社
で

ある
D
G
A
祉
が
運
営
す
る
ゲ
l
ム
機
を
背
に
し
た

カ
ジ
・ハ
ー
ダ
1
ズ氏
。
右
の
写
真
は
デ
ン
マ
ーク

の
協
会
で
ある
D
A
B
の
ト
ム

・
ハン
セン
会
長
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遠
藤

台
湾
で
の
半
年

の
で
あ
る
。

そ
し
て
結
論
と
し
て
準
き

出
し
た
の
が
「
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
締
惣
で

あ
っ
た
。
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なそ中も } 社 さ 機 ユ 談 年 菓 冒・・・・・・・E ンi鶏んぷ"のカ軍港、足販
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は努怜目お議CJ3 i E面温薗 きてZfjE主主一句:
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連載
⑨ 

と
日
本
の
娯
楽
機
産
業
の
歩
み

娯
楽
機
産
業
へ
向
け
て

綴
の
前
に
立
ち
、

.

も
の
で
す
」

、，

現
在
六
十
五
歳
に
な
る
大

〆

遠
藤
嘉

一
が
開
発
し
た
肴
阪
市
内
夜
住
の
男
性
は
、
当

:
一
板
兼
用
菓
子
自
動
販
売
機
は
時
を
懐
か
し
む
よ
う
に
諮
っ

-可一
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
日
本
会
て
く
れ
た
。
彼
に
よ
る
と
、

}晶一
闘
を
席
巻
し
た
。
こ
れ
は
薬
品
骨
板
拍
車
用
菓
子
自
動
販
売
機

」
一

一
を
は
じ
め
と
す
る
遠
藤
兄
。
は
一
方
で
故
隊
も
多
か
っ
た

一一
弟
の
努
力
の
賜
物
と
い
え
る
と
い
う
。

ぷ
一
が
、
他
方
、
娯
獲
に
飢
え
て
た
と
え
ば
お
金
を
入
れ
て

，r
」

い
た
当
時
の
図
民
生
活
や
世
も
商
品
が
出
て
こ
な
か
っ
た

一格
が
嘉

一
た
ち
の
鉱
販
の
後
り
、
自
販
機
の
側
面
を
叩
く

一押

し

を

し

た

。

と

二
個
も
商
品
が
務
ち
て
き

一

菓
子
自
動
販
売
機
が
当
時
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

一
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
れ
だ
け
よ
う
だ
。

一
人
気
が
あ
っ
た
の
か
、
次
の

「駄
菓
子
患
の
主
人
の
回

一
説
奮
は
そ
れ
を
推
し
計
る
パ
を
俊
み
、
お
金
を
入
れ
ず
と

一
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
正
ち
ゃ
ん
の
看
板
を
叩
い

-

「
近
所
の
駄
菓
子
震
の
庖
た
り
矯
す
っ
た
り
す
る
と
、

時
一
先
に
、
正
ち
ゃ
ん
の
絵
を
描
逃
が
よ
け
れ
ば
キ
ャ
ラ
メ
ル

ー
-
い
た
看
板
が
あ
り
、
そ
れ
に
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ

抱
一
何
か
仕
か
け
が
し
て
あ
る
と
の
う
ち
、
主
人
の
駁
彼
が
厳

i
a
一
い
う
の
で
毎
日
の
よ
う
に
出
し
く
な
っ
て
、
そ
ん
な
い
た

回
一
か
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
ず
ら
も
で
き
な
く
な
り
ま
し

内
一
動
販
売
機
と
い
う
世田
薬

も

な

た

」

(
前
述
の
男
性
)

目
立
か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
、
ゎ
初
め
て
嘉
一
が
開
発
し
た

ド
一
た
し
た
ち
は

ω
正
ち
ゃ
ん
の
ゴ
ム
製
品
自
動
販
先
機
は
、

$
.
看
板
リ
と
よ
ん
で
ま
し
た
。

純
粋
に
省
カ
化
、
い
や
裂
の

泊

一
銭
玉
を
入
れ
る
と
チ
リ
ン
代
理
を
務
め
る
も
の
だ
っ
た
。

刊

チ
リ
ン
と
点
目
が
し
て
、
キ
ャ
そ
し
て
看
板
兼
用
菓
子
自

ラ
メ
ル
が
落
ち
て
く
る
仕
総
動
販
売
機
は
、
む
し
ろ

P
R

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
待
機
能
を
中
心
と
し
た
娯
楽
嬰

自
の
よ
う
に
正
ち
ゃ
ん
の
看
索
が
強
か
っ
た
。

人
生
の
選
択
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見
て
い
た

つ
ま
り
、
こ
こ
で
慕

-
は

怠
織
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
人
生
の
岐
践
に
立
た

さ
れ
、

一
つ
の
選
択
を
行
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

省
力
化
を
目
的
と
し
た
ゴ

ム
製
品
自
販
機
を
追
求
し
て

い
け
ば
、

当
然
各
踊
閣
の
自
動

販
売
機
に
結
び
つ
く
。
い
わ

ば
機
能
性
の
追
求
で
あ
る
。

↑
方
、
菓
子
自
販
機
は
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
効
果
を
志
向
め

る
要
素
が
強
く
、
い
わ
ば
客

寄
せ
を
目
的
と
し
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
遊
関
地
を
外
か
ら

眺
め
る
と
、
縦
覧
卓
や
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
乗
り
物
が
子
ど
も

心
を
叫
聴
き
つ
け
る
よ
う
に
、

"
正
ち
ゃ
ん
の
肴
板
H

が
娯

楽
に
飢
え
て
い
た
子
ど
も
た

ち
を
魅
了
し
た
。

そ
し
て
孫

一
は
同
じ

H

機

械
問
予
で
も
、
組
制
楽
的
要
素

の
お
い
分
野
を
選
ん
だ
。

葉
狩

折

口

(
刷
出
{
千

・
法
即
時
荷
崩
4

)

遠
藤

大
阪
で
、
大
正
十
三

年
に
始
め
た
の
で
す
。
私
は

医
線
機
械
を
や

っ
て
い
た
も

• . _. 

.V 
4
F
 O

 
W
 

7
 

J

ぺ会，・ゾ

あ
る
ド
ラ
マ

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
か

に
よ

っ
て
、
そ
の
後
の
人
生

を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う

ケ
l
ス
は
多
い
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
、
官調

}
が
開
発

し
た
看
板
兼
用
菓
チ
自
動
販

先
機
と
同
じ
よ
う
な
機
械
を
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(22) 第三縄fII便物~"Jゲームマシン

各場面をリアルに映し出す

女子ボウル競技
「プロボウリ ング」デコカセットで

T
V
両
面
上
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
融
市
し
む
D

C
シ
ス
テ
ム

の
T
V
ゲ
l
ム
カ
セ
ッ
ト
「
プ

ロ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
が
、
デ

第210号1983~4月 15日第三種鄭便物認可

ー
タ
イ
ー
ス
ト
側

(本
社
以
ラ
ン
ダ
ム
に
ス
ピ
ー
ド
の
強

点
、
縮
問
符
ι八
社
民
)
か
ら

泌
を
表
示
し
て
い
る
の
で
、

一一
-
月
ト
例
日
叫
ん
必
と
な
っ
た
。
役
げ
た
い
ス
ピ
ー
ド
に
A
N
わ

こ
れ
は
女
子
ポ
ウ
ラ
ー
を
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ボ
タ

レ
パ
!
と
ポ
タ
ン
で
織
作

し

ン

を

押
す
と
.
ポ
ウ
ラ
ー
が

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
す
る
も
の
で
‘
ポ
ー
ル
を
投
げ
る
。
ポ
|
ル

リ
ア
ル
感
を
強
調
し
た
州
耐

が
ピ
ン
の
附
に
米
る
と

k
m

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
で
き
か
ら
見
た
耐
而
に
変
わ
り
、

る
こ
と
が
特
徴
。

ピ
ン
の
倒
れ
る
よ
う
す
が
よ

レ
パ
!
の
操
作
は
左
ぶ
で
く
わ
か
る
。
ま
た
画
商
左
側

ポ
ウ
ラ
ー
の
位
山
也
、

L
L

一下

で

に

は
レ
|
ン
全
体
を
上
か
ら

球
質
(
上
方
向
で
ポ
ー
ル
が
見
た
ス
コ
ー
プ
が
あ
り
、
ポ

左
へ

、
下
方
向
で
布
へ

転
が

|
ル
の
転
が

っ
て
い
く
よ
う

っ
て
い
く
)
を
決
め
る
。
画
す
を
表
示
し
て
い
る
。
倒
れ

蘭
友
錯
に
ポ
l
ル
ス
ピ
ー
ド
た
ピ
ン
は
上
部
の
ス
コ
ア
表

を
表
わ
す
メ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
に
記
入
さ
れ
て
い
き
、

十
フ

愛
情
あ
ふ
れ
る
小
型
乗
物
の

• • 

ロ
ウ
の
親
子

フ
ク

ウ
が
い
る
と
い
う
メ
ル
ヘ
ン

チ
ッ
ク
な
定
置
刑
事
小
物
機
。

フ
ク
ロ
ウ
は
カ
ラ
フ
ル
な
色

彩
に
な
っ
て
お
リ
、
殺
の
フ

ク
ロ
ウ
の
背
中
部
分
に
座
席

が
あ
る
。

貌
フ
ク
ロ
ウ
は
友
必
の
ロ

ー
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
予

の
フ
ク
ロ
ウ
に
近
づ
い
た
り

輯
離
れ
た
り
す
る
と
い
う
動
き

を
す
る
・
作
動
時
州
は
九
卜

定
置
型
乗
物
機
を

豪
華
な
仕
上
げ
で

加
藤
か
ら

一
九
一
三
年
式
米
国
車
「
マ

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
l
」

l
サ

l
・
レ
ー
ス

・
ア
パ
ウ

光
や
式
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

を
組
み
込
ん
だ
苅
州
脚
H
T
V

ゲームマシン第210号1983~手4月 15日(23) 

世界初のLDP・TVゲーム機

ロン・ベルアス
セガ社からいよいよ発売へ

秒

{切
符
可
能
)。

チ
ど
も

二
人
乗
リ
。
作
動
中
、
乗
客

が
ボ
タ
ン
に
よ
り
流
れ
る
メ

ロ
デ
ィ

ー
を
選
択
で
き
る
・

メ
ロ
テ
ィ

ー
は
「
く
つ
が
な 司、司、

、、
レ

ー

ム

そ

ゲ

l
ム
)
ま
で

役
げ
る
と
ゲ

l
ム
銚
了
だ
が
、

.
定
得
点
以
上
で
市
内
ゲ

1
ム

が
で
き
る
.
ま
た
ス
コ
ア
と

は
別
に
倒
れ
た
ピ
ン
、
ス
ト

ラ
イ
ク
、
ス
プ
リ
ッ
ト
な
ど

自

キノ芯 2
勺 、--* で
コ~ 風

今、 ・ 船

iバ S
4ン ミ
己カ ミ
~ I 

プロ・ポウリンデ

幽
開
キ
ワ
コ
(
本
社
工
場
神

奈
川
県
椴
綴
原
市
・

M
加
問
龍

雄
社
長
)
か
ら
、
率
で
風
船

を
割
っ
て
い
く
と
い
う
T
V

ゲ
!
ム
機

「
パ
ン

・
パ
ン
カ

|
」
が
三
月
五
日
発
売
と
な

っ
て
お
り
、
敵
を
退
治
し
な

が
ら
麻
雀
の
役
作
り
を
す
る

T
V
ゲ
l
ム
機
「
ミ
ス
タ
ー
-

ジ
ャ
ン
」
が
三
月
十
七
日
発

売
と
な
っ
た
.

「
パ
ン

・
パ
ン
カ

l
L
は

サ
ン
リ
ツ
泌
父
開
発
に
よ
る

も
の
で
、
市
中
を
走
ら
せ
迷
路

状
コ

i
ス
に
あ
る
風
船
を
湖

っ
て
い
く
ゲ

l
ム

危
険
が
迫
っ
た
時
ボ
タ
ン

を
押
す
と
ジ
ャ
ン
プ
し
、
凶
皿

る
L

「
む
ら
祭
リ
」

「
う
た

の
ま
ち
』
「
う
み
』
ー
な
か

よ
し
こ
よ
し
」
「
ち
ょ
う
ち

ょ
う
」
の
ん
品
聞
が
あ
る
。

定
価
五
十
八
万
円
。

• • 

ト
」
を
採
用
し
た
定
罰
則
1
来
わ
り
、
次
の
場
面
へ
と
腿
閥

物
機

『
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

l
」
す
る
。
鴻
ぶ
聞
は

U
F
O
の
興

が
、
加
柑
蹄
仮
令
工
業
(
本
祉
来
、
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
の
大
際
、

大
阪
府
茨
木
山
、

加
藤
肺
訴

一

巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

l
ル
な

社
長
)
か
ら
三
川
中
旬
発
売

ど
全
部
で
十
三
湯
蘭
が
あ
り
、

と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
ゲ
l
ム
遂
行
に
応

こ
れ
は
こ
っ
た
外
畿
で
木
じ
て
ラ
ン
ダ
ム
に
移
り
変
わ

製
の
泌
輪
ス
ポ

1
7、
革
製

る

.
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
=
一
台

の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
上
の
ベ
ル
ト
、

が
敵
に
察
批
慨
さ
れ
た
り
、
敵

真
ち
ゅ
う
の
補
強
呉
を
使
用
基
地
内
部
の
墜
や
岩
場
に
衝

す
る
な
ど
向
車
惑
な
も
の
。
動
突
す
れ
ば
ゲ

i
ム
終
了
.

き
は
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
ロ

i
リ

な

お

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

型

の

ン
グ
。
作
動
時
間
は
六
十
秒
、
座
席
に
は
低
周
波
鋲
動
式
オ

九

1
秒
、
有
ニ
十
秒
の
J

一段

切
称
。
巾
也
子
詐

(
て
品
川
)
と

t
u
h戸

(
}

.

M

刊
)
発
生
装
笥
付

き
。

火
色
と
緑
色
の
二
Mm
m酬

が
あ
る
。

J

一入
品
用
り
.

定
側
じ
卜
万
円
。

クラシックカー

ゲ
ー
ム
機

「
ア
ス
ト
ロ
ン

・

ベ
ル
ト
」
が
、
山
開
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社

東
京
、
ロ
ー
ゼ
シ
社
長
}
か

ら
四
月
上
旬
い
よ
い
よ
発
光

と
な
る
。

こ
れ
は
パ
イ
オ
ニ
ア
叫
酬
の

レ
ー
ザ
ー

-
デ
ィ
ス
ク
を
採

mし
た
宇
宙
戦
争
ゲ

l
ム
で
、

鮮
明
な
阿
賀
、

H
民
H
吋
命
、
ラ

ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
機
能
に
よ

る
瞬
時
の
場
耐
M
世
間
な
ど
を

特
徴
と
し
て
い
る
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
繰
縦
制
作
で

ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
を
線
作
し
、

迫
っ
て
く
る
敵
の
飛
行
物
体

を
発
射
ボ
タ
ン
で
や
っ
つ
け

て
い
く
。
レ
ー
ザ
ー
ピ
l
ム

仰
が
敵
機
に
命
中
す
る
と
瞬

時
に
大
爆
発
の
シ
ー
ン
に
変

船
上
に
着
地
す
る
と
再
度
ジ

ャ
ン
プ
(
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上

で
は
四
方
向
い
ず
れ
へ
も
ジ

ャ
ン
プ
可
能
)
。

そ
の
時
敵

の
車
を
飛
び
越
す
と
得
点
。

子
不
ル
ギ
|
風
船
を
取
る
と

ボ
タ
ン
で
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
敵
を
撃
破
で
き
る
。
胤
飢
附

が
山
間
リ
八
例
に
な
る
と
そ
の

中
の

一
側
が
点
滅
し
、
こ
れ

を
湖
る
と
金
風
船
が

一
度
に

釧
れ
て
尚
得
点
と
な
り

4

パ

タ
ー
ン
ク
リ
ア

.m
:ム
口
で

ゲ

l
ム
終

f
た
が
、

一
定
利
付

を
取
っ
た
場
合
に
応
じ
た
得

点

L
ぷ
ぶ
さ
れ
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
よ
り
白
一
品
川
刊
点
と
な
る
.

テ
ー
プ
巾
側
附
万

二
千
円
・

ず
つ
巡
ん
で
い
き
役
を
完
成

さ
せ
て
い
〈
ゲ

l
ム
.

腕
は
レ
バ
ー
を
操
作
し
ボ

タ
ン
を
仰
す
と
品
川
ば
さ
れ
る

(先
に
ボ
タ
ン
を
柵
押
し
て
お

け
ば
ワ
ン
ス
テ
y
プ
ず
つ
動

〈
)
。
動
〈
方
向
に
被
ん
で

い
る
牌
は
壊
れ
、
そ
の
あ
と

述
、
つ
料
が
現
わ
れ
る
。
曲
牌
を

飛
ば
し
て
ノ

l
テ
ン
君
を
退

治
で
き
、
パ
ワ

l
サ
イ
コ
ロ

を
取
る
と
休
当
り
攻
撃
が
で

き
る
。
こ
、
7
し
て
間
前
上
部

の
正
午
脚
人

n
に
牌
を
入
れ
て

品、〈ろう白書量予

点
以
上
で

一
台
追
加
さ
れ
る
。
い
く
と
最
上
部
に
そ
の
縛
(不

基
板
販
売一
の
み
で
定
価
八
万
要
牌
は
壊
せ
る
)
が
球
ぴ
、

八
千
円
。

表
示
タ
イ
ム
内
に
役
が
完
成

「
ミ
ス
タ
ー

・
ジ
ャ
ン
」
す
れ
ば

一
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア

は
キ
ワ
コ
開
発
の
も
の
で
、

で
残
り
タ
イ
ム
は
ボ
ー
ナ
ス

・
ミ
ス
タ
ー

-
ジ
ャ
ン
e

を

得

点
Y

タ
イ
ム
内
に
ク
リ
ア

明
ト
ク
川
レ
バ
ー
で
操
作
し

、

で

き

な

い
と
.
人
ア
ウ
ト
。

-ノ

l
テ
ン
君
仰
の
袋
駅
を

二
人
ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終

7
.

避

け

な

が

ら

ラ

ン

ダ

ム

に

松

基
似
版
光
の
み
で
定
価
九

ん
た
牌
(
迷
路
状
)
を

一
例

力

て
・
千
円
・

ー
デ
ィ
オ
チ
ェ
ア
々
パ

イ
プ

ラ
シ

l
ト
ω

が
採

mさ
れ
、

爆
発
シ

l
ン
な
ど
の
時
に
休

に
振
動
が
伝
わ
り
、
ス
テ
レ

オ
サ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
臨
場

感
を
磁
り
上
げ
る
。
デ
ィ
ス

ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
を
交

換
す
る
こ
と
で
、
他
の
ゲ
ー

ム
内
谷
に
変
え
る
・』
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

定
価
は
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
裂

面
一
.
十
五
万
円
、
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
型
百
八
万
問
。

物
を
上
げ
下
げ

ロ
ー
ラ
ー
ト
ロ
ン

「
ミ
ン
キ

1
・
モ
ン
キ
ー
』

アストロン・ ベルト

総
ロ
ー
ラ
ー
ト
ロ
ン

(本

社
東
京
、
品
林
氏

.
社
げ
と
か

ら
T
V
ゲ

l
ム
倹

「
ミ
ン
キ

l
-
モ
ン
キ
ー
」
が
一
一
-
月
中

旬
発
光
と
な
っ
た

こ
れ
は
紛
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ

パ
ン
と
の
共
同
開
発
に
よ
る

も
の
で
、
画
面
上
部
に
表
示

さ
れ
る
指
示
に
従
っ
て
・
マ

イ
ナ
ー
ポ

i
ィ
・
が
フ
ル
ー

ツ
を
移
動
す
る
と
い
う
ゲ
ー

ム
。
四
方
向
レ
バ
ー
と
ジ
ャ

ン
プ
ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
。

画
面
上
部
か
ら
伸
び
た
数

殺
と
子
の
フ
ク
ロ
ウ
の
む

つ
ま
じ
い
よ
う
す
を
表
現
し

た
定
置
型
乗
物
機

「
ふ
く
ろ

う
の
綾
子
」
が
、
山
開
ホ

l
プ

(本
社
工
場
川
崎
市
、
小
野

定
良
社
長
)
か
ら
三
月
中
旬

発
売
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
太
い
木
の
途
中
に

子
ど
も
の
小
さ
な
フ
ク
ロ
ウ

か
い
て
、
こ
れ
に
向
か

い
合

う
形
で
大
き
な
紺
棋
の
フ
ク
ロ

アス トロン・べ，...

{コックピット}

司、司、
、、

本
の
H

仲
に
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ

な
ど
の
朱
物
が
あ
り
、

米
物

の
絵
と
『
ト
.
げ
て
」
「
ド
げ

て
」
な
と
の
桁
示
が
表
示
さ

れ
る
と
と
ら
に
、

移
動
す
べ

• • 

き
位
曲
一
也
が
ゆ
指
示
ワ
ク
e

に

て
示
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
ー
ボ

ー
イ
は
飛
び
回
る
，
ク
レ
ー

ジ
|
ス
ネ

l
ク
e

や
巣
物
を

食
べ
た
り
石
を
投
げ
て
く
る

J
、
ン
キ
i

-
モ
ン
キ
ー
'

を
避
け
、
凶
作
か
ら
締
へ
と
飛

ぴ
移
っ
て
指
示
ど
お
り
動
か

す
と
次
の
指
示
が
出
る
。
ス

タ
ミ
ナ
ド
リ
ン
ク
を
取
る
と

無
敵
と
な
る
。
一
定
タ
イ
ム

内
に
十
阿
成
功
す
る
と
.
パ

タ
ー
ン
ク
リ
ア
で
、
山
田
り
タ

イ
ム
に
泌
じ
て
ボ
ー
ナ
ス
得

点
が
入
る
。
J

人
ア
ウ
ト
で

ゲ
|
ム
終
了
だ
が
、
二
足
得

点
以
上
で

.
人
追
加
さ
れ
る
.

様
似
版
犯
の
み
で
定
価
九

万
八
千
円
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
の
乗
物
機

マ
イ
バ
ル
ー
ン
」

ー可

ナ
ム
コ
か
ら
定
置
型
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ブ
キ
オ
か
ら
問
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

テ
ィ
ち
ゃ
ん
仰
を
採
用
し
た
使
用
に
関
し
て
許
諾
を
待
た

定
誼
型
乗
物
機
「
ハ
ロ
ー
キ
も
の
で
、
動
き
は
左
右
の
ロ

テ
ィ
の
マ
イ
バ
ル
ー
ン
」
が
、
ー
リ
ン
グ
。
作
動
時
間
は
九

側
ナ
ム
コ

(
本
社
東
京
、

中

卜
紗

(切
答
可
能
}。

メ
ロ

村
雅
談
社
長
)
か
ら
=
月
下

デ

イ

|
付
き
。
一

人
乗
り
・

旬
発
先
と
な
っ
た
。

山
北
側
五

l
八
力
向
。

こ
れ
は
川
討
が
側
サ
ン
リ

パン ・パンカーミスター・~.ンミンキー・そンキー，、D-'!'ティ fT)マイパルーン

オベレーターへ朗報.グ

レオの ゲームキャリー は積み込み，そして運搬
すべて 一人で 楽々 OK。

カチカチ山のタヌキ
ではいけませんね!?

‘ 

GAMES YOUR 
デビューグミニアップ

傾倒の安定がよく
14-20インチどれで
もはこべ8:11.

11慨をだてにほこぶので
どん怠ぜまい入口でも
自由巳出入りできま曹.

2ツlこ分割できるので
恵への収納ガ楽で曹

私たちはギャンプル緩や

無断コピー後のない

健全なAM然界を

めさ「しています。我々は、あなたのどんな要求にも

答えるべく準備しております。

ready 
all 

getting are We 

日東Iレクト口二クス練)

なによりも軽<、便利、そして安価グ

:打9.800.QP
0488-53田 3019

※ 

御注文は傘

ハ~
C 

吋 f

request. your answer to 組み込み開

-高さ 1，020.... 
偏 43伽柵

・アジャスタ-iサき
・レバーパネル・コインシューターは、

オプションです。

奥行き 430間

UオコーポUージョン稼式
会社手塚明雄手塚商会(lJ 

鍍込銀行 太陽縛戸銀行北浦和支后

(口座醤号〉 ⑧ 同日56569
干潟8・湾玉県浦和市符図297

f~J，毛布

tt(0798)66 -0811 〒663兵庫県富富市高絵町16-15

• • 滋修理 1!t速にmしてfl電気用品取締』去を温守し まし主う

大阪府東大阪市高井田本通5-2

t.l.J;Jjア 83)6362JI;・-r.唱関
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探
偵
に
つ

第三根郵便物館可

「淳
介
さ
ん
て
よ
ぶ
の
も

よ
び
に
く
い
よ
う
な
雰
闘
気

を
も
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い

あ
な
た
の
場
合
は
」

「
そ
う
か
な
」

「よ
く
再

一一回
え
ば
隙
が
な
い

と
で
も
雪
国
え
な
い
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
は

ら
、
イ
ロ
ケ
が
な
い
人
と
か

言
う
ん
じ
ゃ
な
い
。
非
常
に

そ
っ
け
な
い
の
ね
そ
の
外
に

表
わ
れ
漂
っ
て
い
る
オ
|
ラ

《・刀」

「
ふ
う
ん
、
考
え
る
な
。

キ
ミ
は
オ

l
vフ
が
キ
ッ
ク
す

る
の
か
ね
」

「
い
え
、
い
え
、
こ
れ
は

ほ
ん
の
縫
い
冗
談
に
過
ぎ
ま

せ
ん
こ
と
よ
」

「弁
解
じ
み
て
し
ま
う
け

ど
、
そ
れ
に
さ
、
別
に
キ
ミ

に
弁
解
す
る
必
要
も
な
い
こ

と
だ
け
ど
」

「
弁
解
し
て
欲
し
い
わ
」

「
な
ぜ
」

「そ
れ
は
あ
な
た
の
オ
|

ラ
に
く

っ
き
り
と
愛
が
映
し

出
さ
れ
て
る
か
ら
」

「
ま
た
大
時
代
な
こ
と
を

ゲ ー ムマシン第210号

宮、

J「
本
当
は
私
は
心
袋
に
感

能
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

し
ば
し
ば
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
わ
」

「
で
は
ま
す
ま
す
弁
解
を

必
要
と
し
な
い
釈
だ
』

「さ

っ
き
そ
れ
は
戦
い
冗

談
に
す
智
な
い
と
雪
面
一
っ
た
ば

か
り
で
し
ょ
う
」

「
ど
ち
ら
が
本
当
か
分
ら

な
く
な
る
ば
か
り
だ
よ」

「
こ
う
善
一一聞
い
た
い
の
で
は

な
い
か
と

一
応
は
縫
祭
は
出

来
て
い
ま
す
」

「
ど
う
い
う
瓜
に
な
ん
だ

1983年4月15日

し
」

「
ポ
ク
は
実
は
非
常
に
ナ

イ
i
ヴ
な
ホ
ッ

ト
で
ウ
方
|

ム
な
心
を
も
っ
て
い
る
の
だ

が
こ
れ
だ
け
で
生
き
て
ゆ
く

• 十1・

ら
せ
な
が
ら
そ
の
女
性
は
従
で
は
い
ま
せ
ん
か
ら
そ
ん
な

諸
に
行
っ
た
。

姑
息
な
心
配
は
必
要
と
し
ま

す
ぐ
帰
っ
て
き
て
腐
を
ひ
せ
ん
」

こ
と
は
何
時
も
傷
つ
け
ら
れ
そ
め
。

「そ
れ
に
し
て
も
明
日
の

る
ば
か
り
で
身
が
も
た
な
い
「
通
じ
ま
せ
ん
わ
。
も
う
社
勤
め
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

し
た
が
っ
て
問
う
で
卵
み
た
に
は
後
も
い
な
い
よ
う
で
す
』

「

明
日
は
明
日
の
風
が
吹

い
に
外
側
を
ク
ー
ル

に

裟

つ

「

闘

っ

た

な

」

き

ま

す

」

て
い
る
だ
け
な
ん
だ
。
と

、

「

ど

う

し

ま

し

ょ

う

」

「

当

り

前

だ

よ

、

そ
う
で
は
な
い
の
か
し
ら
淳
「
キ
ミ
は
も
う
帰
っ
た
ほ

介
き
ん
。
ま
さ
に
図
患
で
し

、
つ
が
い
い
よ
」

ょ
う
」

「

で
も
」

「そ
う
で
も
な
い
け
ど
」

「遅
く
な
っ
ち
ま
う
よ
」

「
オ
l
ラ
に
出
て
い
る
か
「
遅
く
な
る
の
は
別
に
か

L、

(
W
)
 

、.。
，
人

「
よ
か

っ
た
。
ポ
ク
の
キ

ッ
ク
が
効
い
た
の
さ
L

「馬
鹿
主
」

と
言
い
な
が
ら
淳
介
の
腕

を
両
手
で
挟
む
よ
う
に
し
て

頭
を
縫
〈
淳
介
の
扇
に
あ
ず

け
て
き
た
。

荷
停
介
は
相
同
に
柔
ら
か
だ
け

ど
弾
力
が
あ
る
乳
房
の
感
触

が
冊
押
し
て
く
る
の
と
甘
く
か

ぐ
わ
し
い
袋
が
断
酬
を
な
ぷ
っ

て
く
る
の
と
で
岐
し
い
お
も

そ
ん
な

、γと
』「

ま
た
話
が
通
じ
ま
せ
ん

健吉

柳

川

w、

山

叩

蜘

町

、

d

n

"

*

 

"ιρ 

い
に
か
ら
れ
た
。

シ
ル
ク
の
服
が
触
れ
た
り

綴
れ
た
り
す
る
度
に
シ
ル
ク

特
有
の
き
し
る
よ
う
な
稼
逃

音
を
さ
へ
臨
時
い
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

初
夏
の
夜
の
冷
気
で
熱
を

回
融
ま
す
の
も
慈
く
な
い
だ
ろ

う
と
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
た
り

と
映
画
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な

街
並
を
ネ
オ
ン
や
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
シ
ル
ク
の
般
に

締
施
に
映
え
る
の
を
楽
し
み

な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
く
。

雄
介
の
こ
と
が
な
か
っ
た

ら
気
分
を
晴
ら
し
て
歩
け
る

の
に
な
あ
。

二
人
と
も
そ
う
い
う
気
持

で
舗
巡
を
渉
い
て
い
た
。
時

は
こ
の
時
、
実
に
ゆ
っ
た
り

と
流
れ
て
い
た
。

二
人
は
流
れ
に
行
き
つ
い

て
し
ま
、
7
。

行
き
止
り
俄
で
あ
る
。

賞
余
時
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
セ
ッ
ト
か
ら
、
ゃ
く
rc
映

画
時
代
の
東
映
の
セ
ッ
ト
へ

と
背
景
が
あ
た
か
も
回
り
舞

台
の
よ
う
に

土
拡
し
て
し
ま

う
災
に
奇
妙
な
衝
で
あ
る
。

流
れ
か
ら
は
幽
か
に
ヘ
ド

ロ
の
異
臭
が
潔
っ
て
く
る
。

「
今
日
の
と
こ
ろ
は
ま
ず

家
に
帰
ろ
う
」

「そ
れ
は
、
ち
ょ
っ

と
然

資
供
で
は
な
い
こ
と
」

「
仕
掛
悌
な
い
だ
ろ
う
。
こ

ち
ら
が
約
束
通
り
に
待
っ
て

い
た
の
だ
か
ら
、
鉱
山
資
保
と

い
え
ば
む
し
ろ
雄
介
の
ほ
う

が
無
責
任
な
ん
だ
よ
」

「そ
ん
な
喜
一一回
い
か
た
を
な

さ
る
か
ら
、
あ
な
た

っ
て
イ

ロ
ケ
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
こ
と
よ
」

そ
の
女
性
は
心
な
し
か
淳

介
の
一
府一
に
ね
か
せ
て
い
る
頭

と
背
に
触
れ
て
い
る
乳
房
と

を
強
く
押
し
て
き
た
よ
う
だ

つ
た
。
乳
房
で
抑
さ
れ
る
の

は
心
待
よ
か

っ
た
が
頭
で
押

さ
れ
る
の
は
鎖
骨
に
ひ
び
い

.. 。
，A 

掛
置
が
鼻
孔
を
く
す
ぐ
り
鳴

が
で
そ
う
だ
つ
た
が
耐
え
る
-

風
に
吹
か
れ
た
授
の
中
か
ら

型
が
い
い
耳
目
需
が
見
、
ぇ
隠
れ

し
て
い
る
。

「
維
介
の
家
に
行
っ
て
み

ょ
う
か
」

「

pr‘〉
3
・

4
7
t」

「雄
介
の
家
を
知
っ
て
る

か
ね
L「

住
所
だ
け
な
ら
。
で
も

会
社
の
名
簿
は
自
宅
に
笹
い

て
あ
る
か
ら
」

.. 

-仕事後

食会高1，460%

貴奥行 390%

貴金偏 580% 

尚onamhI31嘉244
コ才ミ株武告社〒mfmz雪STF21目日• 

〈だ幸い。

「
そ
う
で
す
わ
ね
」

捕
時
介
は
椅
子
か
ら
立
と
う

と
し
て
今
夜
の
溺
が
意
外
に

脚
に
こ
た
え
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
た
。

両
扇
で
ス
ウ
ィ
ン
グ
ド
ア

を
抑
し
て
イ
キ
に
活
を
出
ょ

う
と
し
た
ら

d
刷
い
わ
」

と
蹴
酬
の
ほ
う
に
ス
ウ
ィ
ン

グ
し
て
き
た
ド
ア
を
峨
唆
に

両
手
で
抑
し
も
ど
し
な
が
ら

そ
の
女
性
は
陥
酬
を
叡
め
て
い

て

、
}
シ
」
』

「
歩
A
F

、

山
山
ょ
、
っ
」

応

こ
の
腐
は

• 
・，，• 

、

• 

• 

， 

Lτ怯「メダルゲーム喝遭曽基準」

第王.鍾鄭便物認可ザームマシン第210号

打ちF

1983年4月15日(25) 

連載小説<23)
ら
間
違
い
っ
こ
な
い
わ
よ
」

「
そ
ん
な
イ
ン
チ
キ
な
オ

ー
ラ
の
諸
に
の
る
も
の
か
」

「
き
あ
、
ど
う
し
ま
す
」

「
雄
介
は
ど
う
し
た
の
か

ま
い
ま
せ
ん
わ
」

「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
叱
ら
れ
る
よ
。
お
仕
還
で

お
尻
を
ぷ
た
れ
た
ら
困
る
だ

ろ
、
フ
」

な

」

「

冗

談

の

つ

も

り

で

し

た

「社
に
電
話
し
て
み
よ
う
ら
ま
っ
た
く
効
用
が
あ
り
ま

か

し

ら

」

せ

ん

わ

そ

ん

な

話

、

小

学

生

「う

ん

」

で

も

も

う

ち

ょ

っ

と

ま

し

な

可
愛
ら
し
い
の
に
は
り
き
諮
を
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い

っ
て
返
し
い
腹
か
ら
ヒ
ッ
プ

こ

と

、
イ
マ
ド
キ
の
子
は
す

の
線
を
ブ
ル
ー
の
ド
レ
ス
に
す
ん
で
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

俊
維
に
柔
ら
か
く
浮
か
べ
M
m

に
私
は
父
母
と

て
絡
に
住
ん• • 

芯
革主

象

g 

大阪市港川区東三国6丁目l番45号 〒532ft (06) 396・1621(代}
東京都台東区浅草矯5-4-4ジュエル秋葉原 〒 111n(03)866-6175(代)

編岡市1碍多区樽多駅東3丁目3-16川;膏ビル304号 干812ft(092)47ト8612-3
青森県むつ市新町12-4 〒035n (01752) 2‘7780 
東大阪市吉田7-2-35ホワイトシャトー1階 〒578ft(0729)65-0533 

本社

東京 支庖

福 岡 営 禦 所

むつ営業所

東大飯営業所

」--，，.
e

・e
-
f
a

--
u
a
 

・
0

・

-詳細は本社また

は、官官襲所宛に

カ.，ロダをご楕

京下さい。

端子番号 名 称 入出力別 電源状態および入出力信号条件

+5V 
(電源問端子} DC4.75V以上5.25V以下町電圧をlA供給する二と.

OV 
入力

(実測では、正賞受入時330mA、待機時4mA)
E (電源問端子}

{識別信O号UT間続手}

.iE:貨が通過した場合、内怒トフンジスタが導通状態と

3 出力 なる。(IOOms土50ms問、 1.5V以下)ぞれ以外は、カッ

トオフ状態である。

4 GND 
内部にてov(電源用端子)に媛続されている。

{識別信号用端子}

信頼と技~jのふれあい

力出
、EE
目、
，EE
E

，

T

D

 

H
V

M
刊

ハv
o

u

本社/東京都港区南青山2・24-15l青山タワーピル2F干107n03(401)6181 

営業所/東京都台 東区竜泉 3-7-3 干110含 03(876)3405

〈外部端子〉

組暫

〈セレク 7-内部〉

-電気的接続f土様

-錦子説明

子の時代

層重量E電子セレクター810-E

あらゆる角度から研究しつくしました。

イタズラ・不良疑貨から解B宣されます。

コインセレクターに頭を痛める事Iel:無くなりました。

コインの種類 外径(mm) 厚さ (mm)

￥500 26.5φ 18 

￥100 22.6φ 1.7 

-特長

従来のセレクターとの互換性も確保してあります。

メ力機織では限界のあつだ選別機織を思いきって電

子化。

従来のイタヅラ(1¥リガネ、糸ツリ)を完全シャット

ヨコウト。

ヨ安置飯売し、;J;el..、論入使用し疋古1こ刻してIa.、

主S己出願に困る発弱者栗ガ出額岳苗在.n.e療に活

に畢づく糟慣輩を駒軍し、 ミ~.e法C畢づをき使用を

蓋し庄めら杭ることにち怒り<1''1のでかかるコピ

-!iiIの間入使F躍を~ðらぬよう竃音量しま'1.
1!'l1057まま7月

実部民間雌安

企上ieの樋重量的硬貨を選択して下さい。

メカ+

謹告
白瞳醇祉事費!iiI'f!'1穆壁鼠賜わり臓にありがとうござ

い;J;<:1.111守也レヴ宇一割O-Ela、主障担ぷU苗
国の吸蝿につ曹、帽院、実偲鱗索、事fli曹を申絹

しており、その間部培、慌に畳録部よぴ公I!!ld抗、
工銭前笥械によって銭揮さ打て器り;J;ey. 
こnと同じ蝿彊のコピーa聖正当主主曜刻~しに

1 . 

2. 

3 
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- m w ∞ ω 付 与 週 一 ω E 岨 明 日 品 。 訓 A - 1 - h p J 刷 、 竹 、 ぃ 、

i腫浮
遊
穂
?
?
ぞ
4
7
2埜
竺
l

--
な軒
，，

?~
-f
m
E
以
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
写
倒
的
な
質
感
で
迫
っ
τ
〈る
/

1
ゼ

ピ
ウ

ス
に
1;1
:.

"l
!
小

物
・

地
1'.
物

次
情

11
1
に
2
つ

の

ボ
タ

ン
が

あ
り

、
ゾ
ル
パ
ノ

ド
'7

(守
イ
シ

ッ
プ
)
は
8刀

II
I

 J
 

v
パ

司
で

倣
11
'す

る
。

エ
リ

ア
が

巡
む

主
、

倣
の

浮
遊

聖
書

饗
ア

ン
ド

ア
ジ

ェ

4
、
シ
ス
が
t1
32
ム
!
グ

巨
人

な
ぞ

の
安

は
ま

き
に
Jj
;巻

。

ア
ン

ド
7
・

ジ
ェ

ヰ
シ

ス
を

い
か

に
攻

略
産

す
る

か
が

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

t~
.。

ヨ
ン

ピ
ュ
-

t;I
・
グ

ラ
フ
ィ

ッ
ク

ス
の
洗

練
j，l
llf
!lt
1阜

、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
に

も
っ
と

も
明

ら
か

に
あ

ら
わ

れ
て
L
必

.
ゼ

ピ
ヴ

ス
に

は
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